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究プロジェクトとして 2009 年 10 月にスタートしました。2010 年度からは毎年１回，共同
研究者や若手研究者が１カ所に集まって共同で調査を行う合同調査を実施しています。こ
れまで，２回の合同調査を行いました。それは，次のとおりです。 
  第１回合同調査 鹿児島県喜界島方言調査（2010 年９月） 
  第２回合同調査 沖縄県宮古方言調査（2011 年９月） 
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  (1) 共同研究者が各自のフィールドで行う各地点調査研究 


















■平成 23 年度 第１回（「語彙の音韻特性」と合同開催） 
     日時：平成 23 年 5 月 21 日（土）・5 月 22 日（日） 
     場所：神戸大学 
5 月 21 日（土）[公開シンポジウム] Ｎ型アクセントの原理と成立 
1. 上野善道（東京大学名誉教授 / 国立国語研究所客員教授） 
「Ｎ型アクセントとは何か」 
2. 木部暢子（国立国語研究所 時空間変異研究系教授） 
「九州２型アクセントの実態」 
3. 窪薗晴夫（国立国語研究所 理論・構造研究系教授） 
「鹿児島県甑島方言のアクセント規則」 
4. 松森晶子（日本女子大学教授 / 国立国語研究所客員教授） 
「隠岐島３型アクセントの再解釈」 





5 月 22 日（日）プロジェクト共同研究発表会 
1. まつもと ひろたけ（「危機言語」プロジェクト共同研究員） 
  「奄美喜界島方言のアリ・リ系のかたちをめぐって」 
2. 髙橋 康徳（東京外国語大学大学院・日本学術振興会特別研究員） 
  「上海語変調におけるピッチ下降現象」 
 
■平成 23 年度 第２回（「語彙の音韻特性」と合同開催） 
     日時：平成 23 年 7 月 16 日（土）・7 月 17 日（日） 
     場所：国立国語研究所 




 2012 年 8 月 1 日 国立国語研究所 
 
 
   「舌端の狭めを伴う母音の音声的記述: 宮古多良間方言の事例研究 
2．又吉里美（志學館大学） 
   「沖縄津堅島方言の文末詞について」 
7 月 17 日 
3．新永 悠人（東京大学大学院/JSPS）・小川 晋史（国立国語研究所）  
   「北琉球奄美湯湾方言のアクセントについて」 
4．五十嵐陽介（広島大学）田窪行則（京都大学/国立国語研究所客員教授），林由華（京
都大学非常勤講師），久保智之（九州大学） 
   「琉球語宮古池間方言の三型アクセント体系」 
 
■平成 23 年度 第３回「方言研究とテキスト－現状と展望」 
     日時：平成 24 年 2 月 18 日（土） 13:00～17:35 
     場所：2 月 19 日（日)  10:00～15:30 
2 月 18 日 
1．日高水穂（関西大学） 
   「昔話の「語りの型」とその地域差」 
2．新田哲夫（金沢大学） 
   「日本語史資料としての方言テキスト」 
3．高木千恵（大阪大学） 
   「関西方言の自然談話にみるワ行五段動詞ウ音便形の衰退と残存」 
2 月 19 日（日） 
パネルディスカッション 
1．大槻知世（東京大学学部４年生） 
   「津軽方言における推量形式『ビョン』の使用状況」 
2．麻生玲子（東京外国語大学大学院／日本学術振興会特別研究員） 
     「八重山波照間方言における動詞の屈折と派生をテキストから考察する」 
3．白田理人（京都大学大学院） 
     「喜界島方言―テキストから見る動詞形態論上の問題」 
 全体討議 コメンテーター 
 中山 俊秀（東京外国語大学） 
 風間伸次郎（東京外国語大学） 


































 宮古諸島は，沖縄本島から南に 300 ㎞のところに位置する島々で，宮古島，池間島，大
神島，伊良部島，下地島，来間島，多良間島，水納島らなる（地図１・２参照）。2005 年
10 月 1 日に，旧平良市と宮古郡伊良部町・上野村・城辺町・下地町の 5 市町村が合併して
宮古島市となったために，現在では，宮古島，池間島，大神島，伊良部島，下地島，来間
島が宮古島市に所属し，多良間島，水納島が宮古郡多良間村に属している。 
 宮古島市は，面積 204.59 ㎢（宮古島：159.26 ㎢，池間島：2.83 ㎢，大神島：0.24 ㎢，
伊良部島：29.08 ㎢，来間島：2.84 ㎢），人口 55,036 人（平良地区：36,138 人，城辺地
区：6,780 人，下地地区：3,065 人，上野地区：3,128 人，伊良部地区：5,925 人）で，サ
トウキビやマンゴーなどの果物類の栽培，観光，酒造などを主な産業としている（数字は，
宮古島市ホームページ「23 年度版統計みやこじま」から引用した。人口は 2010 年 12 月現
在の人口）。 
 多良間村は，面積 19.75km の多良間島と，面積 2.153ｋ㎡の水納島からなり，人口は多





       
 
 































日付 地点 調査項目 調査者 話者 
9 月 4 日 池間 基礎語彙 a ローレンス，荻野，平子，青井 勝連昭子 
13：00～   基礎語彙 b 新田，平山，松浦，川瀬 仲原好子 
  文法（前） 野原，仲原，デイビス，内海 濱川マサ子 
  文法（後） 又吉，山田，白田，當山 濱元照子 
9 月 5 日 狩俣 基礎語彙 a ローレンス，中澤 根間昌明 
14：00～  基礎語彙 b 中島，竹田 花城ヒデ 
  文法（前） 仲原，松本 上原正行 
   文法（中） 仲間(恵)，デイビス，内海 狩俣昌喜 
  大浦 基礎語彙 a 林，竹村 下地ハツ子 
    基礎語彙 b 平子，久保薗 大里正行 
  上地 基礎語彙 a 新田，井上，川瀬 上地清勝 
    アクセント 上野，松浦，青井 上地繁男 
  談話 田窪，荻野，山田，白田 仲原トミ 下地文 
  野原 基礎語彙 b 野原，徳永，又吉，平山 久貝シゲ 
  保良 文法（後） 狩俣，金田，山田，諸岡 下地良子 
  西原 アクセント 五十嵐，仲間(博)，田窪 仲原君枝 
9 月 6 日 砂川 基礎語彙 a 狩俣，木部，平山，竹村 砂川俊雄 
14：00～  文法（前） 仲間(恵)，井上，荻野 宮里久男 
   文法（中） 西岡，内海，デイビス 砂川渡 
  久貝 
基礎語彙 a ローレンス，仲原，川瀬，久保薗 与那覇金吉 
文法（前） 野原，林，仲間(博)，松本 与那覇義彦 
  宮国 文法（前） 金田，竹田 宮国キク 
    文法（中） 田窪，中島 松岡秀子 
19：30～ 保良 基礎語彙 a 白田，徳永，ペラール 砂川春美 
  
  
  基礎語彙 b 新田，平子，中澤 平良盟子 
  
アクセント 五十嵐，上野，松浦，青井 下地博盛 
文法（前） 狩俣，當山 砂川辰夫 
  文法（中） 下地，諸岡 平良恵雄 
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9 月 7 日 




文法（前） 狩俣，内海，デイビス 砂川ウメ 
文法（中） 金田，井上，竹田 砂川ハル 
  国仲 基礎語彙 a 新田，中澤 仲宗根玄信 
    基礎語彙 b 諸岡，徳永 仲宗根チヨ子 
    文法（後） 中島 吉浜ヨシ子 
  伊良部 基礎語彙 a ペラール，竹村 川満恵宏 
    基礎語彙 b 木部，仲間(博)，當山 下地方幸 平良玄輔 
  与那覇 基礎語彙 a 白田，小川 幸地昇良 
  アクセント 五十嵐，上野，青井，松浦 池村豊助 
  文法（前） 下地 与那覇重夫 
    文法（中） 林 垣花武一 
19：30～ 島尻 語彙 a 白田，ペラール 辺士名豊一 







語彙ａが 189 項目，基礎語彙ｂが 149 項目。調査方法は，調査者が共通語で尋ね，話者が
方言で回答するという翻訳式の質問法で，例えば，調査者が「○○は方言でどのようにい
いますか？」と質問し，話者が方言に直して答えるというものである。 





 文法は，動詞活用を中心とする項目からなり，「飛ぶ」「漕ぐ」などの 38 の動詞につい
て，断定（肯定），否定，過去，シテ中止，アリ中止などの形を尋ねる項目で構成されて
いる。項目数は全部で 190 項目。ただし，２時間の調査時間では，190 項目すべてを調査

















































池間 濱元照子さん（86 歳），勝連昭子さん（83 歳），仲原好子さん 
濱川マサ子さん（90 歳） 
狩俣 狩俣昌喜さん（88 歳），根間昌明さん（78 歳），花城ヒデさん（84 歳） 
上原正行さん（68 歳） 
大浦 下地ハツ子さん（87 歳），大里正行さん（80 歳） 
上地 上地 繁男さん（84 歳），仲原トミさん（89 歳），下地文さん（90 歳） 
上地清勝さん（79 歳） 
野原 久貝シゲさん（86 歳） 
砂川 砂川俊雄さん（83 歳），砂川渡さん（75 歳），宮里久男さん（84 歳） 
久貝 与那覇義彦さん（69 歳），与那覇金吉さん（84 歳） 
宮国 宮国キクさん，松岡秀子さん 
保良 下地良子さん（82 歳），砂川辰夫さん（55 歳），平良恵雄さん（77 歳） 
下地博盛さん（61 歳），平良盟子さん（79 歳） 
(新城)砂川春美さん（59 歳） 
西原 仲原君枝さん（63 歳） 
来間 砂川ハルさん（86 歳），砂川ウメさん（83 歳），川満キクさん（90 歳） 
玉城千代さん（81 歳） 
国仲 中曽根チヨ子さん（83 歳），吉浜ヨシ子さん（84 歳） 
 仲宗根玄信さん（86 歳） 
伊良部 川満恵宏さん（87 歳），下地方幸さん（69 歳），平良玄輔さん（81 歳） 
与那覇 垣花武一さん（76 歳），幸地昇良さん（75 歳），与那覇重夫さん（77 歳） 
池村豊助さん（75 歳）， 
























































近でも，中本 (2000), 仲原 (2002)，下地 (2003), かりまた (2005), Shimoji (2008, 2011)， 














                                               
1 宮古祖語の再建形については Pellard (2009)，琉球祖語の再建形については Thorpe (1983) 
を基にしている。 
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 本稿で用いる調査結果から得られる宮古諸方言の母音の種類は，/a, e, i, o, u, ɿ/ の 6 種
類である。これらは長短の区別をもつが，/e, o/ については母音連続から変化したもので
あり，借用語をのぞいて基本的に長母音のみである。また，本稿の対象方言にはないが，こ
れに加えて多良間方言には /ëː, üː/ が認められる（下地 2003 など）4。調査対象となって
いた方言のうちでは，/a, i, u, ɿ/ の 4 つの母音を持つもの，/a, i, o,  u, ɿ/ の５つのもの，
/a, e, i, o, u, ɿ/ のものがある。また，/ɿ/ は，中国語やバンツー諸語にみられるような 




/a/ 非円唇広母音[a]～[ɑ] < *a 
 宮古祖語の *a にあたる音で，各方言で [a]～[ɑ] で現れる5。 
 
 




3 音調については，五十嵐ほか (2012) などによって，これまで 2 型とされてきた池間方言が 3
型であることが示されるなどの研究の進展がある。 
4 さらに、大神方言には*ɿ を由来としつつも摩擦音を伴わない /ɯ/ も存在し，また母音体系も
他方言と異なり /ɑ, ɛ, i, u, ɯ/ となっている (Pellard 2009)。 








表 1 非円唇広母音 
 A-187 A-062 A-174 B-060 B-002 
 あそこ 蚊 砂 羽 歯 
上地 kama ɡaʥam m̩naɡu  paː 
与那覇 kʰama ɡaʣam nnaɡʊː   
久貝 kʰama ɡaʣam mˑnaɡu   
伊良部 kʰama ɡaʣam mnaɡu pani paː 
保良 kʰama ɡaᵈzam nnaɡʊː pʰani pʰaː 
国仲 kama kadam̩  m̩naɡu   
大浦 kʰama ɡaᵈzaŋ nnaɡu pani paː 
島尻 kama ɡadaŋ nnaɡu pʰaɲi pʰaː 
来間 kama ɡaʥam mːnaɡu   
池間 kama kaʥaŋ nnaɡu hani haː 
狩俣 kama ɡaᵈzaŋ nnaɡu pani pa 
砂川 kʰḁ ̟maː ɡaʣam̩  n̩naɡu   




 宮古祖語*i に対応する音で，各地で [i]~[ɪ] で現れる。狩俣では，*i が/ɿ/ に対応してい
る語がある。池間では，宮古祖語*ɿ が/ts/，/z/，/s/ の後を除き/i/と合流している（/ɿ/ 
の項目で後述）。また，伊良部においては，宮古祖語で *(C)ja にあたる音が ii に変化して
いる語がある。 
表 2 狭母音 
 A-170 A-059 A-129 B-093 A-110 
 海 女 風 箆 木 
上地 im̩  midum kaʥi  kiː 
与那覇 im midʊmʊ kʰadʑi  kiː 
久貝 im midum kʰaʥi  kiˑ 
伊良部 im midum kʰaʥi piɾa kʰiː 
保良 im midʊm kʰaᵈʑi pʰiɾa kʰiː 
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国仲 im̩  midum̩  kaʥi  kiˑ 
大浦 iŋ miduŋ kʰadʑi piɾa kʰiː 
島尻 iŋ miduŋ kʰaʥi piɾa kiː 
来間 im midumu kʰaʥi  kiː 
池間 iŋ miduŋ kʰadi hiɾa kiː 
狩俣 iŋ miduŋ kʰaʥi piɾa kiː 
砂川  midum̩  kaʥi  kiː ~ ki ̥ː  
野原    piɾa  
 
表 3  i の一部が ɿ に対応：狩俣 
 A-016 A-103 
 髭・毛 にんにく 
上地 pᶝɨɡi pʰil 
与那覇 pᶻɿɡi pʰiᶻɿ 
久貝 psɡi pʰiz 
伊良部 pˢɿɡi / fʋ̥ʦɿpˢɿɡi pʰiɿ 
保良 pˢɿɡi pʰiᶻɿ 
国仲 pʰɨɡi pʰiɭ 
大浦 pˢɿɡi ~ pɿɡi pʰiɿ 
島尻 bᶻɿɡi pʰiᶻɿ 
来間 psɡi piz 
池間 hiɡi hiː 
狩俣 bzɡɯ ~ bzɡï ~ bïɡï pˢïː 
砂川 psɡi ~ pˢɿɡ̥i piz ̩ ~ pi z̥ ̩ 
野原   
 
表 4  *(C)ja>ii：伊良部 
 A-165 A-189 B-029 
 昔 ない 一人 
上地 ŋ̩kjaːŋ   
与那覇 ŋkʲaːŋ  tɔʋkʲaː 
久貝 ŋkjaːŋ nʲaːŋ tḁfkeː 
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伊良部 mkiːŋ niːŋ taʋkiː 
保良 ŋkʲaːŋ nʲaːŋ taʋkʲaː 
国仲 ŋkjaːŋ  taᵛkʲaː 
大浦 ŋkʲaːŋ  tavkʲaː 
島尻 ŋkjaːŋ  tʰafkjaː 
来間 ŋkjaːŋ nʲaːŋ  
池間 ŋkʲaːŋ nʲaːŋ taukaː 
狩俣 ikjaːŋ nʲaːŋ taɸkʲaː 
砂川 ŋkjaːŋ  tavkʲaː 




 宮古祖語 *u に対応する音で，各地で[u]～[ʊ]で現れる。また，各地でこれに対応する音
が a で現れている語が散見されるが，規則的な対応ではない。 
表 5 円唇後舌狭母音 
 A-028 A-030 A-060 A-071 B-069 
 骨 心臓・肝 人 馬 穂 
上地 puni kçɨmu ~ kɨmu pɨ s̥u nuːma  
与那覇 puni kˢɿm̥u pˢɿ t̥ʰu nʊːma  
久貝 pʰuni kˢᶻïmu pstu nuːma  
伊良部 pʰuni ʦɿmu pstu nuːma puː 
保良 pʰʊni ~ pʊni kˢɿmʊ pstʊ nʊːma pʰuː 
国仲 puni ʦɨmu pʰɨ t̥u nu̞ːma  
大浦 pʰuni kˢɿmu pstu numa pʰuː 
島尻 pʰuni kˢɿmu ttu nuːma puː 
来間 pʰuni ʦïmu pstu nuːma  
池間 huni ʦïmu pʰi t̥u ~ çtu ~ çto nuːma huː 
狩俣 pʰuni kˢïmu pstu nuːma puː 
砂川 pu̥ni ~ pʰuni ksmu ~ kˢɿmu pstu̥ ~ pstu̥ ̟ nuːma̟ ̥  
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表 6  u : a の不規則的な対応の例 
 A-132 A-032 A-079 A-115 
 雲 膝 卵 福木 
上地 kumu ʦɨɡusɨ tunaka pu̞kukuɡi 
与那覇 fʊm ʦɿɡʊsɿ tʰʊnaka pʰʊ̥kʊɡiː 
久貝 fumu ʦïɡusï tunak̠ʰa pʰukaʣɡiː 
伊良部 fumu ʦɿɡusɿ (kʰuːɡa) kupuʦɿɡi 
保良 fʊmʊ ʦɿɡʊsɿ tʰʊnaka fʊ̥kʊkɿɡiː 
国仲 fumu ʦɨɡusɨ tunuka pu̥kuʦɨɡiˑ 
大浦 kʰumu suɡasɿ tʰunaka pʰukaɡi 
島尻 fuma tuɡusɿ ~ tuɡasɿ tʰunaʁa kʰu̥paɡᶻɿɡiː 
来間 fumu ʦïɡusï tʰunuka pukuʦïɡiː 
池間 m̥mu sïɡusï tunuka kuʦïɡi 
狩俣 fumu ʦïɡasï tunuɡa pʰu̥kaɡaɡiː 
砂川 ɸu̥mu ʦɡusɿ ~ ʦɿɡusɿ tu̥naka pu̥ku̥kukiː ~ pu̥kukuɡ̥ ̟i 
野原     
 
２．１．３ 半狭母音と二重母音 
 宮古諸方言における半狭母音は，主に母音の融合に由来している。/e/ については *ai や





 /e/ については，以下の二つの由来がある： 
● *ai : 一部の語彙に見られる 
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表 7   *ai 由来の /e/：与那覇，久貝，来間の一部の語彙 
（*ai > e の変化を受けていない語彙も参考にあげている） 
 A-131 A-146 A-157 A-004   
 地震 南 夜 額 も へ 
上地 nai pʰai     
与那覇 nai pai jʊnai  mai / meː ŋkai / ŋkeː 
久貝 nai pʰai junʲaːŋ / juneː ftai mai ŋkai 
伊良部 nai pʰai juᶻɿnaᶻɿ fʋ̥tai mai  
保良 nai pʰai jʊnai fʊ̥tai mai ŋ̩kai 
国仲 naɪ paɪbaɾa ju̞nai fu̥taɪ mai ɴkai 
大浦 nai pʰai  fu̥tai ~ ftai   
島尻 nai pʰai     
来間 nai pʰai juneː fte ̞ˑ meː ŋkeː 
池間 nai haibaɾa  ftai mai ŋkai 
狩俣 naɯ pʰai  ftai mai ŋɡai 
砂川 nai pʰai junai  mai ŋkai 
野原      ŋkai 
 
表 8 *Cja 由来の /e/：久貝の一部の語彙のみ 
 A-165 A-189 B-029  
 昔 ない 一人 -i+は 
上地 ŋ̩kjaːŋ    
与那覇 ŋkʲaːŋ  tɔʋkʲaː jaː 
久貝 ŋkjaːŋ nʲaːŋ tḁfkeː eː 
伊良部 mkiːŋ niːŋ taʋkiː  
保良 ŋkʲaːŋ nʲaːŋ taʋkʲaː jaː 
国仲 ŋkjaːŋ  taᵛkʲaː jaː 
大浦 ŋkʲaːŋ  tavkʲaː  
島尻 ŋkjaːŋ  tʰafkjaː  
来間 ŋkjaːŋ nʲaːŋ  jaː 
池間 ŋkʲaːŋ nʲaːŋ taukaː (j)aː 
狩俣 ikjaːŋ nʲaːŋ taɸkʲaː jaː 
砂川 ŋkjaːŋ  tavkʲaː jaː 
野原   taʋkjaː  
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/o/ 円唇後舌半狭母音[o] 
 /o/ には以下の二つの由来がある： 
● *au : 特に-a で終わる単語の対格形に多く見られる 
● *ua : -u で終わる単語の主題形のみに見られると考えられる 
 
*au 由来のものについては安定して /o/ で現れる方言が多いが，他の例と同じように語彙
によって異なる方言もある（保良，来間）。なお，下記の例には /u/ [ʊ] の誤記例もある。 
表 9  *au 由来の /o/：上地，与那覇，久貝，保良，大浦，来間，狩俣 
*ua 由来の /o/：久貝，国仲，来間，狩俣，砂川 
 A-027 A-093 A-130 A-136 A-183   
 痒い 食べる 竜巻 青い 門 -a + を -u + は 
上地  foː amainoŭ oː ʤoˑ   
与那覇  foː amainoː oːnʊ ʣoː oː aː 
久貝 kʰoːmunu foː ama.inoː oː ʣoː oː oː 
伊良部 kʰoːmunu foː amainoː oː ʣoːvʦɿ   
保良 kʰaʊkaʊ faʊ amainoː aʊaʊ ʣoː（保良）/ 
ʣaʊ（新城） au aː 
国仲 kau̯munu fau amaɪnaʊ aŭ dau̯ ao uː / oː 
大浦  foː amainoː oːoː ʣoːfuʦɿ   
島尻  fau amainoː aukaŋ dau   
来間 koʔokoː  ama.inoː au ʥoː aː / oː / au oː / ua 
池間 kaumunu  amaunau aumunu ʣau au uː 
狩俣 koːɡaŋ  inoː oː ʣoː au / oː oː 
砂川  fau ~ faʊ amainau au ~ aʊ ʣau au oː 
野原        
２．１．４ 特殊母音 /ɿ/ 
 宮古祖語 *ɿ に対応する音で，前より中舌狭母音[ɨ]～非円唇後舌狭母音[ɯ]の音色に加え，
歯茎の摩擦噪音をもつ，いわゆる fricative vowel （摩擦母音）に類する母音である6･7。頭
                                               
6 *ɿ に対応する音価については，長年その調音特徴を元にこれがどんな母音であるかという議論
が続いていた（詳細はかりまた 1986 を参照）。ネフスキーによる宮古調査以来，中舌母音と
するのが主流であったが，崎山(1963, 1965) や上村 (1997) かりまた (1996, 2005) などでは，
これが調音音声学的に舌先（尖）母音であると主張している。近年，一部の方言については，
















/p, b, k, g, ts, s, z, f, m/ である。池間では特に少なく，/ts/，/s/，/z/の後ろ以外では/i/
に変化している。その他特筆すべきこととして，/m/などの後ろでは[iɿ]のような二重母音
に変化している方言が多いこともあげられる。 






表 10 特殊母音 
 A-016 A-025 A-100 A-087 A-081 A-033 B-062 
 髭・毛 血 椀 (ウニなどの)肉・身 魚 脚 蝿 
上地 pᶝɨɡi aχḁʦɨ ~ 
akḁʦɨ makᵡal mɨː ᶤzzu paɡɨ  
与那覇 pᶻɿɡi akʰḁʦɿ makʰaᶻɿ mᶻɿː zzu ~ 
ɿzu pʰaɡᶻɿ  
久貝 psɡi akaʦï makʰazï kaʣaᵗsanumiz zzu pʰaʣï  
伊良部 pˢɿɡi axḁʦɿ ~ ahaʦɿ 
maxaɿ ~ 
mahaɿ miɿ ᶻɿzu pʰaʣɿ paz ̯ 






                                                                                                                                                   
験により確認されている。これは，他言語での fricative vowel が母音的要素と子音的要素の二
重調音的性格を持っているという報告とも並行するものである。 
7 脚注 4 でも述べたように，大神方言には摩擦噪音なしの /ɯ/ が存在し（*ɿ 由来），無声子音
を頭子音にとっても無声化しない。（例：大神「字」[kɯː]）(Pellard 2009) 
8 かりまた 2005 では，頭子音となる s や z の異音とする解釈の可能性も考察されている。 
9 本稿ではこれを母音としているが，音韻記号として/ï/ でなく /ɿ/ を用いる理由として，この
音素の大きな特徴である摩擦性を含意して用いられているということがあげられる。 
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国仲 pʰɨɡi akᵡḁʦɨ makaɭ ʦɨmu(ウニ) (ᶤ)zzuː pazɨ  
大浦 pˢɿɡi ~ pɿɡi haːʦɿ makaɿ miɿ ɿzu 
pʰaɡɿ ~ 
pʰaɡᶻɿ paᶻɿ 
島尻 bᶻɿɡi aχaʦɿ maχaɿ ~ 





来間 psɡi A: akaʦï  / B: aᵏxaʦï 
A: makaɭ / 
B: makaz mïː zzu̟ pʰaʣï  
池間 hiɡi akaʦï makai miː zzu ~ 





haːʦï maːɯ mïː ïzu pʰaɡɯ pai / paɯ 
砂川 psɡi ~ 
pˢɿ ɡ̥i akḁʦɿ makaz ̩ mz̩ː zzu paɡz ̩  








母音が摩擦音・破擦音を頭子音に持った場合である。例えば，「牛」[usɨ] の s は母音を伴
























語末音の性質により以下のように異なった形で現れる。表 11 は，狩俣の例である。 
表 11 狩俣方言における語末の音節の種類と主題形，対格形11 
（-- 部分は未調査） 
語末の音節の種類  主題形（～は） 対格形（～を） 
C 
海 im imma immu 
犬 in inna innu 
蛇 pav pavva pavvu 
(C)V[+摩擦音] 
牛 usɿ ussa ussu 
妻 tuzɿ12 tuttsa tuttsu 
道 ntsɿ nttsa nttsu 
豆腐 toofu tooffa tooffu 
-pɿ -- -- 
紙 kabɿ kabzza kabzzu 
月 tsɿkɿ13 tsɿkssa tsɿkssu 
脚 paɡɿ paɡzza paɡzzu 
米 maɿ mazza mazzu 
CV 
傘 sana sanaa sanau 
酒 saki sakjaa sakjuu 
蛸 taku takoo takuu 
(C)VV 
木 kii kiija kiiju 
声 kui kuija kuiju 
字 zɿɿ zɿɿja zɿɿju 
屁 pɿɿ -- -- 
CC 芋 mm mmma mmmu 
 
 表 11 で問題とするのは、語末が C もしくは(C)V[+摩擦音]（ɿ もしくは摩擦化した u）
で終る場合に、子音重複がみられることである。ここでは、共時的解釈について検討する前
に，まずこのような形が歴史的にどのように発生したかを簡単に見ておきたい。 
                                               
11 表 11 のデータは，国語研の調査からのものに，著者個人の持つデータを補ったものである。
表記は著者により変えている。 
12 重子音となれる音の制限のために，無声であらわれていると考えられる。 
13 国語研調査では tskssu の形でているが，この形も存在する。 
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 かりまた (1996, 2007) などでも述べられているように，宮古諸方言においては，特殊母
音 ɿ に後続する半母音 w, j や流音 ɾ が摩擦音 s, z になるという歴史変化が起っている14。
(1) は，かりまた (2007) からの例を表記をかえて用いたものである。 
 
(1)    「月」tsɿkssu < *tsɿkɿju （「つくよ（月夜）」に由来） 
「魚」zzu  < *ɿwu （「いを」に由来） 
「白」ssu  < *sɿɾu（「しろ」に由来） 
 
主題標識，対格標識の宮古祖語における形式はそれぞれ *ja, *ju と考えられ，これらが *ɿ 
でおわる語に接続した場合においても，これと同様の変化が起っている。 
 
(2)    「髪を」kabɿ + ju > kabɿ=zu [kabzzu] （表 11 より） 
 
表 11 にあるように，子音終わりの語においてもその子音が接続した j を同化するという変
化が起っている（「海」im の対格形：im=mu）。ここでは変化のプロセスについて詳細
な議論は行わないが，同様に ɿ 終わりの語においても，この母音の持つ子音的要素が後続す
る j を同化したという現象だと捉えることができるだろう15。 
 ただし，表 11 で語末が (C)V[+摩擦音] としたもののうち，sɿ，zɿ，tsɿ，fu16 について
は，大きく分けて 2 種類の解釈がある。それは，これらを bɿ, (pɿ)，kɿ，gɿ, mɿ 終わりの語
と同様に音節核となる ɿ（f の場合は摩擦化した u）をもつとし，母音が j を摩擦音にする
規則を想定するか17，母音が脱落し成節子音となった s，z，ts，f が，m，n，v と同様に直
接 j を同化したとみるかである。 
                                               
14 このように摩擦母音が後続する子音に影響を与えることは，バンツー諸語の一部にも見られ
るものである (Ladefoged and Maddieson 1996)。 
15 かりまた (1996, 2007)では空気力学的観点からこの変化の原因を考察しているほか，青井 
(2012) では，この変化のプロセスについて，自律分節音韻論的分析 (autosegmental 
phonology) により，/ɿ/ の舌先性が拡張することによって半母音や流音が摩擦化したと説明し
ている。 
16 fu は琉球祖語の *ku, *pu に由来している。これを f と捉えるかりまた (2007) によれば，
「*u から変化した v が先行子音 *p，*k を調音位置（唇歯），調音方法（摩擦音）に変化を生
じさせ，逆に，*p，*k は，後続の v を無声化させるという相互同化によって，f に融合したと
かんがえる (p.44)」としている。しかし，u の異音として v を残し /fu/ [fv] と解釈すること
も可能であり，その場合は特殊母音 ɿ と同様に摩擦母音として，その唇歯での摩擦により j が
同化したとできる。 
また，fu（あるいは f）が後続する子音を同化して生じた重子音を持つ語例は，他にも多くあ
る。           
 例） 「黒」ffu < furu（「黒」に由来） 
 「枕」maffa < mafura （「枕」に由来） 
17 C*ɿ (C: 破擦音)に *ju が後続する場合はさらに同化が起り，例えば*tsɿ に *ju が接続した場
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 これはそのまま共時的な分析の問題にも繋がっている18。表 11 の主題形，対格形におい
て子音が重複してあらわれる，語末 C および語末(C)V[+摩擦音] の語については，自身と
は別に音節核 (ɿ) を必要とする p, b, k, g, m のグループ (グループ A とする)と，単独の成




この s，z，ts，f を成節子音と同じグループにいれるということが，冒頭で述べた「牛」us  ̩
の 2 音節目には母音がないとする態度をとることである。大まかに言えば，表 11 の音韻現
象をできるだけ統一的に解釈するための方法は，以下の 2 通りである20。 
 
1. s，z，ts，f は グループ A の子音と同様，音節核（ɿ など）を自身以外にもつ（成節
子音として認めない） 












理由はなく，「下」sta の s は母音を伴わない音節とみなせる。鼻音や接近音に加え s, f も
成節子音となれるのだが，流音 ɾ は頭子音のみで，音節核としては機能しない。これは，
流音は類型論的に摩擦音よりも成節的になりやすいとする理論 (Zec 2007) の例外となるも
のだが，このことはこの方言の音節を支える主たる性質が「聞こえ度の高さ」よりも「持続
                                               
18 以下特に明言はしていないが、共時的な分析においては必ずしも対格標識を祖形と同じ ju に
する必要はなく u とできると考えられるが、方言によって異なる可能性もある。 
19 国仲などでは，これにさらに /ɾ/ [ɭ] が音節主音として加わる。 
20 表 11 の現象は歴史的変化であり，共時的には単に名詞のパラダイムとして捉えればよいとす
る考え方もある。これは，共時的な説明項とみなさないということだが，文法に対する態度に
よっては十分ありうる解釈である。この場合，この形態音韻論上の現象は考慮せずに音素体
系・配列や音節構造の整合性と音声事実に従って /ɿ/ 相当音の解釈を行うことになる。 
21 有声・無声の対立および破擦音などは持たない。 
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グループ A（p, b, k, g, m）と異なっていることを示すデータが，長浜方言を扱った
Shimoji (2008) にも見られる。 
 
(3) a. 長浜「巣」sïï24 対格形 sïï=u （本稿での解釈・表記の sɿɿ に対応） 
 b. 長浜「日」pžž 主題形 pžž=ža （本稿での解釈・表記の pɿɿ に対応） 
         （Shimoji 2008 より） 
 
このように，(3ab) は従来両者とも特殊母音の長音を持つと解釈されていた語だが，主題形
にすると違いが生じてしまう。これは，グループ A の子音と s, z, ts, f を均質には扱えない
ことを示唆するものではあるが，(3a) のような振る舞いは，長音化が可能であるグループ





以上，宮古の名詞形態論を通して，「牛」us  ̩の 2 音節目に母音がないとする解釈が生じ
る形態音韻論上の理由について簡単に述べた。これらの問題は各方言ごとに検討されるべき
ものであり，例えば池間方言のようにグループ A の p, b, k, g, m の全てが頭子音として特
殊母音と組み合わさるこがない方言では，事情が大分異なる。 
また，ここで見てきたように，宮古祖語では子音もしくは摩擦化した狭母音が後続する半




(4)     「虱」ssam < sɿɾam (<日琉祖語 sirami) 
           「作る」語幹：tsɿf-   「作らない」tsɿf-fan (<日琉祖語 tsukur-) 
 
                                               
22 音節核になる音とならない音の違いは持続可能な音か瞬間的な音かの違いであると考えられ，
これは Jakobson, Fant & Halle (1952) にみられる continuant/interrupted という素性に近い。 
23  1 節で述べた「（少なくとも音声上の）音節の中核を子音的要素が占めることが多い」のも、
この性質と関係したものといえる可能性がある。 
24 Shimoji (2008) においても s，z，ts，f 相当の音は基底で成節子音として扱われており，こ
の ï は挿入母音となってる。 
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● ４母音体系：/a, i, u, ɿ/ 
池間 
● ５母音体系：/a, i, u, o, ɿ/ 
島尻，伊良部，砂川，保良，野原 






 本稿で用いる調査結果から得られる宮古諸方言の子音の種類は，/p, b, t, d, k, g, ts, s, z, 







                                               
25分析によっては，これらに加え，無声摩擦音の /s, f/，さらに破擦音の /ts, z/ も成節子音と
する場合がある。詳細は 2.1.4 節を参照。 
26脚注 21 にもあるように，大神方言のみ，有声無声の対立をもたない。 
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 宮古祖語 *p に対応する音で，一部の方言では以下のような変化がみられる。 
 池間：p>h/ [h~ç~ɸ] 
 狩俣，島尻，大浦：p>b/#__ɿC[+voiced]（ただし一部の語彙のみ） 
表 12 無声両唇破裂音 
 A-146 A-139 A-016 A-148 A-033 B-002 B-007 
 南 光 髭・毛 左 脚 歯 面 
上地 pʰai pçkal pᶝɨɡi pɨdal ~ pɨda paɡɨ paː  
与那覇 pai pˢɿ k̥aᶻɿ pᶻɿɡi pˢɿ d̥aᶻɿ pʰaɡᶻɿ   
久貝 pʰai pskaz psɡi pzdaz pʰaʣï   
伊良部 pʰai pˢkaɿ pˢɿɡi pʰidiɿ pʰaʣɿ paː mipana ~ miɸana 
保良 pʰai pskaɿ pˢɿɡi pˢɿdaɿ ~ 
pˢɿdaᶻɿ 
pʰaᵈzɿ ~ 
pʰaɡᶻɿ pʰaː mipʰana 
国仲 paɪbaɾa pɨ k̥aɭ pʰɨɡi pˢɨdaɭ pazɨ   
大浦 pʰai pskaɿ pˢɿɡi ~ pɿɡi bᶻɿdaɿ 
pʰaɡɿ ~ 
pʰaɡᶻɿ paː nipana 
島尻 pʰai pskaᶻɿ bᶻɿɡi bᶻɿdaᶻɿ pʰaɡɿ ~ 
pʰaɡᶻɿ pʰaː mipana 
来間 pʰai pskaɭ psɡi A: pʰïdaɭ / B: psdaz pʰaʣï   
池間 haibaɾa çi k̥ai hiɡi çidai haʣï haː mihana 





bzdaɯ pʰaɡɯ pa mipana 
砂川 pʰai psk̩az ̥ ̟ psɡi ~ pˢɿ ɡ̥i 
psd̩az ̩ ~ 
psd̩aɿ paɡz ̩   




 宮古祖語 *b に対応する音で，各地で安定して /b/ で現れる。  
表 13 有声両唇破裂音 
 A-007 A-051 A-055 A-091 A-156 A-029 
 唇 夫 子供(未成年) 砂糖黍 夕方 お腹 
上地 sɨba Bikidum~bikiʣum jaɾabi buːɡɨ jusaɾabi  
与那覇 sᶻɿba bʊtʰʊ  buːɡᶻɿ   
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久貝 sïba butʰu jaɾabi[新] buːɡᶻï jusaɾabi batʰa 
伊良部 sɿba butu jaɾabi buːʣɿ jusaɾabi bata 
保良 sɿba b̥ʊtʰʊ jaɾabi bʊ:ɡᶻɿ ~ bʊːʣɿ jʊsaɾabi b̥ata 
国仲 sɨbaɣa bu̞tu jaɾabi bu̞ːʣɨ  bata 
大浦 NR butu jaɾabi buːɡɿ ~ buːɡᶻɿ   
島尻 ᶻɿba butu  buːɡɿ ~ buːɡᶻɿ   
来間 sïba bikidumu jaɾabi buːʣï jusaɾabi bata 
池間 fu̥ʦï butu jaɾabi buːʣï jusaɾabi bata 
狩俣 sïba budu jaɾabi buːɡï  ̠ jusaɾabi bada 
砂川 sb̥ ̟a~ spa butʰu jaɾabi buːɡz ̩   




 宮古祖語 *t に対応する音で，一部の方言で以下の変化が見られる。 
 島尻・国仲：t > tɕ / __i 
 狩俣：t > d / C[+voiced]V__ 
表 14 無声歯茎破裂音 
 A-077 A-154 A-177 A-018 B-029 
 鳥 朝 土 力 一人 
上地 tou sɨtu̞muti m̩ta ~ m̩tḁ taja  
与那覇 tʊᶻɿ sɿtʰʊmʊti mtʰa tʰaja tɔʋkʲaː 
久貝 tʰuz s t̩umuti m̩ta tʰaja tḁfkeː 
伊良部 tʰuᶻɿ ~ tʰuɿ stumuti mta tʰaja taʋkiː 
保良 tʰʊɿ sˑtʊmʊti mta tʰaja taʋkʲaː 
国仲 tu̞ɭ sɨ t̥u̞muʨi n̩ta taja taᵛkʲaː 
大浦 tʰuɿ stumuti nta tʰaja tavkʲaː 
島尻 tʰuᶻɿ stumaʨi nta tʰaja tʰafkjaː 
来間 tʰuz stumuti mta taja  
池間 tui çi t̥umuti nta ~ mta taja taukaː 
狩俣 tuɯ stumuti nta taja taɸkʲaː 
砂川 tuz ̩ stumuti  ̥ ~ stumuti m̩ta taja tavkʲaː 
野原     taʋkjaː 
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表 15 狩俣：t > d / C[+voiced]V__の例 
 A-029 A-051 
 お腹 夫 
上地  bikidum ~ bikiʣum 
与那覇  bʊtʰʊ 
久貝 batʰa butʰu / bikiɾʲa[古] 
伊良部 bata butu 
保良 b̥ata b̥ʊtʰʊ 
国仲 bata bu̞tu 
大浦  butu 
島尻  butu 
来間 bata bikidumu 
池間 bata butu 
狩俣 bada budu 
砂川  butʰu 




 宮古祖語 *d に対応する。島尻で，d > dʑ / __i という変化がみられる。 
表 16 有声歯茎破裂音 
 A-005 A-037 A-059 A-111 A-182 A-017 
 涙 体 女 枝 戸 腕 
上地   midum ~ miᵈðum juda  udi 
与那覇   midʊmʊ jʊda  kʰaina 
久貝 nada / miːnada duː midum juda jadu 
udi /  
kʰaina（肩の痛み） 
伊良部 nada upʰuduː midum ida jadu kʰaina 
保良 nada dʊː midʊm jʊda jadʊ ʊdi 
国仲 nada du̞ː midum̩  juda  udi 
大浦 nada  miduŋ ida  udi 
島尻   miduŋ juda  uʥi 
来間 nada duː midumu ida jadu ude 
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池間 nada duː miduŋ juda jadu tiː / 手首 kaina 
狩俣 nada duː miduŋ ida jadu kaina 
砂川   midum̩  juda  kaina 




 宮古祖語 *k に対応する音で，各地でさまざまに変化している。 
 狩俣: k > ɡ / C[+voiced]V__27 
 伊良部・国仲・来間・池間：k > ts / __ ɿ 
 k の弱化： 
伊良部：k > h ~ x / a__a 
島尻：k > χ / a__a 
大浦：#aka > #haː 
狩俣：#aka > #haː, Caka > Caː 
表 17 無声軟口蓋破裂音 
 A-126 A-129 A-139 A-164 A-110 
 灰 風 光 去年 木 
上地 kaɾapʰaʎ ~ kaɾapʰaᶻ kaʥi pçkal kuʤu kiː 
与那覇 kʰaɾapaᶻɿ kʰadʑi pˢɿ k̥aᶻɿ kʰʊʣʊ kiː 
久貝 kʰaɾapʰaz kʰaʥi pskaz kuʣu kiˑ 
伊良部 kʰaɾa paɿ kʰaʥi pˢkaɿ kʰudu kʰiː 
保良 kʰaɾapaɿ ~ kʰaɾapaᶻɿ kʰaᵈʑi pskaɿ kʰʊʣʊ kʰiː 
国仲 kaɾapaɭ kaʥi pɨ k̥aɭ ku̞du̞ kiˑ 
大浦 kʰaɾapaɿ kʰadʑi pskaɿ kʰuᵈzu kʰiː 
島尻 kaɾapaᶻɿ kʰaʥi pskaᶻɿ kʰudu kiː 
来間 A: kaɾabaɭ / B: kaɾabaz kʰaʥi pskaɭ kʰuʥu kiː 
池間 kaɾahai kʰadi çi k̥ai kuʥu kiː 
狩俣 kaɾapaɯ kʰaʥi pskaɯ kuʣu kiː 
砂川 kaɾapaz ̩ kaʥi psk̩az ̥ ̟ ku̥ᵈz ̥ ̟u kiː ~ ki ̥ː  
野原      
                                               
27 表 18 にある、島尻「卵」tʰunaʁa も、島尻で k > χ / a__a の変化が起る以前に、この変化
を受けていたと考えられる。 
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表 18 狩俣：k > ɡ / C[+voiced]V__ の例 
 A-072 A-079 
 雄山羊 卵 
上地  tunaka 
与那覇  tʰʊnaka 
久貝 bikipʰinʣa tunak̠ʰa 
伊良部 bikipinʣa kʰuːɡa 
保良 b̥ikipinʣa tʰʊnaka 
国仲 bikipinda tunuka 
大浦  tʰunaka 
島尻  tʰunaʁa 
来間 bikipʰinʥa tʰunuka 
池間 bikihinʥa tunuka 
狩俣 biɡipinʣa tunuɡa 
砂川  tu̥naka 
野原   
 
表 19 伊良部・国仲・来間・池間：k > ts / __ ɿ の例 
 A-121 A-163 A-030 A-142 
 着物 昨日 心臓・肝 月（天体・暦） 
上地 kɨŋ kˢɨnu kçɨmu ~ kɨmu ʦɨ k̥ɨjuˑ 
与那覇 kˢɿŋ kˢɿ n̥ʊ kˢɿm̥u ʦɿkˢɿ / ʦɿkˢɿnʊjʊː 
久貝 kˢïŋ ksïnu kˢᶻïmu ʦkssu 
伊良部 tˢɿŋ ʦɿnuː ʦɿmu ʦʦu ~ ʦtʦu(?) 
保良 kˢɿŋ kˢɿnʊː kˢɿmʊ ʦkɿ 
国仲 ʦɨŋ ʦɨnu̞ ʦɨmu ʦɨ t̥tu̞ 
大浦 kˢɿŋ kˢɿnu kˢɿmu ʦkɿ 
島尻 kˢɿŋ kˢɿnu kˢɿmu ʦkɿ ~ ʦkˢɿ 
来間 ʦïŋ ʦïno ʦïmu A: ʦïʦï / B: ʦïʦïnujuː 
池間 ʦïŋ Nnu ʦïmu ʦïʦï 
狩俣 kˢïŋ ksn̥ ̟u kˢïmu ʦkssu 
砂川 ks n̩ ks n̩uː ksmu ~ kˢɿmu ʦks  ̩
野原     
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表 20 k の弱化の例 
伊良部：k > h ~ x / a__a 
島尻：k > χ / a__a 
大浦：#aka > #haː 
狩俣：#aka > #haː, Caka > Caː 
 A-100 A-025 A-186 A-066 A-178 
 椀 血 墓 蟻 庭 
上地 makᵡal aχḁʦɨ ~ 
akḁʦɨ pḁka akᵡɑːɭ  
与那覇 makʰaᶻɿ akʰḁʦɿ pʰaka akaːᶻɿ  
久貝 makʰazï akaʦï pʰḁka ak̠aːz ̩ minaka 
伊良部 maxaɿ ~ mahaɿ 
axḁʦɿ ~ 
ahaʦɿ pʰaː ~ pʰa̰ː ahaː minaha 
保良 makaᶻɿ akʰḁʦɿ pʰḁka aᶻɿɡaɾa（保良）/ 
akʰaː（新城） minaka 
国仲 makaɭ akᵡḁʦɨ pḁka akaː  
大浦 makaɿ haːʦɿ pʰaka haːɿ ~ xaːɿ  
島尻 maχaɿ ~ 
maχaᶻɿ aχaʦɿ pḁχa aχaᶻɿ  
来間 A: makaɭ  / B: makaz 
A: akaʦï /  
B: aᵏxaʦï pḁka 
A: akaɭ /  
B: akaz minaka 
池間 makai akaʦï haka Akai minaka 
狩俣 maːɯ haːʦï pḁka haːɯ aːɾa / minaː 
砂川 makaz ̩ akḁʦɿ pḁka az ̩ɡaɾa  




 宮古祖語 *g に対応する音で，各地でさまざまに変化している。 
● 伊良部・国仲・来間・池間：ɡ > dz / __ ɿ 
● 島尻：ɡ > ʁ / a__a 




トマ ぺラール・林 由華「宮古諸方言の音韻─体系と比較─」 
表 21 有声軟口蓋破裂音 
 A-016 A-140 A-174 A-032 A-062 
 髭・毛 蔭 砂 膝 蚊 
上地 pᶝɨɡi kaɡi  ̙ m̩naɡu ʦɨɡusɨ ɡaʥam 
与那覇 pᶻɿɡi kʰaɡi nnaɡʊː ʦɿɡʊsɿ ɡaʣam 
久貝 psɡi kʰaɡi mˑnaɡu ʦïɡusï ɡaʣam 
伊良部 pˢɿɡi /fʋ̥ʦɿpˢɿɡi kʰaːɡi mnaɡu ʦɿɡusɿ ɡaʣam 
保良 pˢɿɡi kʰaɡ nnaɡʊː ʦɿɡʊsɿ ɡaᵈzam 
国仲 pʰɨɡi kaːɡi m̩naɡu ʦɨɡusɨ kadam̩  
大浦 pˢɿɡi ~ pɿɡi kʰaɡ nnaɡu suɡasɿ ɡaᵈzaŋ 
島尻 bᶻɿɡi kʰaɡi nnaɡu tuɡusɿ ~ tuɡasɿ ɡadaŋ 
来間 psɡ kaɡi mːnaɡu ʦïɡusï ɡaʥam 
池間 hiɡi kaɡi nnaɡu sïɡusï kaʥaŋ 
狩俣 bzɡɯ ~ bzɡï ~ bïɡï kaɡ nnaɡu ʦïɡasï ɡaᵈzaŋ 
砂川 psɡ ~ pˢɿɡ̥i kḁɡi ~ kaɡ n̩naɡu ʦɡusɿ ~ ʦɿɡusɿ ɡaʣam̩  
野原      
 
表 22 その他 *g の変化の例 
伊良部・国仲・来間・池間：ɡ > dz / __ ɿ 
島尻：ɡ > ʁ / a__a 
伊良部：ɡ > ʕ / a__a  
 A-033 A-091 A-124 A-143 
 脚 砂糖黍 鏡 東 
上地 paɡɨ buːɡɨ kaɡam̩  aɣal 
与那覇 pʰaɡᶻɿ buːɡᶻɿ kʰaɡam aɡaᶻɿ 
久貝 pʰaʣï buːɡᶻï kʰaɡam aɡ̄az 
伊良部 pʰaʣɿ buːʣɿ kʰaʕam aʕaɿ 
保良 pʰaᵈzɿ ~ pʰaɡᶻɿ bʊːɡᶻɿ ~ bʊːʣɿ kʰaɡam aɡaɿ 
国仲 pazɨ bu̞ːʣɨ kaɡam̩  aɡaɭ 
大浦 pʰaɡɿ ~ pʰaɡᶻɿ buːɡɿ ~ buːɡᶻɿ kʰaɡaŋ (aɡaɿ ~) aːɿ 
島尻 pʰaɡɿ ~ pʰaɡᶻɿ buːɡɿ ~ buːɡᶻɿ kʰaʁaŋ aʁaɿ 
来間 pʰaʣï buːʣï kaɡam A: aɡaɭ / B: aɡaz 
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池間 haʣï buːʣï kaɡaŋ aɡai 
狩俣 pʰaɡɯ buːɡï  ̠ kʰaɡaŋ aːɯ 
砂川 paɡz ̩ buːɡz ̩ kaɡam̩  aɡaz ̩ 




 宮古祖語 *ts に対応する音で，ほとんどが/ɿ/ の前に現れる例である。他の母音の前では，
方言によって /t/ で現れる語彙もある（島尻「明日」ata など）。 
 また，伊良部・国仲・保良・池間では，宮古祖語 *kɿ が /ʦɿ/ に変化している。 
表 23 無声歯茎破擦音 
 A-031 A-025 A-142 A-160 A-101 
 乳 血 月（天体・暦） 明日 茶碗 
上地 ʦɨ aχḁʦɨ ~ akḁʦɨ ʦɨ k̥ɨjuˑ aɕa / aʨ  
与那覇 ʦɿː akʰḁʦɿ ʦɿkˢɿ / ʦɿkˢɿnʊjʊː aʦa  
久貝 ʦïˑ akaʦï ʦkssu atʦa ʨʰabaŋ 
伊良部 ʦɿː axḁʦɿ ~ ahaʦɿ ʦʦu ~ ʦtʦu(?) aʦa ʨabaŋ 
保良 ʦsɿ akʰḁʦɿ ʦkɿ aʦa ʨabaŋ 
国仲 ʦɨ akᵡḁʦɨ ʦɨ t̥tu̞ ata  
大浦 ʦɿ haːʦɿ ʦkɿ aʦa  
島尻 ʦsɿ aχaʦɿ ʦkɿ ~ ʦkˢɿ ata  
来間 A: ʦï /  B: ʦsï 
A: akaʦï /  
B: aᵏxaʦï 
A: ʦïʦï /  
B: ʦïʦïnujuː aʨa ʨabaŋ 
池間 ʦïː akaʦï ʦïʦï aʨa ʨabaŋ 
狩俣 tzïː haːʦï ʦkssu aʦa ʨabaŋ 
砂川 ʦɿː akḁʦɿ ʦks  ̩ aʦḁ ̟  
野原      
 
表 24 伊良部・国仲・保良・池間：tsɿ < *kɿ 
 A-030 A-121 A-009 
 心臓・肝 着物 息 
上地 kçɨmu ~ kɨmu kɨŋ  
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与那覇 kˢɿm̥u kˢɿŋ  
久貝 kˢᶻïmu kˢïŋ ikˢï 
伊良部 肝 ʦɿmu tˢɿŋ iʦɿ 
保良 kˢɿmʊ kˢɿŋ ikˢɿ 
国仲 ʦɨmu ʦɨŋ iʦɨ 
大浦 kˢɿmu kˢɿŋ ikɿ 
島尻 kˢɿmu kˢɿŋ  
来間 ʦïmu ʦïŋ A: iᵗsï / B: iʦï 
池間 ʦïmu ʦïŋ iki 
狩俣 kˢïmu kˢïŋ ikɯ 
砂川 ksmu ~ kˢɿmu ks n̩  





[ɕ]無声歯茎硬口蓋摩擦音/ __ i 
 宮古祖語 *s に対応する音で，i の前では調音点が口蓋寄りになる。 
 大浦などでは，以下のように変化している。 
● 大浦・島尻：*sɿ > ɿ \ __ C[+voiced] 
● 与那覇・保良・大浦：*s > ts / N __ 
また，大浦や島尻などで，*fusV に由来する ssV がある。 
表 25 無声歯茎～歯茎硬口蓋摩擦音 
 A-156 A-173 A-032 A-113 A-098 A-007 A-008 
 夕方 珊瑚礁 膝 草 味噌 唇 舌 
上地 jusaɾabi pɕi  ̥~ pɕi ʦɨɡusɨ fu̥sa m̩su sɨba sɨda 
与那覇  ɕiː / pʰi ɕ̥i ʦɿɡʊsɿ fsa mʦʊ sᶻɿba sᶻɿda 
久貝 jusaɾabi pɕɕi ʦïɡusï fsa msu sïba sïda 
伊良部 jusaɾabi pɕɕi ʦɿɡusɿ fu̥sa msu sɿba sta 
保良 jʊsaɾabi pɕɕi ~ pi ɕ̥i ʦɿɡʊsɿ fʊ̥sa mʦʊ sɿba sɿda 
国仲  pi ɕ̥i ʦɨɡusɨ f s̩a n̩su̞ sɨbaɣa sɨ t̥a/sta 
大浦  pɕɕi suɡasɿ ssa nʦu NR ɿda~ᶻɿda 
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島尻  pi ɕ̥i tuɡusɿ ~ tuɡasɿ ssa nsu ᶻɿba ᶻɿda 
来間 jusaɾabi pɕi ʦïɡusï fsa A: mːsu / B: mːso sïba sïda 
池間 jusaɾabi pi ɕ̥i sïɡusï fu̥sa 
(=[fʷsa]) nsu fu̥ʦï ɕta 
狩俣 jusaɾabi pɕɕi ʦïɡasï fu̥sa nsu sïba sta 
砂川  pi ɕ̥i ʦɡusɿ~ 
ʦɿɡusɿ f s̩a 
m̩su ~ 
m̩su̥ 
sb̥ ̟a ~ spa 
sɿda~s ɿ̥da 
/ sd̩a 





[ʑ]～[dʑ]有声歯茎硬口蓋摩擦・破擦音 / __ i 
 宮古祖語 *z に対応する音で，i の前では調音点が口蓋寄りになる。摩擦音もしくは破擦
音の自由変異をもつ。 
 そのほか，方言ごとに以下のような特徴がある。 
 上地・来間：ɿ の前以外では [ʑ]～[dʑ] で現れる。 
 池間：dʑa28 di dʑu dzɿ 
 島尻・国仲：i，ɿ の前以外では /d/ となる。 
 伊良部・国仲・来間・池間では，*ɡɿ が /dzɿ/ に変化している。 
表 26 有声歯茎～歯茎硬口蓋摩擦・破擦音 
 A-023 A-164 A-062 A-183 A-129 
 肘 去年 蚊 門 風 
上地 piʣɨ kuʤu ɡaʥam ʤoˑ kaʥi 
与那覇 pʰiʣɿ kʰʊʣʊ ɡaʣam ʣoː kʰadʑi 
久貝 pʰiʣï kuʣu ɡaʣam ʣoː kʰaʥi 
伊良部 pʰiʣɿ kʰudu ɡaʣam ʣoːvʦɿ kʰaʥi 
保良 pʰiᵈzɿ kʰʊʣʊ ɡaᵈzam ʣoː（保良）/ ʣaʊ（新城） kʰaᵈʑi 
国仲 pʰiʣɨ ku̞du̞ kadam̩  dau̯ kaʥi 
大浦 pʰiʣɿ kʰuᵈzu ɡaᵈzaŋ ʣoːfuʦɿ「入口」 kʰadʑi 
島尻 piʣɿ kʰudu ɡadaŋ dau kʰaʥi 
                                               
28 表 26 中のデータでは 池間「門」dzau となっているが，筆者の調査では dʑau となっている。  
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来間 piʣï kʰuʥu ɡaʥam ʥoː kʰaʥi 
池間 hiʥi kuʥu kaʥaŋ ʣau kʰadi 
狩俣 piʣï kuʣu ɡaᵈzaŋ ʣoː kʰaʥi 
砂川 piʣ̥ɿ ~ piʣɿ ku̥ᵈz ̥ ̟u ɡaʣam̩  ʣau kaʥi 
野原      
 
表 27 伊良部・国仲・来間・池間：ɡ > dz / __ ɿ 
 A-033 A-091 A-118 
 脚 砂糖黍 釘 
上地 paɡɨ buːɡɨ fuɡɨ 
与那覇 pʰaɡᶻɿ buːɡᶻɿ fʊɡᶻɿ 
久貝 pʰaʣï buːɡᶻï kʰanifuɡz / fuɡz 
伊良部 pʰaʣɿ buːʣɿ fuʣɿ 
保良 pʰaᵈzɿ ~ pʰaɡᶻɿ bʊːɡᶻɿ ~ bʊːʣɿ fʊɡᶻɿ 
国仲 pazɨ bu̞ːʣɨ kanifuʣɨ 
大浦 pʰaɡɿ ~ pʰaɡᶻɿ buːɡɿ ~ buːɡᶻɿ kʰanifuɡɿ 
島尻 pʰaɡɿ ~ pʰaɡᶻɿ buːɡɿ ~ buːɡᶻɿ fuɡᶻɿ 
来間 pʰaʣï buːʣï fuʣï / kʰanfuʣï 
池間 haʣï buːʣï kanifuʣï 
狩俣 pʰaɡɯ buːɡï  ̠ fuɡï  ̠~ fuɡɯ 
砂川 paɡz ̩ buːɡz ̩ fɡ̥ ̟z ̩ 




 宮古祖語の *f に対応しており，基本的に [f] の音価を持つが，まれに無声両唇摩擦音[ɸ]
で現れることがある。また，下記データ中の「雲」における k は，標準語の影響であると
考えられる。 
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表 28 無声歯唇歯摩擦音 
 A-094 A-172 A-132 A-004 A-006 
 食べ物 船 雲 額 口 
上地 faʴmunu funʲi kumu  fu̥ʦɨ 
与那覇 foːmʊnʊ fʊni fʊm  fʊ̥ʦɿ 
久貝 foːmunu funi fumu ftai fʦï 
伊良部 faɿmunu funi fumu fʋ̥tai fʋ̥ʦɿ 
保良 faʊmʊnʊ fʊni fʊmʊ fʊ̥tai fʊ̥ʦɿ 
国仲 fau̞munu funi fumu fu̥taɪ fu̥ʦɨ 
大浦 foːmunu funi kʰumu fu̥tai ~ ftai fu̥ʦɿ 
島尻 faumunu funi fuma  fʦɿ 
来間 fo̞ːmunu funi fumu fte ̞ˑ fʦï 
池間 faimunu funi m̥mu ftai fu̥ʦï 
狩俣 faumunu funi fumu ftai fu̥ʦï 
砂川 faumunu ɸu̥nʲi ɸu̥mu  f ʦ̩ ~ fʦ̩ɿ 
野原      
 
表 29 大浦・島尻：*fusV > ssV 
 A-113 A-003 
 草 櫛 
上地 fu̥sa fu 
与那覇 fsa fˢɿʊ 
久貝 fsa fsï 
伊良部 fu̥sa fʋ̥sɿ 
保良 fʊ̥sa fʊ̥sɿ 
国仲 f s̩a fsu 
大浦 ssa sː ~ sɿː 
島尻 ssa ssɿ 
来間 fsa fu̥sï 
池間 fu̥sa (= [fʷsa]) fu̥ɕi 
狩俣 fu̥sa fu̥sï = fʷsï 
砂川 f s̩a f s̩  ̩~ f s̩ɿ ̥ ̟~ fʋ̩sɿ 
野原   
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 宮古祖語 *v に対応する音で，頭子音だけでなく音節主音となることができる（池間を除
く）。どちらの環境でも，摩擦音と接近音のバリエーションがあり，せばめの度合いが高い
方言と低い方言がある。u の後ろでは同化し u となる方言もある（下表「粥」を参照）。
また，一部の語彙で方言間で /f/〜/v/の揺れも観察される。 
表 30 有声唇歯摩擦音～接近音 
 A-035 A-043 A-095 A-096 
 脹脛 お前 油 粥 
上地  vva  juv 
与那覇 kʰʊːʋa ʋʋa  jʊː 
久貝 kuvva vva avva juv 
伊良部 kʰuvva jaː avva ʥuːɕa 
保良 kʊvva vva ~ ʋva avva ~ aʋva jʊv ~ jʊʋ 
国仲 ku̞ʋʋa ʋʋa aʋʋa ju̞ˑʋ 
大浦 NR ʋʋa  juʋ 
島尻 kuvva ~ kuʋva vva  juv 
来間 kuvva vva avva juv 
池間 kuvva vva avva juː 
狩俣 kuʋʋa ʋva aʋva N/R 
砂川 ku̥v̥ ̟va ~ ku̥ʋʋa vva  juv̩ 
野原     
 
表 31 方言間での/f/〜/v/の揺れ（他方言では/v/だが上地，久貝，島尻のみ/f/となる例） 
 B-029 A-184/A-149 
 一人 前・正面 
上地  mafkjaː 
与那覇 tɔʋkʲaː maʋkʰʲaː 
久貝 tḁfkeː mafk̩ʲa ~ mafï k̥ʲa 
伊良部 taʋkiː maʋkjaː 
保良 taʋkʲaː maʋkʲaː 
国仲 taᵛkʲaː maʋkjaː 
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大浦 tavkʲaː  
島尻 tʰafkjaː mafkjaː 
来間  moːtʰu29 
池間 taukaː maukʲaː 
狩俣 taɸkʲaː maukjaː / mafkʲa 
砂川 tavkʲaː mavkjaː ~ maʋkjaː 








● *p：池間のみ，/p/ が /h/ に変化している 
● *k（a に隣接するもののみ）：伊良部，狩俣など 
 例は表 12 を参照。 
 
 
/χ/ 無声口蓋垂摩擦音 [χ] 




/ʁ/ 有声口蓋垂摩擦音 [ʁ] 




/ʕ/ 有声咽頭摩擦音 [ʕ] 
 伊良部のみで見られる音で，<*aga における*g から変化したもの30。例は表 22 を参照。
日本列島で唯一の例。 
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３．１．４ 鼻音 
/m/ 有声両唇鼻音 
  宮古諸方言 *m に対応。音節の頭子音の場合は両親鼻音だが，成拍的な場合（音節の中
核もしくは末子音）となる場合は，調音点を失って/n/に同化する，日本語の「撥音」にあ
たる音になる方言もある（大浦，島尻，池間，狩俣）。 
表 32 有声両唇鼻音 
 A-030 A-071 A-127 A-130 A-187 
 心臓・肝 馬 水 竜巻 あそこ 
上地 kçɨmu ~ kɨmu nuːma miʣɨ amainoŭ kama 
与那覇 kˢɿm̥u nʊːma miᵈzɿ amainoː kʰama 
久貝 kˢᶻïmu nuːma miʣï ama.inoː kʰama 
伊良部 ʦɿmu nuːma miᵈzɿ amainoː kʰama ~ kʰamaː 
保良 kˢɿmʊ nʊːma miᵈzɿ amainoː kʰama 
国仲 ʦɨmu nu̞ːma miʣɨ amaɪnaʊ kama 
大浦 kˢɿmu numa miʣɿ amainoː kʰama 
島尻 kˢɿmu nuːma miʣɿ amainoː kama 
来間 ʦïmu nuːma miʣï ama.inoː kama 
池間 ʦïmu nuːma miʣï amaunau kama 
狩俣 kˢïmu nuːma mi(ᵈ)zï inoː kama 
砂川 ksmu ~ kˢɿmu nuːma̟ ̥ miʣɿ amainau kʰḁ ̟maː 
野原      
        
表 33 成拍的な場合（音節の中核と末尾） 
 A-170 A-062 A-059 A-098 A-177 
 海 蚊 女 味噌 土 
上地 im̩  ɡaʥam midum ~miᵈðum m̩su m̩ta ~ m̩tḁ 
与那覇 im ɡaʣam midʊmʊ mʦʊ mtʰa 
久貝 im ɡaʣam midum msu m̩ta 
伊良部 im ɡaʣam midum msu mta 
保良 im ɡaᵈzam midʊm mʦʊ mta 
国仲 im̩  kadam̩  midum̩  n̩su̞ n̩ta 
大浦 iŋ ɡaᵈzaŋ miduŋ nʦu nta 
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島尻 iŋ ɡadaŋ miduŋ nsu nta 
来間 im ɡaʥam midumu A: mːsu / B: mːso mta 
池間 iŋ kaʥaŋ miduŋ nsu nta ~ mta 
狩俣 iŋ ɡaᵈzaŋ miduŋ nsu nta 
砂川 im̩  ɡaʣam̩  midum̩  m̩su ~ m̩su̥ m̩ta 






 宮古諸方言 *n に対応する音。音節の頭子音の場合は有声歯茎鼻音。成拍的な場合（音節
の中核もしくは末子音）となる場合は，調音点が後節する音素に同化する，日本語の「撥音」
にあたる音になる。 
表 34 有声歯茎鼻音 
 A-172 B-054 A-131 A-079 A-028 
 船 花 地震 卵 骨 
上地 funʲi  nai tunaka puni 
与那覇 fʊni  nai tʰʊnaka puni 
久貝 funi  nai tunak̠ʰa pʰuni 
伊良部 funi pana nai kʰuːɡa pʰuni 
保良 fʊni pʰana nai tʰʊnaka pʰʊni ~ pʊni 
国仲 funi  naɪ tunuka puni 
大浦 funi pana nai tʰunaka pʰuni 
島尻 funi pʰana nai tʰunaʁa pʰuni 
来間 funi  nai tʰunuka pʰuni 
池間 funi hana nai tunuka huni 
狩俣 funi pana naɯ tunuɡa pʰuni 
砂川 ɸu̥nʲi  nai tu̥naka pu̥ni ~ pʰuni 
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表 35 有声軟口蓋鼻音（語末） 
 A-101 A-121 
 茶碗 着物 
上地  kɨŋ 
与那覇  kˢɿŋ / kˢɿmʊnʊ 
久貝 ʨʰabaŋ kˢïŋ 
伊良部 ʨabaŋ tˢɿŋ 
保良 ʨabaŋ kˢɿŋ 
国仲  ʦɨŋ 
大浦  kˢɿŋ 
島尻  kˢɿŋ 
来間 ʨabaŋ ʦïŋ 
池間 ʨabaŋ ʦïŋ 
狩俣 ʨabaŋ kˢïŋ 
砂川  ks n̩ 






 池間のみに見られる音。それぞれ，*tsɿNV > n̥NV*fum > m̥mV という出自である。
日本で唯一の例。（下記池間「角」「昨日」 nnu は共に n̥nu の誤りかと思われる。） 
表 36 無声歯茎～両唇鼻音 
 A-132 A-073 A-163 
 雲 角 昨日 
上地 kumu ʦɨnu kˢɨnu 
与那覇 fʊm ʦɿnʊ kˢɿ n̥ʊ 
久貝 fumu ʦïnu ksïnu 
伊良部 fumu ʦɿnu ~ ʦɿno ʦɿnuː 
保良 fʊmʊ ʦɿnʊ kˢɿnʊː 
国仲 fumu ʦɨnu̞ ʦɨnu̞ 
大浦 kʰumu ʦɿnu kˢɿnu 
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島尻 fuma ʦɿnu kˢɿnu 
来間 fumu ʦïnu ʦïno 
池間 m̥mu nnu nnu 
狩俣 fumu ʦn̥ ̟u ksn̥ ̟u 
砂川 ɸu̥mu ʦnu ~ ʦɿ ̥n̟u ks n̩uː 




 宮古祖語の *ɾ に対応する。頭子音の場合は，各地で安定して [ɾ] で現れる。このほか，
成拍的音となることができ，その場合は歯茎側面接近音 [ɭ] で現れる方言もある（国仲）31。 
表 37 有声歯茎弾き音 
 A-055 A-092 A-156 
 子供（未成年） 鎌 夕方 
上地 jaɾabi ᶤzzaɾa jusaɾabi 
与那覇  zzaɾa  
久貝 jaɾabi[新] zzaɾa jusaɾabi 
伊良部 jaɾabi ɿzaɾa jusaɾabi 
保良 jaɾabi zzaɾa jʊsaɾabi 
国仲 jaɾabi ᶤzzaɾa  
大浦 jaɾabi ᶻɿzaɾa  
島尻  zzaɾa  
来間 jaɾabi zzaɾa jusaɾabi 
池間 jaɾabi zzaɾa ~ ᵈzaɾa jusaɾabi 
狩俣 jaɾabi ïzaɾa jusaɾabi 
砂川 jaɾabi zzaɾa  
野原    
        
 
                                               
31 成拍的な /ɾ/ は，*ɾɿ を由来とする。表 10 では上地や来間でも側面音が表われているが，そ
れらは音韻論的に /ɿ/ にあたるものである。 
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表 38 国仲：成拍的 /ɾ/ 
 A-077 A-155 A-126 A-139 A-143 
 鳥 昼間 灰 光 東 
上地 tou pˢɨma kaɾapʰaʎ ~ kaɾapʰaᶻ pçkal aɣal 
与那覇 tʊᶻɿ pˢɿm̥a kʰaɾapaᶻɿ pˢɿ k̥aᶻɿ aɡaᶻɿ 
久貝 tʰuz psïma kʰaɾapʰaz / pʰaz(ï) pskaz aɡ̄az 
伊良部 tʰuᶻɿ ~ tʰuɿ pˢɿːma kʰaɾa paɿ pˢkaɿ aʕaɿ 
保良 tʰʊɿ pˢɿːma kʰaɾapaɿ ~ kʰaɾapaᶻɿ pskaɿ aɡaɿ 
国仲 tu̞ɭ pʰɨɭːma kaɾapaɭ pɨ k̥aɭ aɡaɭ 
大浦 tʰuɿ pˢɿma kʰaɾapaɿ pskaɿ (aɡaɿ ~) aːɿ 
島尻 tʰuᶻɿ pˢɿnaχa / pˢɿma kaɾapaᶻɿ pskaᶻɿ aʁaɿ 
来間 tʰuz pssïma A: kaɾabaɭ /  B: kaɾabaz pskaɭ 
A: aɡaɭ / 
B: aɡaz 
池間 tui hiːma kaɾahai çi k̥ai aɡai 
狩俣 tuɯ psm̟̥ a kaɾapaɯ pskaɯ aːɯ 
砂川 tuz ̩ pˢɿːma kaɾapaz ̩ psk̩az ̥ ̟ aɡaz ̩ 




 宮古祖語の *j に対応する。 
表 39 有声硬口蓋接近音 
 A-055 A-111 A-165 A-179 A-182 
 子供（未成年） 枝 昔 家 戸 
上地 jaɾabi juda ŋ̩kjaːŋ   
与那覇  jʊda ŋkʲaːŋ   
久貝 jaɾabi[新] juda ŋkjaːŋ jaː jadu 
伊良部 jaɾabi ida mkiːŋ jaː jadu 
保良 jaɾabi jʊda ŋkʲaːŋ jaː jadʊ 
国仲 jaɾabi juda ŋkjaːŋ   
大浦 jaɾabi ida ŋkʲaːŋ jaː  
島尻  juda ŋkjaːŋ   
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来間 jaɾabi ida ŋkjaːŋ jaː jadu 
池間 jaɾabi juda ŋkʲaːŋ jaː jadu 
狩俣 jaɾabi ida ikjaːŋ jaː jadu 
砂川 jaɾabi juda ŋkjaːŋ   




 日琉祖語から宮古祖語への変化の過程で w は b に変化しているため，例はごくわずかで，
母音 /a/ のみが後続する。「豚」などの限られた語彙のみに出現し，v と相補分布してい
るため，v の異音である可能性がある。実際に，多くの方言では[w]ではなく[v]に近い接
近音[ʋ]が現れる（与那覇，久貝，保良，島尻，砂川）。その他の方言では重子音，末子音
（末子音），音節核の場合は v になり，単子音頭子音の場合は w となっていると考えられ
る32。 


















                                               
32 この理由によって Pellard (2009: 336) では*v と再建している。 
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３．１．７ 喉頭化音の有無について 





いる（例：島尻「人」ttu < 宮*pɿtu）。これに対応する音は以下のように表われる。 
 
： 池間「煙管」，島尻「人」 
： 池間「九つ」（報告データ上で kukunutsɨ とあるが，kkunutsɨ というバリ
エーションも存在する） 
[ts ]~[tts]： 池間「ソテツ」，伊良部「煙管」 
表 41 音声的に喉頭化音に近い音が現れるもの 
 A-060 B-113 B-027 B-076 
 人 煙管 九つ ソテツ 
上地 pɨ s̥u    
与那覇 pˢɿ t̥ʰu    
久貝 pstu    
伊良部 pstu tʨ(ɿ)z kukunutsɿ sdiʦɿ 
保良 pstʊ kʰiɕiːl ̻ᶻ  kukunuʦɨ ɕukʰaʦɨ  ̥
国仲 pʰɨ t̥u  ko̝ko̝no̝tsɨ so̥teʦɨ 
大浦 pstu kiɕiᶻɿ kukunuʦɿ  
島尻 ttu ki ɕ̥iɿ ku̥kunutsɿ  
来間 pstu    
池間 pʰi t̥u ~ çtu ~ çto t’iː ttiːか ku̥kunuʦɿ tʨuːʦɿ 
狩俣 pstu kˢɨsɨɯ ku̥kunuʦɯ stɿʦɯ/sɿsuʣɯ/ssuʣɯ 
砂川 pstu̥ ~ pstu̥ ̟    
野原  ki ɕ̥iᶻɿ ku̥kunutsɿ soteʦɿ 
 
                                               
33 宮古諸方言では語は最小で 2 モーラである。 





















 音節構造は 2.1.4 節で議論した成節子音をどの程度認めるか，また前節に述べた喉頭化音
を認めるかどうかとも連動しており，さまざまな解釈がある。ここでは，成節子音は/v, m, 
n, r/ のみとし 3.1 節にあるように語頭の重子音をみとめる立場をとるので，音節構造は 
(5) のようになる。 
(5)  i) (C1)(C2)(j)V(V)(C3) 
ii) (C4)C̩5(C6) 
  このうち，i) が母音が音節核となるもの，ii) が子音が音節核となるものを示している。 
 C1C2 双方が埋まる場合は，摩擦音もしくは共鳴音 /s, z, f, v, m, n, ɾ/ の重子音
36もしくは C1 を /v, m/ とする部分重子音となる。また，池間や島尻，伊良部
                                               
35 従って，例えば CCV の 一つ目の C が１モーラの長さを持つなど，一般的な音節の理論には
当てはまらない性質もある。 




また島尻「人」ttu のような語頭の閉鎖音の重子音のために CCV という音節が必要であり，
「虱」ssam などにもそれを適応することができるためである。 
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などでは，t，k，ts などの破裂音・破擦音も重子音として C1C2 を埋めることが
できる。 
 例）「虱」ssan，「子」ffa，「土」nta，「人」ttu 




 C6 には C̩5 と同じ子音が入る（＝長子音）。C̩5 にたつことのできる子音は，/v, 
m, n, ɾ/である（池間のみ，v はここに入らない）。また，C4 をもてるのは /ɾ/ 
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語、八重山語、与那国語（以上、南琉球グループ）から構成される（Pellard 2009, 2011; Shimoji 
2010）。本論文が分析対象とする与那覇方言は、南琉球グループに属する宮古語の方言のひと
つであり、沖縄県宮古島市下地字与那覇で話されている。 














男らが調査を行った 1960 年代の「青少年」は、仮に「青少年層」を 10 歳から 25 歳と定義す






 平山他（1967）に従えば、与那覇方言では、類別語彙（金田一 1974 参照）の 2 モーラ名詞
は、第 1 類から第 3 類が一方のアクセント型に所属し、第 4 類と第 5 類が他方の型に所属する
（II-1·2·3/4·5）。一方 3 モーラ名詞は、第 1 類から第 4 類の大部分と 5 類の一部が一方の型に










区別される語類のことである（松森 2000b）。松森晶子は、琉球祖語には 1 モーラ語に少なく
とも 2 種類、2 モーラ以上の語には少なくとも 3 種類のアクセント型による区別があると仮定
し、それぞれのアクセント型で区別される語類を A 系列、B 系列、C 系列と呼ぶ。また、それ
ぞれの語類に所属する語の総体を「系列別語彙」と呼ぶ。各系列名に冠せられたアルファベッ
ト A，B，C の順序は、系列別語彙と類別語彙との対応に基づいて決められている。具体的に
は、類別語彙 2 モーラ名詞の第 1 類と第 2 類の語彙のほとんどが所属する語類を A 系列、第 3
類の大部分および第 4 類・第 5 類の一部が所属する語彙を B 系列、第 3 類の少数および第 4 類・
第 5 類の一部が所属する語彙を C 系列と定めている。 
 系列別語彙を導入した上で与那覇方言におけるアクセント型の所属語彙に関する平山輝男
らの記述を再検討すると、松森（2011）が指摘しているように、A 系列と B 系列が合流し一方
の型に所属し、C 系列が他方の型に所属している（A·B/C）と言うことができるようになる。 
以降本論文では、与那覇方言において A 系列と B 系列の語彙の大部分が所属するアクセン
ト型を AB 型、C 系列の語彙の大部分が所属するアクセント型を C 型と呼ぶことにする。また
本論文は、三型アクセント体系を有する琉球語諸方言のアクセント型について言及することが
あるが、その際、A 系列、B 系列、C 系列の語彙の大部分がそれぞれ所属するアクセント型を、




後慣習にしたがって、ピッチの上がり目を [ で、下がり目を ] で表す。平山輝男らは一方の
型を「低平型」、他方の型を「高平型」と呼んでいるが、その実現形と所属語彙から判断して、





モーラ数 アクセント型 単独発話 助詞 nudu「が」（主格＋焦点標識）の付いた発話 
2 モーラ 
高平型（AB 型） jama「山」 jama nudu [a. 「山がある。」 
低平型（C 型） [us「臼」 [us nudu a. 「臼がある。」 
3 モーラ 
高平型（AB 型） fu kuru 「袋」  




表 1 から明らかなように、AB 型は語全体が低く実現されるのに対して、C 型は語全体が高
く実現される。2 モーラ名詞に助詞 nudu が後続した場合、助詞の高さは先行する名詞の高さを
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３．１．２ 被験者 

















セント型が特定できた語は表 3-4 に示す 66 語（2 モーラ名詞 36 語、3 モーラ名詞 25 語、4 モ
ーラ名詞 5 語）であった。以後、与那覇方言の語の表記には簡略音声表記を用いる。[ɿ]は舌尖
母音を表す。長母音は母音字を重ねることで表記する。 
 調査では、調査語の単独発話に加えて、表 2 に示すキャリア文に調査語を挿入した発話を録
音した。キャリア文は、調査語に助詞 nudu「が」（主格＋焦点標識）を付与し、かつ述語を後
続させたものと、調査語に助詞 mee「も」（並列）を付与し、かつ述語を後続させたものであ
った1。述語は表 2 に示したとおり様々であった。 
                                                        





表２ キャリア文．X は調査語を示す． 
単独発話 X. 「X。」 
調査語＋助詞 nudu＋述語 
X nudu naa/ ua. 
X nudu aa/ uu. 
「X がない/ いない。」 
「X がある/ いる。 
調査語＋助詞 mee＋述語 
X mee naa/ ua. 
X mee aa. 
X mee aa dussɿ. 
X mee aii duu. 








ともに限定されていることから、定量分析はおこなわなかった。F0 曲線の分析は Praat（Boersma 







は少なくとも 2 種類の区別があり、平山他（1967）の記述と一致する。3 種類以上の区別があ
ることを示す決定的な証拠は見つけられなかった（ただし 3.2.4 参照）。所属語彙に関しては、















 分析の結果明らかになった調査語のアクセント型を表 3-4 に示す。類別語彙に対応語（同源
語）がある場合に限り、与那覇方言の語形の左に類別を記す。 
 表から明らかなように、多良間方言で A 型の語彙は、1 語（munuɿ「言葉」）を除いてすべ
てが与那覇方言の AB 型に対応している。同様に、多良間方言で B 型の語彙も 1 語（pu sɿ「星」）
を除いてすべてが与那覇方言の AB 型に対応しており、多良間方言で C 型の語彙のすべてが与






   与那覇方言におけるアクセント型 


















1 拍 1 類 puu 帆 - munuɿ 言葉 
1 拍 2 類 naa 名    
2 拍 1 類 ika/ ika 烏賊    
2 拍 1 類 usɿ 牛    
2 拍 1 類 zzu 魚    
2 拍 1 類 fu tsɿ 口    
2 拍 1 類 ku sɿ 腰    
2 拍 1 類 juda 枝    
2 拍 1 類 musɿ 虫    
2 拍 2 類 kabɿ 紙    
2 拍 2 類 pɿ tu 人    
2 拍 2 類 isɿ 石    
2 拍 2 類 kaa 井戸    
2 拍 x 類 kami 亀    
2 拍 x 類 tuɿ 鳥    
3 拍 1 類 butu 夫    
3 拍 1 類 ka taa 形    
3 拍 1 類 buduɿ 踊り    
3 拍 1 類 judaɿ 涎    
3 拍 1 類 panatsɿɿ 鼻血    
3 拍 4 類 kaam 鏡    
3 拍 4 類 fu kuu 袋    
3 拍 4 類 kujum 暦    
- ffa 子供    
- tuzɿ 妻    







   与那覇方言におけるアクセント型 


















1 拍 3 類 tii 手 2 拍 1 類 pu sɿ 星 
2 拍 3 類 mm 芋    
2 拍 3 類 pana 花    
2 拍 4 類 jadu 戸    
2 拍 4 類 di お金    
2 拍 5 類 ami 雨    
3 拍 1 類 kuuma 車    
3 拍 4 類 uza 鶉    
3 拍 5 類 maffa 枕    
3 拍 5 類 avva 油    
- ɿɿki 鱗    
- kaina 腕    
- kamatsɿ 頬    
- midumu 女    
- sajafu 大工    
C 型 
   2 拍 3 類 puni 骨 
   2 拍 3 類 uja 祖父 
   2 拍 3 類 maaɿ 鞠 
   2 拍 4 類 usɿ 臼 
   2 拍 4 類 im 海 
   2 拍 4 類 funi 舟 
   2 拍 5 類 madu 暇 
   2 拍 5 類 nabi 鍋 
   3 拍 4 類 ooɿ 扇 
   3 拍 4 類       鋏 
   3 拍 5 類 pookɿ 箒 
   3 拍 6 類 ssam 虱 
   3 拍 7 類 fu suɿ 薬 
   - sa ta 砂糖 
   - tida 太陽 
   - waa 豚 
   - aau 歌 
   - azam 蚊 
   - mmaa 孫 
   - jaabi 子 
   - miipana 顔 
- 
   - nuuu 糸 








pu sɿ「星」は類別語彙の 2 拍 1 類であるため、類別語彙と琉球諸語のアクセント型の対応に
関するこれまでの研究の知見（服部 1958, 1979; 松森 1998 et seq.）に基づけば A 系列であるこ
とが期待されるが、宮古語多良間方言では B 型、与那覇方言では C 型であり、対応が不規則で
ある。一方、沖縄語金武方言（松森 2008）では A 型であり、規則的な対応がある。 
fu kuu「袋」は類別語彙の 3 拍 4 類であるため、B 系列あるいは C 系列であることが期待さ
れるが、宮古語多良間方言では A 型であり、対応が不規則である。一方、与那覇方言では B
型であるため、規則的な対応があるように思われる。ただしこの語は沖縄語金武方言では C 型
であり、いずれにせよ方言間の対応は不規則である。 
同様に、pasam「鋏」は類別語彙の 3 拍 4 類であるため、B 系列あるいは C 系列であること
が期待される。この語は宮古語多良間方言でも与那覇方言でも C 型であるが、沖縄語金武方言
では B 型であり、方言間の対応が不規則である。 
また、kaam「鏡」と kujum「暦」も 3 拍 4 類であるため、B 系列あるいは C 系列であるこ
とが期待される。これらの語は沖縄語金武方言では B 型であり、規則的な対応があるように思
われるが、宮古語多良間方言では A 型であり対応が不規則である。一方、与那覇方言では AB
型であるため、対応が規則的であるかどうか判断できない。 
 最後に munuɿ「言葉」であるが、この語は類別語彙に同源語が存在しないが、宮古語多良間




まず、名詞に助詞 nudu が後続し、さらに述語が後続する場合の実現形を検討しよう。2 モ
ーラ名詞の実現形の一例を図 1 に示す。図の上段は音声波形であり、中段は F0 曲線、下段
はモーラと語の転記である。音声波形と F0 曲線上の縦線はモーラ境界を表す。 
AB 型では、助詞 nudu の第 2 モーラで F0 が高くなり、それ以前は低い F0 が続く。一方 C
型では、名詞の第 2 モーラから F0 が高くなり、その高さは助詞 nudu の終端まで継続する。
C 型名詞の第 1 モーラの高さは安定しないようである。このモーラの高さは、第 2 モーラと
同水準の（すなわち高い）ように知覚されることもある一方で、第 2 モーラより低く知覚さ
れることもある。後述の「語頭の急下降」と関係しているのかもしれない。 
平山他（1967）には 2 モーラ名詞に助詞 nudu が後続した場合の実現形に関する記述（表 1）








とほぼ一致する（ただし、第 1 モーラが第 2 モーラとほぼ同水準の F0 を有する場合の実現形
に限られる）。 
図 1（左）から明らかなように、2 モーラ AB 型には、語頭に短時間で急激に下降する F0
が観察される。（2 モーラ C 型にも観察されるかは不明である）。当該の下降が語頭（韻律的
な語の冒頭）に生じる特徴なのか、それとも階層的により上位の韻律的単位の冒頭に生じる
特徴なのかは現時点では不明である。以後、この下降を「語頭急下降」と呼ぶ。 
この語頭急下降は知覚可能であるが、少なくとも 2 モーラ・3 モーラ名詞においては、例
えば東京方言における頭高型の名詞が与えるような聴覚印象を与えることはない。この語頭
急下降は、語中で声の高さが凹曲線（concave curve）を描くような聴覚印象を与える。また、










ju da nu du nja a ŋ
juda nudu njaaŋ
Time (s)










ti da nu du nja a ŋ
tida nudu njaaŋ
Time (s)






図１ 2 モーラ名詞+nudu+述語．AB 型 juda「枝」(左)、C 型 tida「太陽」(右)． 
 
3 モーラ名詞の実現形の一例を図 2 に示す。AB 型では、助詞 nudu の第 2 モーラで F0 が高
くなる。これは 2 モーラ AB 型と同様である。また語頭急下降が観察される点も 2 モーラ AB
型の場合と同様である。 
C 型では、名詞の第 3 モーラから F0 が高くなり、その高さは助詞 nudu の終端まで継続す
る。名詞の第 3 モーラ以前は低い F0 が続く。語頭には語頭急下降が観察される。 












mi du mu nu du u ɾa ŋ
midumu nudu uɾaŋ
Time (s)










ja ɾa bi nu du u ɾa ŋ
jaɾabi nudu uɾaŋ
Time (s)






図２ 3 モーラ名詞+nudu+述語．AB 型 midumu「女」(左)、C 型 jaɾabi「子供」(右)． 
 
図 3 は 4 モーラ名詞の実現形の一例である。AB 型では、2 モーラ・3 モーラ AB 型の場合と
同様に、助詞 nudu の最終モーラで F0 が高くなる。一方 C 型では、3 モーラ C 型の場合と同
様に、名詞の第 3 モーラから F0 が高くなり、その高さは助詞 nudu の終端まで継続する。 
AB 型と C 型の双方において、名詞の第 1 モーラから第 2 モーラにかけての F0 下降が観察さ
れる。この下降は、2 モーラ名詞および 3 モーラ名詞に観察された語頭急下降とは、音響的に
も聴覚印象の上でも異なる。2 モーラ・3 モーラ名詞では、F0 下降は極めて短時間で終了する
ため、第 1 モーラの大半は低い F0 値を持つ。それに対して 4 モーラ名詞では、高い F0 値が第
1 モーラの大半を占め、F0 下降は第 1 モーラ終端付近から第 2 モーラにかけて生じる。その結
果、4 モーラ名詞の語頭は東京方言の頭高型に似た聴覚印象を与える。すなわち第 1 モーラが
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図３ 4 モーラ名詞+nudu+述語．AB 型iibuni「背骨」(左)、C 型 nuuu「糸」(右)． 
 
この語頭卓立に加えて、AB 型では助詞 nudu の第 2 モーラに、C 型では名詞の第 3 モーラに















 図 4 は 2 モーラ名詞の実現形の一例である。この条件下では AB 型と C 型の違いが中和する
ようである。双方のアクセント型において、第 1 モーラの F0 は低く、第 2 モーラで F0 が高く
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図４ 2 モーラ名詞+mee+述語．AB 型 jadu「戸」(左)、C 型 nabi「鍋」(右)． 
 
図 5 は 3 モーラ名詞の実現形の一例である。AB 型では、名詞の第 3 モーラで F0 が高くな
り、高い F0 は助詞の終端まで継続する。語頭には語頭急下降が観察される。一方 C 型では、
名詞全体が高い F0 を伴って実現される。その後、名詞の終端から助詞の始端にかけて F0 は
下降し、助詞の第 2 モーラで高くなる。この条件でも語頭急下降が観察される。 
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図５ 3 モーラ名詞+mee+述語．AB 型 midumu「女」(左)、C 型 jaɾabi「子供」(右)． 
 
図 6 は 4 モーラ名詞の実現形の一例である。AB 型では語頭卓立が観察される。すなわち第 1
モーラが高く、第 2 モーラが低い。その後第 3 モーラで F0 が高くなり、高い F0 は助詞の終
端まで継続する。一方 C 型では、およそ名詞全体が高い F0 を伴って実現される。その後、
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場合の実現形は、AB 型も C 型も「下降パタン」と「上昇パタン」の間でゆれる。ここで下
降パタンとは第 1 モーラが高く、第 2 モーラが低い実現形のことであり、上昇パタンとは第
1 モーラが低く、第 2 モーラが高い実現形のことである。したがってこの条件下では AB 型
と C 型を常に区別することはできない。しかしながら以下に述べるとおり、2 種類のパタン
の生起確率には偏りが観察される。 







の全トークン数で割った値に 100 を掛けた値を「下降パタン率」（%）と呼ぶとすると、C 型
の語の平均下降パタン率は 21.2%（N = 11, SD = 40.2）であった。したがって C 型の単独発話
の典型的な実現形は上昇パタンであるとみなしてよいであろう。 
一方 AB 型の語は、下降パタンでの実現回数と上昇パタンでの実現回数の間に顕著な差は
認められない。AB 型の 2 モーラ名詞は 25 語であったが、このうち 16 語が少なくとも 1 回
下降パタンで実現された。平均下降パタン率は 50.3%（N = 25, SD = 44.9）であった。したが
って AB 型の典型的な実現形が下降パタンなのか上昇パタンなのかを判断することは難しい。 
 図 7 はアクセント型で対立するミニマルペア（AB 型 usɿ「牛」、C 型 usɿ「臼」）の単独発話
の一例である。少なくとも今回のデータでは、AB 型 usɿ「牛」は必ず下降パタンで、C 型 usɿ
「臼」は必ず上昇パタンで実現された。AB 型の同じ語が下降パタンでも上昇パタンでも実






































































に認識したうえで、2 モーラ名詞の単独発話における AB 型の実現形のゆれに認められた以
下の興味深い傾向を指摘しよう。 
上昇パタンで実現された 2 モーラ AB 型の名詞に、系列の偏りが認められた。2 モーラ AB
型の名詞のうち B系列と思われる 7語が、1語を除いて必ず上昇パタンで実現された（ami「雨」、
mm「芋」、pana「花」、tii「手」、jadu「戸」di「お金」、uza「鶉」のうち、最後の 1 語
を除いたすべての語）。B 系列の語の平均下降パタン率は 14.2%（N = 7, SD = 37.8）であった。
B 系列の語の典型的な実現形が上昇パタンであることを示唆する結果である。一方、A 系列と
思われる 18 語のうち必ず上昇パタンで実現された語は 3 語にすぎなかった（butu「夫」、ffa
「子供」、   cɿ「口」、ika「イカ」、isɿ「石」、kaa「川」、kami「亀」、musɿ「虫」、naa「名
前」、pɿ  tu「人」、puu「帆」、tuɿ「鳥」、tuzɿ「妻」、usɿ「牛」、zzu「魚」、kabɿ「紙」、   ɿ
「腰」、juda「枝」のうち最後の 3 語のみ）。A 系列の語の平均下降パタン率は 64.4%（N = 18, 
SD = 40.0）であった。A 系列の語の典型的な実現形が下降パタンであることを示唆する結果で
ある。 
 もしこの結果が偶然でないのであれば、与那覇方言の 2 モーラ名詞は、単独発話において A
系列と B·C 系列がアクセント型によって区別されていることになる(A/B·C）。3.2.2 から 3.2.4




 次に、3 モーラ名詞の単独発話を検討しよう。図 9 は 3 モーラ名詞の単独発話の実現形の一
例である。AB 型では、第 1・第 2 モーラの F0 が低く、第 3 モーラで F0 が高くなる。語頭に







































図９ 3 モーラ名詞単独発話．AB 型 midumu「女」(左)、C 型 jaabi「子供」(右)． 
 
4 モーラ名詞の単独発話の検討に移ろう。図 10 は 4 モーラ名詞の単独発話の実現形の一例で
ある。AB 型では、第 1～第 3 モーラの F0 が低く、第 4 モーラで F0 が高くなる。語頭卓立は
観察されないようであるが、語頭急下降は観察される。一方 C 型では、第 1～第 3 モーラの F0







ɕi i bu ni
ɕiibuni
Time (s)










mi i pa na
miipana
Time (s)




















表５ 与那覇方言のアクセント型の実現形．X は調査語、ピリオドはモーラ境界を表す． 
モーラ数 X nudu X mee X （単独発話） 
2 
AB 型 ju.da nu.[du「枝」 AB 型 ju.[da me.e 「枝」 AB 型 [i.]ka 「イカ」～ 
i.[ka 
C 型 ti.[da nu.du「太陽」～ 
[ti.da nu.du 
C 型 na.[bi me.e 「鍋」 C 型 u.[sɿ「臼」 
3 
AB 型 mi.du.mu nu.[du「女」 AB 型 mi.du.[mu me.e「女」 AB 型 mu.du.[mu「女」 
C 型 ja.a.[bi nu.du「子供」 C 型 [ja.a.bi] me.[e「子供」 C 型 [ja.a.]bi「子供」 
4 
AB 型 [i].i.bu.ni nu.[du「背骨」 AB 型 [i].i.[bu.ni me.e「背骨」 AB 型 i.i.bu.[ni「背骨」 




 宮古語与那覇方言の名詞アクセント体系を母語話者 1 名の発話に基づいて分析した。その結
果、この方言は二型アクセント体系を持つとする平山他（1967）の記述の妥当性を確認した。
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消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究 南琉球宮古方言調査報告書 










2011 年 9 月 4 日から 9 日までの 5 日間、国立国語研究所の合同調査で宮古島の 9 地点の
文法調査を実施した。調査地点は保良、砂川、宮国、与那覇、来間、久貝、狩俣、池間、国
仲である。調査項目は、沖縄言語研究センターが 1982 年に作成した『琉球列島の言語の研





















たが調査した島尻1（2011 年 12 月 10 日）、久貝2（2012 年 3 月 3 日）、狩俣3（2011 年 8 月
15 日、16 日）の資料も使用する。島尻の文法調査はまったく新たに追加されたものである。
                                                   
1 話者は島尻生抜きの I.S 氏。男性。昭和 12 年 5 月 6 日生。 
2 話者は久貝生抜きの Y.K 氏。男性。大正 15 年 12 月 23 日生。 
3 話者は狩俣生抜きの N.Y 氏。女性。大正 15 年 12 月 15 日生。 
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かりまたしげひさ「宮古語の動詞活用－代表形、否定形、過去形、中止形－」 


















幹と語尾の境界には kak-e:のように「-」を、語幹と助辞の境界には nudi=kara のように｢=｣
を挿入する。 
 








tu-iN  （取る） 
jun-uN （読む） 
表 1 沖縄島那覇市首里方言 
 








tu-N  （取る） 
jum-iN （読む） 
表 2 今帰仁村謝名方言 
 
表 3 にみるように、あるいは本永守靖 1977 などがのべるように、宮古語の動詞の語幹には
現代日本語（以下、日本語）の音便語幹、北琉球諸語の連用語幹などを設定する必要はなく、
















































日本語の弱変化のうち、語幹が 1 音節で語幹末が母音 i になる mi-ru（見る）、ki-ru（着
る）、ni-ru（煮る）などの動詞は、古代中央日本語（以下、古代語）でも弱変化だが、語幹





















強変化 行く ik-anai ik-e iQ-ta ik-u ik-u 
死ぬ ɕin-anai ɕin-e ɕiN-da ɕin-u ɕin-u 
弱変化 起きる oki-nai oki-ro oki-ta ok-iru ok-iru 






強変化 書く ik-adzu ik-e ik-itari ik-u ik-u 
混合 a 死ぬ ɕin-adzu ɕin-e ɕini-tari ɕin-u ɕin-uru 
混合 b 起きる oki-dzu oki-jo oki-tari ok-u ok-uru 
弱変化 見る mi-dzu mi-jo mi-tari mi-ru mi-ru 
表 4 日本語の動詞活用タイプ 
 
島尻方言、狩俣方言、久貝方言では古代語の弱変化の否定形だけでなく、古代語の混合変




1) ki:ju juɾuɡaɕɕa:mai n:ta: utiɴ．（木を揺らしても実は落ちない。）狩俣 
2) baja: umanna uɾiŋ．（私はここでは降りない。）久貝 
 
いっぽう、保良方言、宮国方言、来間方言などでは、古代語の弱変化、混合変化に対応す














3) vvaɡa tuz ̩zuba smaɾi fi:ɾu．（おまえが鶏を縛ってくれ。）保良 
4) utu ̥tʰa sudaŋkaija ka:ssuba fu:ŋ．（弟は兄には菓子はくれない。）保良 
5) kunu fsu ̥zza azumaka ̥ɾʲa numi mi:ɾu．（この薬は甘いから飲んでみろ。）保良 
6) uja: ja:kju:juba: mju:ŋ．（いつも私は弟に菓子をくれる。）保良 
 
7) ɡumiu umaŋkai sï ̥tiɾu．（ゴミをそこに捨てろ。）宮国 
8) mma: fz:fznu kïnnumai sï ̥tuŋ．（祖母は古い着物も捨てない。）宮国 
9) unu ma:zzu kumaŋkai kiɾi fi:ɾu．（その毬をここに蹴ってくれ。）宮国 
10) o ̝tʰu ̥too aʣaŋ koosuba ɸu:ŋ．（弟は兄に菓子をくれない。）宮国 
 
11) vvaŋa tuzzuba: smaɾi/sɿmaɾi fi:ɾo．（おまえが鶏を縛ってくれ。）来間 





用形があらわれる。否定形の語尾に uŋ、u:ŋ を有する動詞は混合変化で、iŋ、i:ŋ を有する
動詞が弱変化で、aŋ、a:ŋを有する動詞は強変化である。 
 





強変化 書く ik-aŋ ik-i 
ik-sta: ik-s ik-s 
死ぬ sn-aŋ sn-i sn-ta sn sn 
混合 起きる uk-uŋ uki-ɾu 
uki-ta: uki uki-z 





強変化 書く ik-aŋ ik-i ik-staz ik-s ik-s 
 
弱変化 
死ぬ sni-ŋ sni-ɾu sn-ta sni-z sni-z 
起きる uki-ŋ uki-ɾu uki-taz uki-z uki-z 
見る mi:-ŋ mi:-ɾu mi:-taz mi:-z mi:-z 
















13) uja: ʨiŋkzɡa bazkaiba imkaija ikaʑaŋ． 
（父は天気が悪いから、海へは行かない。）宮国 
14) ameno tho ̥kja:nna pukaŋkai nimottʦɯ idasaʥa:ŋ． 
（雨のときには外には荷物を出さない。）宮国 





uki-n のように分析され、弱変化の母音語幹に語尾 n が後接しているとみることのできる。
un は、混合変化に対応する動詞にあらわれる。命令形が母音語幹に語尾 ru を後接させる形
式であり、否定形は、強変化型の子音語幹に語尾-un の後接した uk-un と分析できる。活用
形全体をみると、否定形の語尾に-un のあらわれる動詞は混合変化である。 
参考として調査でえられた命令形もあげる。強変化型の命令形は、子音でおわる基本語幹





















































































































































































































                                                   
9 okiNni:の ni:は、終助詞か。 
10 本永守靖（1973）によると、宮古語西里方言の snan（死なない）などは強変化型の活用形だ
が、sniru（死ね）や sniriba（死ねば）など弱変化型の活用形である。また、狩俣が 2011 年 11
月に行なった旧上野村野原方言の調査（話者：N.Y 氏。男性。昭和 18 年生）で動作・変化が限



















16) tunaznna imma mi:ŋ（隣には 犬は いない）。島尻方言 




tai、tazɿ があらわれる。日本語や北琉球諸語にみられる強変化の語尾にふくまれる t の有声
音化がみられないのである。宮古語には tuzɿ（鳥）、pazɿ（針）などの単語にみられる ri＞i
の音韻変化と、piru＞pizɿ（大蒜）、saru＞sazɿ（申）にみられる ru＞z の音韻変化があるの













































強変化／asɿ ̥pʰɿta:（遊んだ）、u:ɡʒ:ta:（泳いだ）、iksta:/ikɿ ̥ta:（行った）、utu ̥sta:（落と






















不規則変化／ksta:/kɿ ̥sɿ ̥ta:（来た）、kuɡɿdu sɿ ̥ta:（漕ぎゾした）、ʋ:dusɿta:（売りゾした）、







強変化／tubz ̩taz ̩/tubz ̩taɿ（飛んだ）、aspɿtaɿ（遊んだ）、numutaɿ11（飲んだ）、kudztaɿ（漕
いだ）、iʦtaɿ（行った）、piɿtaɿ/piᶻɿtaɿ（行った）、utu ̥staz ̩/utu ̥staɿ（落とした）、idastaɿ
（出した）、puztaɿ（掘った）、sɿmaɿtaɿ/smaztaɿ（縛った）、f ̩f ̩taɿ（降った）、ʦs ̩taɿ/ʦs ̩taz ̩
（切った）、muroːtaɿ（貰った）、uːtaɿ（売った）、foːtaɿ（食った）、koːtaɿ（買った）、
aɾoːtaɿ（洗った）、bʲuːtaɿ（酔った）、／kiz ̩taz/kiz ̩taɿ（蹴った）、 












                                                   











































































強変化／Nɡital（̩行った）、pʲal ̩tal（̩行った）、kaʋtal（̩被った）、ɸum ̩tal（̩履いた）、nivtal ̩
（眠った）、sɿNtal ̩（死んだ）、 
混合変化／ɕime ̝tal ̩（閉じた）、okital ̩（起きた）、 
                                                   


















宮古語の強変化の k 語幹動詞、g 語幹動詞のイ音便も、b 語幹動詞の撥音便も、t 語幹動詞、
r 語幹動詞の促音便もみられない。北琉球諸語にみられる s 語幹動詞のイ音便もみられない。
m 語幹動詞のばあい、語尾頭母音 i の音消失はみられるが、撥音便はみられない。そして、
北琉球諸語の強変化の脱落音便もみられない。宮古語のばあい、音便語幹を設定する必要は
ないことがわかる。 
おもろさうしの b 語幹動詞、m 語幹動詞のばあい、語幹末子音とシテ中止形の語尾 ite の
頭母音 i が脱落し、語尾 t が有声音化したデ de に変化している。tsu-de つで＜tsuNde つん
で＜tsum-ite つみて（積んで）。era-de えらで＜eraNde えらんで＜erab-ite えらびて（選
んで）。語幹と語尾の境界の音節 mi、bi が融合して撥音 N に変化し語尾の t を有声音化さ
せたのち脱落したものと推定される。mi＞N、bi＞N の変化は口蓋音化が発生するまえにお
きている。 
r 語幹動詞のばあい、語幹末子音と語尾頭母音が脱落している。語幹末子音 r とシテ中止
形の語尾 ite の頭母音 i が脱落しているが、語尾 t の有声音化はみられない。ino-te いのて＜
inoQte いのって＜inor-ite いのりて（祈って）。口蓋音化が発生するまえに語尾頭母音 i の
脱落して促音が発生した、のちに促音も脱落したとみられる。 
語幹末子音が w のばあい語幹末子音と語尾頭母音が融合して u 音便化して、さらに脱落し
ている。古代語ハ行子音の p の語中での摩擦音化、有声音化、唇音退化（ハ行転呼音）とウ
音便化がおきたものとかんがえる。wara-te わらて＜waraute わらうて＜waraw-ite わらひ
て（笑って）。ri＞Q の変化も wi＞u の変化も口蓋音化が発生するまえにおきている。 
k 語幹動詞、s 語幹動詞、g 語幹動詞のばあい、語幹末子音の消失と語尾頭母音 i 脱落し語
尾頭子音 t が口蓋化した tɕ に変化している。da-tɕe だちぇ＜da-itɕe だいちぇ＜dak-ite だき
て（抱いて）。wata-tɕe わたちぇ＜wata-itɕe わたいちぇ＜wataɕ-ite わたして（渡して）。
ko-dʑe こじぇ＜ko-idʑe こいじぇ＜kog-ite こぎて（漕いで）。語幹末子音の脱落した脱落音
便がみられる。なお、g のばあい語尾頭子音が有声音化してジェ dʑe に変化しているのは、
イ音便化のまえに有声音化していたためである。 






ake-te あけて（開けて）。なお、語幹末母音が i になる動詞は、i の影響をうけて語尾にふ

































を特定出来ない。宮古語強変化の m 語幹動詞、s 語幹動詞、t 語幹動詞、r 語幹動詞は、古代
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語幹動詞、g 語幹動詞、＊w 語幹動詞のあらわれかたをみる。 
 




＊asubu に由来する tuʋ と aɕu:があらわれている。 
 













４．２．３ k 語幹動詞 
k 語幹動詞の過去形は、「行った」が調査票にあがっている。どの地点にもシ中止形＊iki
がみられるが、狩俣、池間は、シ中止形由来形式のほかに、ス終止形あるいはスル連体形＊iku







































狩俣方言、池間方言以外の下位方言では b 語幹動詞、g 語幹動詞、k 語幹動詞にシ中止形
があらわれるのに対して、狩俣方言、池間方言では、シ中止形とス終止形（あるいはスル連


































18) pa ̥tume: ta ̥kame: tubz ̩（鳩も鷹も飛ぶ）。（来間） 
19) ta ̥kanudu tubz ̩（鷹が飛ぶ）。（来間） 
20) sarumai ki:kara utɕi．（猿も木から落ちる。）（保良） 
21) m:na umandu uri．（みんなそこに降りる。）（保良） 
22) maznudu ama:tta ari uz15．（米がたくさん有っている。）（島尻） 
23) ssuznu arittɕi taskari: uz．（薬があって助かっている。）（島尻） 
                                                   
14 かりまたしげひさ（2011）でも焦点化助辞の有無が終止形の活用形を支配していないこ
とをのべている。 









由来形式である。sɿŋ ̩～s ̩n ̩（死ぬ）は強変化のシ中止形由来形式、あるいはスル連体形由来
形式である。 
 
強変化／tubz（飛ぶ）、asɿ ̥psɿ ̥～asɿ ̥bɿ ̥（遊ぶ）、kugz（漕ぐ）、iks（行く）、piz（行く）、
utus～utusɿ（落とす）、idasɿ（出す）、mutsɿ（持つ）、num（飲む）、puzɿ（̥掘る）、fʋ ̩z
（降る）、ksɿ:（切る）、ftts（縛って）、smaz（縛る）、kʰaʋ（買う）、fɔʋ（食べる）、aɾɔʋ
（洗う）、bju:（酔う）、kaʋ ̩～kaf ̩（被る）、fʋ ̩:（閉じる）、niv ̩（眠る）、az ̩（言う）、vvɿ ̥
（売る）、sɿŋ ̩～s ̩n ̩（死ぬ）、／kiz ̩（蹴る）、ksɿ:（着る）、bzɿ:（坐る）、 
混合変化／stɕi（捨てる）、uri（降りる）、utɕi（落ちる）、ffi:（呉れる）、uki（起きる）、
／mi:（見る）、i:（得る）、 



















                                                   
16 得られた語形からは＊kogoru、あるいは＊kogori が推定される。 
17 sɿmaɾi は「縛れ」か。 
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18 sï ̥ciu は「捨てている」か。 
19 uɾiɾu は「降りろ」か。 
20 aspi は「遊べ」か。 
21 idaɕe:は「出せ（命令形）」か。 
22 smaɿ か。 
91
かりまたしげひさ「宮古語の動詞活用－代表形、否定形、過去形、中止形－」 
（洗う）、bʲu:（酔う）、／kiz ̩/kiɿ（蹴る）、／  































う）、kav（被る）、ff/ffʋ ̩（閉じる）、niv ̩（眠る）、az ̩（言う）、bz:（坐る）、 
弱変化／stɕiz（捨てる）、uriz/uri（降りる）、utɕiz（落ちる）、ffi:z（呉れる）、zʑiz（得
る）、ukiz（起きる）、sniz（死ぬ）、／mi:z（見る）、ss（着る）、 
不規則／ss（来る）、ss（する）、az（有る）、uz ̩（居る）、nʲa:ŋ ̩（無い）、  
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強変化／kaʋ ̩（被る）、al ̩（言う）、sɿN（死ぬ）、ʦɿ:/ʦɿ:i（着る）、bɿ:/biʑi/bɿzɿ（坐る）、 
弱変化／okil ̩/okil ̩li（起きる）、ɕimiʥi（閉める）、／mi:ʥi（見る）、 



















































24) ki:nu  ʋa:gun nu:ri n:to: utaɕi fi:ru．（木の上に登って実を落としてくれ。）狩俣 
25) tuzzu smari kagoŋkai iʑiru．（鶏を縛って籠に入れろ。）狩俣 
26) taʋkʲaːɕidu f ̩nʲuː kuɡi kstaː（一人で舟を漕いできた。）保良 
27) kiːn nuːɾiː naz ̩zu utu ̥ɕi ̥ fiːɾu．（木に登って実を落としてくれ。）保良 











                                                   
25 八重山語石垣方言の混合変化 ukiN（起きる）、弱変化 mi:N（見る）はシ中止形由来形式
に N を後接させたものであり、ukiruN（起きる）、mi:ruN（見る）はスル連体形由来形式































































































































相や numi miːɾu（飲んでみろ）、tubi miːɾʊ（飛んでみろ）などのもくろみ動詞や、sti fiːɾo
（捨ててくれ）、ʨi ̥ɕi ̥ fiːɾu（切ってくれ）などのやりもらい動詞をつくる要素となるなどの
用法もおなじである。 








29) ffaf naikʲata:çi: aɾaN aɕibi ui / aɕibʲu:i（暗くなるまで外で遊んでいる）。池間 
30) mainiʨi teɾebʲu: mi: jui（毎日テレビを見ている）。池間 
31) namaː aminudu ffi uɿ / fʲu:zɿ．（今、雨が降っている。）砂川 
32) nnamaː aminudu fjuː / ffjuː．（今は雨が降っている）。狩俣 
 
主体の変化結果の継続 
33) upuaminu f ̩fitʨidu pʲaːɾinu ʦɿʣɿkʲuː． 
（大雨が降って、日照りが続いている。）保良 
34) kaɾʲa: bʲu:ittidu kˢɿnu:nu kutu:ba baɕɕidu uɿ． 
（彼は酔って昨日のことは忘れている。）砂川 
35) ɡaba:aminu ffi: ntanu ka:ki jui． 
（彼は昨日のことは忘れている。）狩俣 
36) kaɾʲa: ksnunu kutu:ba: baɕɕi uɿ． 
（大雨が降って土が乾いている）池間 
37) bo:ɕu: utuɕiʨidu tuzɡa ikʲu:ta:． 
（帽子を落として取りに行っていた。）保良 
38) bututuzza jamakasa numi:du bju:i uta:． 
（おとといはたくさん飲んで酔っていた。）久貝 
39) ɕinɕi:ja biʑiɕitidu， ffanukja:ja tatɕi: uta:． 
                                                   
28 存在動詞 az（有る）のアリ中止形に uz を組み合わせた継続相の形式があり、話の瞬間に存在
した一時的な状態を表わす。 
maznu ama:tta ari uz．（米がたくさん有る。）島尻 



























41) kju:ja tubansuga ksno: tubi（今日は飛ばないが、昨日は飛んだ）。狩俣 
42) ksnumaidu iŋgaija iki（昨日も海へは行った）。狩俣 












 書いて 遊んで 起きて 降りて 洗って 似て 
首里方言 katʃa:i ʔaʃiba:i ʔukija:i ʔurija:i ʔaraja:i nija:i 
伊平屋方言 katʃe: ʔaʃine: ʔukije: ʔurije: ʔaraje: nije: 
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表 7 沖縄諸方言、宮古語、八重山語のアリ中止形 
 
44) ʔamaNdʒi ʔaʃine: hwa:．（向こうで遊んで来い。）伊平屋村我喜屋 
45) ʔutuhe: hu:．（落として来い。）伊是名村勢理客 
46) ʔwidʒe: watataN．（泳いで渡った。）伊是名村諸見 
47) bo:ʃi hauje: ʔattʃuN．（帽子をかぶって歩く。） 我喜屋 
 
48) ʔnaNma ʔaminu hujo:N．（今雨が降っている。）諸見 
49) ʔnama ʔami hujoN．（今雨が降っている。）島尻 













51) （通巻 176 巻）「とよむ 大きみや もゝしま そろへやり みおやせ。」（訳：名高い大
君は百島を揃えて差し上げよ。） 
52) （通巻 632 巻）「いと ぬきやり、 なわ ぬきやり、」（訳：糸を貫いて、縄を貫いて） 
 








平良方言 kaki: aspi: uki: uri: arai: ni: 












53) utudo: guɕi numiN（弟は酒を飲んでいる）。動作継続 
54) aQpa:ja me: uke:N（母はもう起きている）。変化結果の継続 
 
































56) mmaduɿnu tubittɕi， fa:duɿmai tubinja:n． 
（親鳥が飛んで、子鳥も飛んでしまった。）狩俣 
57) fnju: kugitti unu atu jukui． 
（船を漕いで、そのあと休め。）来間 
58) funʲu: kuɡittikaɾa jukui（船を漕いでから休め）。砂川 
59) fu ̥sɨzzu numitti pja:pja:ti nivvi（薬を飲んで早く寝ろ）。砂川 
 
保良方言 
保良方言のシテ中止形は、アリ中止形に ttɕi のついた形である。保良方言では tɕi:（手）、
tɕida（太陽）などのように他の下位方言で ti となるところが破擦音化して tɕi になるので、














































不規則変化／kɿ ̥ɕi ̥tti（来て）、 
 
来間方言 
来間方言のシテ中止形は、アリ中止形に tti のついた形である。 
 
強変化／tubitti（飛んで）、kuɡitti（漕いで）、iki ̥tti（行って）、utu ̥ɕi ̥ti（落として）、f ̩faɕi ̥tti
（切って）、ʨi ̥ɕitti（切って）、smaɾitti（縛って）、ffi ̥tti（降って）、idasi ̥ti（出して）、
vvitti（売って）、numitti（飲んで）、faitti（食って）、aspɿtti29（遊んで）、bˢuːitti
（酔って）aɾaitti（洗って）、kiɾitti（蹴って）、 




久貝方言のシテ中止形は、aspsɕi ̥ti（遊んで）、ukiɕi ̥ti（起きて）のようにアリ中止形に ɕi ̥ti
がついた形と、kugitti（漕いで）、uɾitti（降りて）のように tti のついた形が混在している30。
                                                   
29 他のシテ中止形と異なりシ中止形に tti がついた形になっている。確認が必要か。 










強変化／aspsɕi ̥ti（遊んで）、kugitti（漕いで）、numiɕi ̥ti（飲んで）、idaɕi ̥ti（出して）、
utaɕi ̥ti（落として）、mutɕiɕi ̥ti（持って）、puriɕi ̥ti（掘って）、ki ̥ɕitti（切って）、sɿmaɾitti
（縛って）、vviɕi ̥ti（売って）、kavviɕi ̥ti（被って）、ffiɕi ̥ti（閉じて）、nivviɕi ̥ti（眠っ
て）、kaiɕi ̥ti（買って）、faiɕi ̥ti（食って）、bjuːiɕi ̥ti（酔って）、aɾaiɕi ̥ti（洗って）、andʑiɕi ̥ti
言って）、kiɾiti（蹴って）、snjiɕi ̥ti 死んで）、 
弱変化／ukiɕi ̥ti（起きて）、uɾitti（降りて）、uti ̥tti（落ちて）、sɿ ̥titti（捨てて）、fiːɕi ̥ti
（呉れて）、／miːɕi ̥ti（見て）、zʑiɕi ̥ti（得て）、biʑiɕi ̥ti（坐て）、kiɕiɕi ̥ti（着て）、 

















狩俣方言のシテ中止形も久貝方言のようにアリ中止形に ɕi ̥ti がついた形である。 
 
強変化／tubiɕi ̥ti 飛んで）、asbiɕi ̥ti（遊んで）、kugiɕi ̥ti（漕いで）、numiɕi ̥ti（飲んで）、
ikiɕi ̥ti（行って）、utaɕi ̥ti 落として）、idaɕiɕi ̥ti（出して）、mutɕiɕi ̥ti（持って）、ffiɕɕi
（降って）、puriɕi ̥ti（掘って）、kiɕiɕi ̥ti（切って）、ʋʋʋiɕi ̥ti（売って）、kavviɕi ̥ti（被っ
て）、ffiɕi ̥ti（閉じて）、niʋʋiɕi ̥ti（眠って）、kaiɕi ̥ti（買って）、araiɕi ̥ti（洗って）、faiɕi ̥ti
（食って）、aʑʑiɕi ̥ti（言って）、snjiɕi ̥ti（死んで）、 
弱変化／ukiɕɕi（起きて）、uriɕi ̥ti（降りて）、utiɕi ̥ti（落ちて）、ɕitiɕi ̥ti（捨てて）、fiːɕi ̥ti


































強変化のシテ中止形は、子音語幹に語尾 itti や ittɕi が後接し、弱変化のシテ中止形は母音
語幹に tti や ttɕi が後接している。いずれもアリ中止形に tti や ttɕi がついた形である。 





























































































(1) a. [avva]（油）【伊良部・久貝】，[mizza]（韮）【久貝】 
 b. [ffa]（子供）【久貝】，[ssï]（巣）【久貝】 
 c. [sta]（舌）【伊良部】，[mta]（土）【伊良部・久貝】 
 
ペラール(2007)や Shimoji (2008)では，(1b)のような重子音について，宮古方言が持つ 2 モーラ





 a. [f.fa]，[s.sï] 








よそ 1:2～3 程度だと報告されている（Han 1962 など）ことから，系統的に近い関係を持つ宮
古方言でも同様であることは想像に難くない1。だが，たとえそうだとしても，確認することに
意義はあるだろう。 
































 a. 伊良部方言：1924 年生，男性 
 b. 久貝方言：1926 年生，男性 
 
 子音の持続時間を計測するとき，特に重子音と単子音の比較を行うならば，後続母音の持続
                                                        
2 日本語の方言まで広げると，八丈方言（馬瀬 1961），安島方言（新田 2011）や，九州地方の広い範










































1 で<cl>としている部分）の持続時間は，[t]が 50 ミリ秒，[tt]が 143 ミリ秒（比率 1:2.86）だっ
















































































部分のみに見られることが多い（Kawahara 2006 など）。図 4 右においても，閉鎖部分でのボ
                                                        
4 この記述は厳密には正しいとは言えないが，分かりやすさを優先してこのように記した。日本語の有

























る。持続時間を計測したところ，[z]は 74 ミリ秒だったのに対し，[zz]は 173 ミリ秒（SD=29，












































































































（左：1 回目，中：2 回目，右：3 回目） 
 
まず摩擦の雑音成分について観察すると，どの発話でも摩擦はかなり弱く出ている。次にボイ
スバーについて観察すると，1 回目では子音部分全体に見られるが，2 回目，3 回目では後半部
分がなくなっている。聴覚印象でも 2 回目は[vf]のように聞こえる。持続時間を見ると，1 回目





(5) a. どの方言でも摩擦は持続しており，破擦音や破裂音には変化しない。 
 b. 伊良部，久貝，池間方言では全体にわたって声帯振動がある。 































[nn]が 110 ミリ秒（比率 1:2.24）だった。 
 
２.３.２ [f]と[ff] 
















この図からも明らかなとおり， [ff]の方が[f]より長く実現している。持続時間は，[f]が 92 ミ

















































（SD=0.00，n=2）だったのに対し，[vv]は 143 ミリ秒（比率 1:1.70）であった。 
 以上の結果を見ると，いずれにおいても重子音は単子音より長い持続時間でもって実現して















 a. 無声阻害音が後続する語5 
  mkiiN，mta，msu 
 b. [n]が後続する語 





 伊良部方言における [maʋkjaː]（正面）と[mta]（土）の音声波形とスペクトログラムを図 15
に示す。 
 

























 a. 子音連続：[msu]，[mta]，[mkiiN] 
 b. 音節初頭：[amambuni]，[maxaï]，[umatsï]，[nnami]，[nufumunu]，[ɕɕanamunu]，[mizza]，
[midzï]，[maʋkjaː] 





位置 平均（SD） 最大値 最小値 サンプル数 
子音連続 77.8（4.3） 100.3 73.5 3 
音節初頭 51.4（15.9） 81.6 28.2 12 
音節末尾 86.7（18.7） 114.4 57.7 6 
 
この表から持続時間は音節初頭＜子音連続＜音節末尾の順で長くなっている。差を比べると，
子音連続と音節末尾は 8.9 ミリ秒，子音連続と音節初頭は 26.4 ミリ秒と音節末尾の方が小さく
出ている。サンプルも少なく，標準偏差も大きいため，決定的なことは言えないが，この結果
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　そこで、本調査のデータを活用した実験的試みとして、まず手始めに 2011 年 11 月に、小
規模ながら聞き取り用の項目をアンケート調査の中に含め、方向性を探ることにした。さら






2.1　調査 1 は 2011 年 11 月に、宮古島市における県立高校 2 校の協力を得て行った、高校生
の言語生活実態調査の一部である。調査はアンケート調査と面接調査を組み合わせたもので
あるが、このうちのアンケート調査の中に本調査で得られた音声データから特徴的音声を含




で筆記するよう指定、片仮名 / 平仮名は自由）、2) 意味を知っているか、について筆記して
もらった。また比較のため、2012 年 3 月に沖縄本島中部の高校の協力を得て、同じ調査項目
についてアンケート調査を実施した。各高校をここでは A 高校、B 高校（以上宮古島市）、C
高校（浦添市）とする 1。3 校併せて 130 名（男子 79 名、女子 51 名）の回答が得られた。
　調査 2 は、調査 1 の結果を踏まえ、規模を少し拡大して音声聞き取りに特化したもので、
同じく本調査のデータより 50 項目を選び、2012 年 3 月に同じく宮古島市の高校で実施した。
50 個の書き取りは通常のアンケート調査と違って生徒にもかなりの負担を強いるものであ
るため、協力者は希望者を募る形で学校側に依頼したところ、17 名（男子 2、女子 15）の協
力を得ることができた。以上 2 つの調査の概要について次項で示す。
2.2　調査項目について
　調査 1 では表 1 に示すような 4 個の語と 1 個の文データを用意した。選択のポイントは標
準語音声との相違の目立つ特徴的音声、即ち、1) 摩擦噪音を伴う中舌母音、2) 子音（[m̩][ɭ] など、




















高等学校（浦添市）の 3 校である。ご協力に対し心より感謝申し上げる。なお、調査 1 は一橋大学社会学部中島ゼミナー
ルに所属する学部生 14 名、及び大学院生 1 名、鹿児島志學館大学学部生 3 名が分担して行った。調査 2 は、中島と本
稿筆者 2 名の大学院生が分担して行った。














































久貝 保良 宮国 来間 伊良部 国仲
頭 ○ － － － ○ ○ 3
肝 ○ － － － ○ ○ 3
サトウキビ ○ ○ － － ○ － 3
息 ○ － － ○ － － 2
稲光 ○ ○ － － － － 2
お前 ○ － － － － ○ 2
鎌 ○ － － － ○ － 2
霧 ○ ○ － － － － 2
こぶし － ○ － － ○ － 2
魚 ○ － － － ○ － 2
人 ○ － － － ○ － 2
みんな ○ － － － ○ － 2
姪 － ○ － － － ○ 2
油味噌 － ○ － － － 1
蟻 － － － － － ○ 1
海 － ○ － － － － 1
鏡 － － － － ○ － 1
口 － － － － － ○ 1
クワズイモ － ○ － － － － 1
子 ○ － － － － － 1
誰も － － ○ － － － 1
月 ○ － － － － － 1
東 ○ － － － － － 1
昼間 ○ － － － － － 1
みんなで － － ○ － － － 1
老人 ○ － － － － － 1















は宮古島市 2 校の生徒の出身地と現居住地の内訳である。県外出身者が宮古 4、伊良部 5、
計 9 名に上っているが、集計からは除外していない。C 高校については別途表 7、表 8 に示
した。
　調査 2
 　調査に協力してくれた高校生は上述の通り計 17 名（1 年生 3 名、2 年生 14 名）、男女内訳
は女子 15 名、男子 2 名である。出身地は宮古島島内 14 名（伊良部島出身者はなし）、沖縄
県外が 3 名（鹿児島、愛知、東京）である。現在の居住地は全員が宮古島島内で、うち平良
地区（下里、西里、東仲宗根などを含む）が 12 名を占め、残りは久貝 2 名、砂川 1 名、城
辺 1 名、不明 1 名である。島外居住経験者のうち 12 名が宮古島居住年数 16 年以上だが、残
りの 5 名の中には 5 年以下という者も 2 名いた。通常のクラスを対象とした調査でも、この
ように生え抜きと見なせる生徒のみでない状況は同じであることから、敢えて調査対象を区
別しないことにした。両親についてはともに宮古島島内出身であるものが 11 名、どちらか








　男女 Ａ高校 Ｂ高校 C 高校 計
男子 20 21 38 79
女子 27 9 15 51
　計 47 30 53 130
表 5　出身地（A 高校・B 高校）
Ａ高校 Ｂ高校 計
宮古群島内 41 23 64
沖 縄 県 内 2 2 4
県　　外 4 5 9
計 47 30 77
表 6　現在の居住地（A 高校・B 高校）
Ａ高校 Ｂ高校 計
平良 36 1 37
城辺 4 0 4
上野 3 0 3
下地 2 0 2
佐良浜 0 13 13
伊良部 0 10 10
不明 2 6 8
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　回答のあった 121 名のうち、語頭に「カ」3 以外を選んだのは 12 名のみで（表 9）、残りは
全員「カ」で始めており、さらにその半数以上が「カナマ」まで音源に一致する。そこでま
ずこの「カナマ」まで一致する回答について、その次にどのような表記が選ばれているかを
見てみた（表 10）。最も多いのは母音で、成節的 l を反映したかと思われる「ル」は全体で






















計 7 5 12
表 10　「カナマ」の後に何を書いたか
カナマ + イ ウ エ ズ ル ア / ー ヌ ン なし
A 高校 6 5 1 3 3 ― 2 3 2
Ｂ高校 22 3 ― ― ― 2 ― ― ―
Ｃ高校 ― ― 1 ― 2 1 ― 2 1
計 29 8 2 3 5 3 2 5 3 59
表 11　「カナ X」の後に何を書いたか
                                      （X は任意の 1、もしくは 2 文字）
カナ X + ン イ エ リ ア
A 高校 6 3 2 2 1
Ｂ高校 ― 1 ― ― ―
Ｃ高校 15 ― 1 ― 1




































た 2 文字型の回答（75 名）であるが、そのうち語末の鼻音が「ム」など M5 のものはわずか
6 名で、3 校ともに「ヌ」や「ン」が多く選ばれている。即ち、語末の -m についての認識が
5　語末の鼻音について細かい違いをまとめ、ヌ、ンなどを N、ムや小さく書かれたムなどを M のように大文字で大ま
かに示す。
表 14　意味理解と形の関係（正解者の表記）
「頭」 カナマイ カナムアイ カナマウ / ゥ カナマル カナム
A 高校 2 ― 1 1 1









Ａ高校 9 38 47
Ｂ高校 ― 29 29
Ｃ高校 20 25 45
計 29 92 121
表 16　「肝」：クの後の摩擦噪音の反映と見られる表記
ス セ ツ 計
Ａ高校 9 ― ― 9
Ｂ高校 ― ― ― 0
Ｃ高校 18 1 1 20
計 29 1 1 31
表 17　摩擦噪音の反映とみられる要素のないもの
2 文字型 その他 計
末鼻音 計 KNC KNN KvN
Ａ高校
N 28 5 3 2 38
M 2 ― ― ― 2
Ｂ高校
N 24 3 ― 0 27
M 0 ― ― ― 0
Ｃ高校
N 17 3 ― ― 20
M 4 1 ― ― 5
　　計 75 12 3 2 92






3 文字型 その他 計
末鼻音 計 KSNC KSNv ＊ KSNN NKSN
Ａ高校
N 6 ― ― ― 1 7
M ― ― ― ― ― 0
Ｂ高校
N ― 1 ― ― ― 1
M 0 ― ― ― ― 0
Ｃ高校
N 10 ― ― ― ― 10
M 8 1 1 1 ― 11
　　計 24 1 1 1 0 27
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低いか、もしくは方言音声として知ってはいても表記には N 系を選んでいるのかもしれない。
一方摩擦噪音の反映とみられる要素のあるもの 27 回答のうち最も多いのは 3 文字型の 24 名












回答のうち 96 名が語頭に「ミ」を選んでいるが、「ニ」も 27 名あった。ただしこれら以外
のものも、「びんず」1 例を除いて「みゅんず」「ネンムズ」のように鼻音を用いている。ま
た語末には「ツ」の 2 例を除きすべてで「ズ」が使われている。このように「ミ / ニ　ズ」
という構造が大勢を占めるので、この中で元の成節的 m の位置にどのような文字が挿入さ
れているかを見てみる。「ミ」で始まるもの、「ニ」で始まるものそれぞれ別にまとめたもの
が表 19、表 20 である。いずれも「ン」が圧倒的に多く、成節的 m を反映したとみられる「ム」
はわずかである。しかもここでも敢えて選んだのは沖縄本島の高校生のほうが多い。摩擦噪
音を伴う中舌母音に比べて成節的子音 m, l などは、それ自体は外国語の音にも慣れている現
表 19　語頭が「ニ」で始まるもの
語中はどんな形をしているか
ン ンッ ンム ム 計
Ａ高校 8 1 1 1 11
Ｂ高校 ― ― ― ― 0
Ｃ高校 9 ― 5 2 16
計 17 1 6 3 27
例 ニンズ にんっず ニンムズ ニムズ
表 20　語頭が「ミ」で始まるもの
語中はどんな形をしているか
ン ンッ ンム ウン ム ミ ニ ンムン なし 計
Ａ高校 32 ― 2 1 ― 1 ― ― ― 36
Ｂ高校 28 1 ― ― ― ― ― ― ― 29
Ｃ高校 18 ― 1 ― 3 4 1 1 2 30
計 78 1 3 1 3 5 1 1 2 95


















（[ffanudu mmaɾiː] の助詞 nu の部分が -r- に近く聞こえる）。文を項目として加えてみたのは、
文と単語とで音声聞き取りに差はあるのか、また意味理解度は異なるのか等について見るた
めである。




われる前半部分を見ると、半分以上を FARD, PARD が占めている（表 24, 25）。最後の D に当
たる部分は「ド」「ドン」「ドゥ」などで、一定はしていないが元の音源の助詞部分を聞き取っ
た結果と見られる。だとすれば両方のグループ併せて 52 名、全体の 4 割ほどの生徒は前半
部分をおおよそ把握していることになる。この結果から、少なくとも音形上の問題として、
表 21　「握り飯」　対応に困った結果の対処？
マジムン マヨネーズ マイブーム マングフ ワームン ワンヌ
Ａ高校 3 ― 1 1 ― ―
Ｂ高校 21 ― ― ― ― ―
Ｃ高校 1 1 ― ― 1 1
計 25 1 1 1 1 1
表 22　「握り飯」の意味は？
おばけ ゆうれい ごはん 美味しい 私の趣味
Ａ高校 ― 1 ― ― ―
Ｂ高校 11 3 1 1 1



























































PARD PANG PAND PARG PARK PART PAFUN BARD HAND HARB HANZ
A 高校 18 ― ― 2 2 ― 1 ― ― ― ― 23
B 高校 1 ― ― ― ― ― ― ― ― 2 ― 3
C 高校 9 3 5 ― ― 1 ― 1 1 ― 1 21
　　計 28 3 5 2 2 1 1 1 1 2 1 47
表 24　「子供が生まれる」：前半部分が「ファ」で始まるもの
FARD FARN FARNT FAID FAIB FAIT FAIND FANG FARG/K FANZ 計
A 高校 11 1 1 ― 1 ― ― ― 4 1 19
B 高校 9 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 9
C 高校 4 ― ― 2 ― 7 2 1 ― ― 16













3.2 調査 2 の音声聞き取りと意味理解



























地点 久貝 国仲 伊良部
音形 kʰanamazï kanamaɭ kʰanamaɿ
1 カナマズ カナアマル 無回答
2 カナマヅ カナマル タナモエ
3 カナマズ カナマル カナマル
4 カナマズ カナマル カナマル




7 カナマズル カナァマル カナンマ
8 カナマズ カナマル カナモエ
9 カナマツ カナーマル カナモァ
10 カナマズ カナーマル カナム
11 カナマズ カナマズ タナグェ
12 カナンマズイリ カナァマル カナンムゥ
13 カナマズ カナマル カナム
14 カナマズ カナマズ カナマズ
15 カナマツ カナマズ 無回答
16 カナマズ カナマル カナムゥ
17 カナマァズ カナーマル タマム
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がつかないまま終わった可能性が高い。
　これを再び 3 地点の相関関係から観察してみる。久貝―国仲を Z/L で区別した 12 名のう
ち、4 名は伊良部に対して母音を、3 名は「ル」を選んでいるが、残りの 5 名は 1 名がズの
ほかは回答が書かれていない。上述のように狩俣などに較べれば（記録によれば [kanamaɯ 
~ kʰanamaï] とされる。別に aha も併用される）、伊良部の発音は舌が歯茎にかなり近づいて
いるようにも聞こえる。高校生の場合意味がわからないだけに、書き取るにも苦労したもの
と推測される。なお、意味についての回答はわずか 2 名からしか得られず、うち 1 名は国仲
の回答のみ正解で、あとの 2 地点については意味を正しく答えることができなかった。
　表 30 は、「稲光」の全表記である。語末部分に注目すると、久貝では 1 例の「ヅ」を除いて、
すべて「ズ」となっている。それに対して保良ではズを選んだのは 1 名だけで、ルが 11、「ズ・ヅ」















地点 久貝 国仲 伊良部
音形 kʰanamazï kanamaɭ kʰanamaɿ




ヅ 1 ― ―
ツ 2 ― ―
ス ― ― 1
ズル、ズイリ 2 ― ―
ル ― 13 2
ル ― 1 1
エ、ェ ― ― 3
ゥ ― ― 2
ァ ― ― 1
なし ― ― 4
計 17 17 17
表 29　「頭」：３地点間の相関関係
久貝 国仲 伊良部
-Z -L -I 4
12
-Z -L -L 3
-Z -L -Z 1
-Z -L - なし 3
-Z -L 無回答 1
-ZL -L -I 2
2
-ZL -L - なし 1
-Z -Z -Z 1
3-Z -Z 無回答 1
-Z -Z -I 1
（それぞれの表記を大まかに分類してアル
ファベット大文字でタイプとして示す。

























































表 31　「稲光」：語末部分 2 地点相関
久貝 保良





表 32　「稲光」「東」「頭」：久貝の *ri への反応
稲光 東 頭
Z Z Z 10
Z ZN Z 2
Z Z ZL 2
Z Z C 2




表 33 　「肝」：3 地点・17 名の全表記
地点 久貝 国仲 伊良部
回答者 kˢᶻïmu ʦɨmu ʦɿmu
1 クスム ツム セム
2 ツヌ ツム スム
3 プスム ツム スム
4 プスム ツン セム
5 ク
〇
 ズ ツム セム
6 ックニ ツン セム
7 クゥシニ ツゥム スィム
8 ティニ ツムゥ シィム
9 クスリ ツェム セム
10 クスヌッ ツム セム
11 クスヌ ツム シム
12 クンミ ッム スィム
13 クスムッ ツム ツィム
14 ツニ ツム セム
15 クム ツム シム
16 クスミ ツム セヌ
17 クム ツム セム
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の中心であったためである。そこで、これら 4 語の表記をまとめてみた（表 39）。久貝の強
い摩擦噪音は「ス」や「ツ」などに反映されていると思われるが、「霧」「月」ではとくにそ





地点 久貝 国仲 伊良部 　計
a KS C S 7
b KS C C 1
c K C S 3
d C C S 2
e PS C S 2
f CK C S 1































地点 久貝 保良 計
a KS KS 7
b KS Ki 1
c KS KiS 1
d PS KS 4
e PS KZ 2
f PS KF 1



















名、「ピ、プ」等を選んだものが 8 名、「ト」が 1 名と選択が分か
れ、しかも後半部分についても「ト、トゥ」併せて 10 名のほかに、
「テ、タ」などもあって一定していない。ちなみに、この後半部
分の表記を見ると、久貝については 17 人中 12 名、表記がばらけ
た伊良部でも 8 名が小さい「ウ」を最後に付しており、円唇母音
表 39　久貝の *ki をどう表記したか（17 名の全表記）
語頭 語末
肝 霧 月 息
1 クス クス クス クズ
2 ツ クス クス ツ
3 プス プス クス ップゥ
4 プス プス クスゥ フ
5 ク
〇
 プス スゥ ク
6 ック プス クス プク
7 クゥ クス クス ク
8 ティ クゥス クスゥ クゥ
9 クス クス クス ク
10 クス クス クスゥ クゥ
11 クス クス ― ク
12 ク クスゥ クスゥ ユク
13 クス クス クスォ クズ
14 ツ クス クス ク
15 ク クス クスゥ ツゥ
16 クス プス ツス プゥ










































肝 霧 月 息
あり 13 17 16 6






























表 43 のようになる。4 地点のすべてに
ついて摩擦噪音に対応したと思われる




























表 43　久貝の *hi をどう表記したか（17 名の全表記）
語頭 語中
人 昼間 老人 稲光
音形 pstu psïma uipstu mːnapskaz
1 プストゥ プスマ ウミプトゥス ンナプカズ
2 ピツ プスマ ウイピトゥ ンーナツカズ
3 ピストゥ プスマ ウリピスト ンナプスカズ
4 プストゥ プスマ ウィッピストゥ ンーナプスカズ
5 ピストゥ プスマ ウイプストゥ ンーナプゥカズ
6 プスト プスマ ウィプスト ンーナプスカズ
7 プストゥ プスマ ウミプストゥ ンナプスカズ
8 ピストゥ ピスィマ ウィピストゥ ンナピカズ
9 プストゥ プスマ ウィプスト ンナプツカズ
10 ピストゥ プスマ ウィピストゥ ンーナスプカァズ
11 ピトゥ プスマ ウミピトュ ンーナプツカァズ
12 プストゥ プスマ ゥィピストゥ ンーナプゥカズ
13 プスト プスマ ウミプスト ンーナプスカズ
14 プストゥ プスマ ウイプゥト ウンナツカズ
15 ピトゥ プスゥマ ウイピトゥ ンナピカヅ
16 ピゥス プスマ ウグィクス ンナプクスカズ
17 ツゥトッ ピスマ ウウィップスト ンナッピカズ
表 42　「人」：語頭の対比
人 ピス プス ピツ ツ 無回答
久貝 5 8 1 1 0
伊良部 2 4 1 6 2
表 44　久貝の *hi：摩擦噪音に対応した部分の有無
人 昼間 老人 稲光 回答数
a 〇 〇 〇 〇 7
b 〇 〇 〇 × 5
c × 〇 × 〇 2
d 〇 〇 × × 1
e × 〇 〇 × 1
f × 〇 × × 1
表 45　「みんな」（17 名の全表記）
地点 久貝 伊良部 宮国
みんな みんな みんなで
音形 mːna mːna m̩ˀnaɕi
1 ウムンナ ンナ プンーナシ
2 ンーナ ンナ ピーンナシ
3 ンッナ ンナ ピッナシ
4 ンーナ ンナ インナシィ
5 ンーナ ンーナ ンーナシ
6 ンーナ ンナ ンーナシ
7 ンーナ ンナ ピンナシ
8 ンーナ ンナ ンナシ
9 ンーナ ンナ ンナシ
10 ンーナッ ンナァ ンーナシ
11 ンーナ ンナ ンーナシイ
12 ンーナッ ンナァ ンーナシュ
13 ンーナ ンナ ンーナシ
14 ンーナ ンナ ンーナシ
15 ンーナ ンナ ンーナシ
16 ンナァ ンナ インナシ






　本報告では以上、*ri, *ki, *hi に対応すると思われる音声を含むもの、及び成節的 m につい
ての結果を紹介した。語の聞き取りはこのほか有声音 g- に中舌母音が続く場合や、*i に対応







































表 47「サトウキビ」　3 地点 17 名の全表記
久貝 保良 伊良部
音形 buːɡᶻï bʊːɡᶻɿ ~ bʊːʣɿ buːʣɿ
1 ウーズ プーグ ブーズ
2 ウージ ブーク ブーズ
3 ウォーイズン ドゥーク プーッグ
4 ウージン ドゥーグ ブーブゥ
5 ウーズ ウークヌ ヴーズゥ
6 ウィズン ドプーク プーグズ
7 ウーイズ ドゥーグ ブゥーグ
8 ヴーズ ドゥーグゥッ プゥーズ
9 ウーィズ ドゥーク ブーグズ
10 ボーイズ ブウーク ブゥグズ
11 ウーイズ ドゥーグ ブーク
〇
 
12 ウゥズ プーンクゥ プーングズゥ
13 ウーズ ブーグズ ブーグズ
14 ウーズ ドゥーグ ブーズ
15 ― ドゥムク ドゥーワ
16 ウグイズゥ ドゥーグ ウーズ
17 ウゥーズ ブーグ ブーグズ
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音形 koːkoːɕeija ɕeif̩kuːdu kˢɿː 意味は？ 「着る」部分
1 コーコセイーヤ　セイフクヲド　プスー 高校生は　制服を　着けている プスー
2 コウコウセイヤ　セイフクヲトオ　ツー 高校生は　制服を　着ている ツー
3 コウコウセイヤ　セイフクトゥ　プスー ― プスー
4 コウコウセイヤ　セイフクオトゥ　クスゥー ― クスゥー
5 コウコウセイヤ　セイフクヲドゥ　キヌゥ 高校生は　制服を　着ている キヌゥー
6 コーコーセイヤ　シェイフクゥナ　ツー 高校生は　制服を　着れ ツー
7 コーコーセイ　ヤ　セーフクヲトゥー　ツヅ 高校生は　制服を　着ける ツヅ
8 コーコーセイヤー　セイフクヲトゥー　ツユー 高校生は　制服を　着る ツユー
9 コーコーセーヤ　セイフクードゥプスー ― プスー
10 ― ― ―
11 コウコウセイヤー セイフクヲドゥー、クス－ 高校生は　制服を　着る－ クスー
12 ホゥホゥセィヤァー　シェイフクゥトゥ　クスゥー 高校生は　制服を　きる クスゥー
13 コウコウセイヤ　セイフクヲドゥ　クスー ― クスｓー
14 コウコウセイヤ　セイフクヲトゥ　ピスゥー 高校生が　制服を　着る ピスゥー
15 コウコウセイヤセイフクヲトクスー 高校生は　制服を　着る クスー
16 コーコーセイヤー　セイフク　トゥオ　スー ― スー
17 コーコーセイヤセイフクトゥプスウ ― プスウ
表 49　「茶はさっき飲んだ」（砂川）（保良）17 名の全表記
音形 ʧaːja nnamadu numtaᶻɨ 意味は？ 「飲んだ」部分
1 チャーヤ　ンナマズヌンタン ― ヌンタン
2 チャーヤ、ンナマド　ノンター あの人は今まで飲んでた ノンター
3 チャーヤ　ナマズヌンタル ― ヌンタル
4 チャーヤンナマドゥ　ヌンタ ― ヌンタ
5 チャーヤ　イツフトゥ　アスピタァ＊ ― アスピタァ＊
6 キャーヤ　ナマデ　ヌンタル 茶がなまでぬるいよ ヌンタル
7 チャーヤ　ンナマドゥ　ヌンタウ ― ヌンタウ
8 チャー　ヤンナンマドゥ　ヌンタウ お茶を今まで飲んでいた ヌンタウ
9 チャーヤ　ンナマドゥ　ヌントゥン ― ヌントゥン
10 ― あんたなんか今まで酒飲んでたな？ ―
11 チャーヤ、ンナマドゥ ヌンタゥ 今 ヌンタゥ
12 チャーァアヤ　ナマド　ヌゥンタゥン ― ヌゥンタゥン
13 チャーヤ　ンナマドゥ　ヌンタヴ お茶を　今まで　のんでいた ヌンタヴ
14 チャーヤ　ンナマドゥー　ヌーター 茶を今まで飲んでた ヌーター
15 チャーヤンナマドゥヌンタ お茶は今まで飲んでいた ヌンタ
16 チャーヤ　ナマズ　ヌンタン ― ヌンタン

































第 7 巻 4 号 , 99-111
表 50　祖父母との同居について（2011 年 11 月調査より、計 130 名、父方 / 母方は区別せず）
高校 同居していない 近くに住んでいる 同居している 過去に同居していた 無回答など
A（宮古）高校 71.43% 1.79% 16.07% 3.57% 7.14%
B（伊良部）高校 46.67% 3.33% 46.67% 3.33% 0.00%
平均 59.05% 2.56% 31.37% 3.45% 4.65%
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図 3　「 心臓」 図 4　「霧」
図 2　「 頭」
  摩擦噪音あり 　KANAMAZ
  摩擦噪音なし 　KANAMAI
  成節的子音 　KANAMAL
  別語形






  摩擦噪音あり 　KSI:
  摩擦噪音なし 　KIRI
  破擦音 　CI:

























図 5　「 息」 図 6　「 昼間」
図 7　「 サトウキビ」 図 8　「海」
  摩擦噪音あり 　IKSI
  摩擦噪音なし 　IKI
  破擦音 　ICI
  データなし 
  摩擦噪音あり 　PSIMA
  摩擦噪音なし 　PI:MA













































































る。 [ ： 音調の上がり目を表す。] : 音調の下がり目を表す。 







(4) 文法項目では，発音の揺れや複数語形の回答の範囲を {   } でくくって表す。例えば，
「N-155B-2：池間：kjuːja {teŋkinu / suɾanu} baikaiba tubimunumai tubaɴ（今日は天気
が悪いから飛行機は飛ばない）」は，「天気が」に対して teŋkinu と suɾanu の２つの語
形が回答されたことを表す。文単位で複数回答を示す場合は，２つ（またはそれ以上の）
文を ‖ で区切って表す。例えば，「N-155B-2：来間：kʲuːja tinʦɿn̥u bazk̩aɾiba çik̥oːkʲaː 
tubaŋ ‖ kʲuːja ʋaːʦʦɿ ̥n̟u janakaɾiba çik̥oːkʲaː tubaŋ」は「今日は天気が悪いから飛行機は
飛ばない」に対して２つの文が回答されたことを表す。 





















   <項目>   <地域>       <調査者>         <表記> 
基礎語彙ａ：池 間：ローレンス，荻野，平子，青井  ：ï  
      狩 俣：ローレンス，中澤        ：ï 
      島 尻：白田，ペラール         ：ɿ  
      大 浦：林，竹村            ：ɿ 
      久 貝：ローレンス，仲原，川瀬，久保薗 ：ï  
      与那覇：白田，小川           ：ɿ 
      上 地：新田，井上，川瀬        ：ɨ 
      来 間：ローレンス，平子        ：ï  
      砂 川：狩俣，木部，平山，竹村     ：ɿ 
      保 良：白田，徳永，ペラール      ：ɿ 
         伊良部：ペラール，竹村         ：ɿ 
      国 仲：新田，中澤           ：ɨ 
基礎語彙ｂ：池 間：新田，平山，松浦，川瀬     ：ɿ 
      狩 俣：中島，竹田           ：ɨ  
      島 尻：下地，林            ：ɿ 
      大 浦：平子，久保薗          ：ɿ 
      野 原：野原，徳永，又吉，平山      ：ɿ 
      保 良：新田，平子，中澤        ：ɿ 
      伊良部：木部，仲間(博)，當山       ：ɿ 
150
消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究 南琉球宮古方言調査報告書 
 2012 年 8 月 1 日 国立国語研究所 
 
 
         国 仲：諸岡，徳永           ：ɨ 
文法（前）：池 間（野原，仲原，デイビス，内海）    ：ï 
文法（後）：池 間：又吉，山田，白田，當山     ：ɿ 
文法（前）：狩 俣：仲原，松本           ：ï  
  （中）：狩 俣：仲間(恵)，デイビス，内海    ：ɿ  
文法（前）：久 貝：野原，林，仲間(博)，松本    ：ɿ 
文法（前）：与那覇：下地              ：ɿ 
  （中）：与那覇：林               ：ɿ 
文法（前）：来 間：狩俣，内海，デイビス      ：ɿ 
  （中）：来 間：金田，井上，竹田        ：ɿ  
文法（前）：宮 国：金田，竹田           ：ï・ɿ・ɨ 
  （中）：宮 国：田窪，中島           ：ɨ 
文法（前）：砂 川：仲間(恵)，井上，荻野      ：ɿ 
  （中）：砂 川：西岡，内海，デイビス      ：ɨ 
文法（前）：保 良：狩俣，當山           ：ɿ 
  （中）：保 良：下地，諸岡           ：ɿ 
  （後）：保 良：狩俣，金田，山田，諸岡     ：ɿ 

























子音  p p,b p,b m m 
番号  a155 a169 a016 a087 a104 
地域  昼間  冷たい  髭・毛  ウニなどの
肉・身  韭（にら）  
池間  hiːma hiɡuɾumunu hiɡi miː miːna 
狩俣  psm̟̥ a bzɡuɯ bzɡɯ ~ bzɡï ~ bïɡï mïː mïzza 
島尻  pˢɿnaχa / 
pˢɿma bᶻɿɡuɾu bᶻɿɡi miᶻɿ miᶻɿna 
大浦  pˢɿma bᶻɿɡuɾukaŋ pˢɿɡi ~ pɿɡi miɿ miɿna 
久貝  psïma psïɡuɾumunu psɡi kaʣaᵗsanumiz mizza 
与那覇  pˢɿm̥a pˢɿɡ̥ʊɾʊːnʊ pᶻɿɡi mᶻɿː mᶻɿːna 
上地  pˢɨma pˢɨsa ~ pᶝɨsa pᶝɨɡi mɨː miɮla ~ milna 
来間  pssïma pzɡuɾoː psɡi mïː mïːna 
砂川  pˢɿːma psɡ̩uɾuːpsɡ̩uɾu psɡi ~ pˢɿɡ̥i mz ̩ː  nʲiɾa / mizn̩a ~ miɿna 
保良  pˢɿːma pˢɿɡʊɾʊːnʊ pˢɿɡi mᶻɿː sɿʋna ~ sɿʊna 
伊良部  pˢɿːma pˢɿɡuɾumunu pˢɿɡi / fʋ̥ʦɿpˢɿɡi miɿ nubiɿ 
国仲  pʰɨɭːma pʰɨɡuɾumunu pʰɨɡi mɨː mɨɭna 
子音  s s s s ʦ,s 
番号  a003 a007 a008 a014 a032 
地域  櫛 唇 舌 歯茎  膝 
池間  fu̥ɕi  fu̥ʦï ɕta haʣïsï sïɡusï 
狩俣  fu̥sï = fʷsï sïba st̩a   pʰabasï ʦïɡasï / pʰïʣa 
島尻  ssɿ ᶻɿba ᶻɿda pʰabas(ɿ) tuɡusɿ ~ tuɡasɿ 
大浦  sː ~ sɿː NR ɿda ~ ᶻɿda pʰaːnuniː suɡasɿ 
久貝  fsï  sïba sïda pʰasï ~ pʰḁsï ʦïɡusï 
与那覇  fˢɿʊ sᶻɿba sᶻɿda pazɿsɿ ʦɿɡʊsɿ 
上地  fu ( ff か？) sɨba  sɨda pḁsɨːsɨ  ʦɨɡusɨ 
来間  fu̥sï sïba sïda pʰasïːsï ʦïɡusï 
砂川  f s̩~̩f s̩ɿ ̥~̟fʋ̩sɿ  sb̥ ̟a ~ spa sɿda ~ sɿ d̥a pabasɿ ~ pabas ʦɡusɿ ~ ʦɿɡusɿ 
保良  fʊ̥sɿ sɿba sɿda pʰapasɿ~pʰab̥asɿ ʦɿɡʊsɿ 
伊良部  fʋ̥sɿ sɿba sta pʰḁsɿːsɿ ʦɿɡusɿ 
国仲  fsu sɨbaɣa sɨ t̥a (sta か) － ʦɨɡusɨ 
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子音  s s s s ʣ,z 
番号  a078 a076 a122 a185 a002 
地域  鳥の巣  豚などの肉  帯 村 髪の毛  
池間  tuinusïː sïːsï su̥kuː ~ sïk̥uː mmaɾiʣïma kiː 
狩俣  sïː sïːsï sïpʰuɡɯ sïma kaɾaʣï 
島尻  ssɿ ɕiːsɿ safuɡᶻɿ ~ sapuɡᶻɿ sɿma kʰaɾaʣɿ 
大浦  sɿː sɿːsɿ subaɡɿ sɿma kʰaɾaʣɿ 
久貝  ssï ɕiːsï sïpuɡz sïma kʰaɾaᵈzï 
与那覇  tʊːnʊssɿ sɿːsɿ sˢɿ p̥ʊɡᶻɿ NR kʰaɾaᵈz 
上地  tuɭ no sɨ sɨːsɨ supɯɡɯ(supɨɡɨ か) NR kaɾaʣɨ 
来間  tʰuɭnussï sïːsï sïp̥uʣï bantaʣïma kʰaɾaʣï 
砂川  sɿ ̥ ̟ː  ~ sɿː ɕiːs ~ ɕiːsɿ sp̩uɡz  ̩ sm̩a ~ sm̟̥̩ a 
kaɾaʣɿ ~ 
kʰḁɾaʣɿ 
保良  sɿː sɿːsɿ spʊᵈzɿ sɿma kʰaɾaʣɿ 
伊良部  sɿː sɿːsɿ sɿkubᶻɿ sɿma kʰaɾaʣɿ 
国仲  sɨː sɨːsɨ su̞ku̞bᶻɨ ~ su̞ku̞bɨ muɾa kaɾaʣɨ 
子音  ʣ ʣ ʣ ʣ ʣ,g,b 
番号  a023 a024 a049 a067 a123 
地域  肘 傷 妻 ミミズ  襟 
池間  hiʥi ndaɾi tuʣï ʣïmiːʣï ʦïnnufuʣï 
狩俣  piʣï NR tuʣï mïːmiʣï fuɡɯ 
島尻  piʣɿ kʰiʣɿ tʰuʣɿ miːmiʣɿ fuɡᶻɿ 
大浦  pʰiʣɿ kʰiʣɿ tʰuᵈzɿ miːmaᵈzɿ fuɡɿ 
久貝  pʰiʣï kʰiʣï tʰuʣï miːmiᵈzï kˢïnnufuɡz 
与那覇  pʰiʣɿ kʰiʣɿ tʰʊʣᶻɿ miːmiᵈᶻɿ fʊɡᶻɿ 
上地  piʣɨ kiʣɨ midum ~ miðum mimiʣɨ fuɡɯ ( fuɡɨ か) 
来間  piʣï NR midumu miːmiʣï fuʣï 
砂川  piʣ̥ɿ ~ piʣɿ kiʣ̥ɿ ~ kiʣɿ tuʣɿ minʣɿ eɾi 
保良  pʰiᵈzɿ kʰiᵈzɿ tʰʊʣɿ mimʣɿ fʊɡɿ~fʊʣɿ 
伊良部  pʰiʣɿ kʰiʣɿ tʰuʣɿ mimiʣɿ kʰubᶻɿ 






子音  ʣ ʣ,ɡ ʣ,ɡ ʣ,ɡ ʣ,ɡ 
番号  a127 a091 a118 a116 a033 
地域  水 砂糖黍  釘 鋸 あし(脚) 
池間  miʣï buːʣï kanifuʣï nukuʣï haʣï 
狩俣  mi(ᵈ)zï buːɡï  ̠ fuɡï ̠~ fuɡɯ nukaɡï  ̠ pʰaɡɯ 
島尻  miʣɿ buːɡɿ ~ buːɡᶻɿ fuɡᶻɿ nukaɡᶻɿ pʰaɡɿ ~ pʰaɡᶻɿ 
大浦  miʣɿ buːɡɿ ~ buːɡᶻɿ kʰanifuɡɿ nukaɡᶻɿ pʰaɡɿ ~ pʰaɡᶻɿ 
久貝  miʣï buːɡᶻï kʰanifuɡz / fuɡz nukuɡz pʰaʣï 
与那覇  miᵈzɿ  buːɡᶻɿ fʊɡᶻɿ nʊkʊɡᶻɿ pʰaɡᶻɿ 
上地  miʣɨ buːɡɨ fuɡɨ nukuɡɨ ~ nufuɡɨ paɡɨ 
来間  miʣï buːʣï fuʣï / kʰanfuʣï nukuʣï pʰaʣï 
砂川  miʣɿ buːɡz  ̩ fɡ̥̟z  ̩ nukuɡz  ̩ paɡz  ̩
保良  miᵈzɿ  bʊːɡᶻɿ ~ bʊːʣɿ fʊɡᶻɿ nʊkʊɡᶻɿ pʰaᵈzɿ ~ pʰaɡᶻɿ 
伊良部  miᵈzɿ buːʣɿ fuʣɿ nukʰaʣɿː pʰaʣɿ 
国仲  miʣɨ bu̞ːʣɨ kanifuʣɨ / fuʣɨ nu̞ku̞ʣɨ pazɨ (paz か) 
子音  ʣ,ɡ,b,ʦ ʣ,ɡ,b ʦ ʦ ʦ 
番号  a010 a122 a006 a025 a031 
地域  欠伸  帯 口 血 乳 
池間  afuʣï su̥kuː ~ sïk̥uː fu̥ʦï akaʦï ʦïː 
狩俣  afu sïpʰuɡɯ fu̥ʦï haːʦï  tzïː 
島尻  afkᶻɿ ~ afkˢɿ safuɡᶻɿ ~ sapuɡᶻɿ fʦɿ aχaʦɿ ʦsɿ 
大浦  NR subaɡɿ fu̥ʦɿ haːʦɿ ʦɿ 
久貝  afuɡᶻï sïpuɡz fʦï akaʦï ʦïˑ 
与那覇  afʊkᶻɿ sˢɿ p̥ʊɡᶻɿ fʊ̥ʦɿ akʰḁʦɿ ʦɿː 
上地  akubi supɯɡɯ ( supɨɡɨ か) fu̥ʦɨ aχḁʦɨ ~ akḁʦɨ ʦɨ 
来間  afuʣï sïp̥uʣï fʦï akaʦï// aᵏxaʦï ʦï // ʦsï 
砂川  akubi ~ aku̥ ̟bi sp̩uɡz  ̩ fʦ̩ ~ fʦ̩ɿ akḁʦɿ ~ akḁʦɿ ʦɿː 
保良  afʊʦɿ spʊᵈzɿ fʊ̥ʦɿ akʰḁʦɿ ʦsɿ 
伊良部  akuʋ sɿkubᶻɿ fʋ̥ʦɿ axḁʦɿ ~ ahaʦɿ ʦɿː 
国仲  afu̥ʦɨ (afʦɨ か) su̞ku̞bᶻɨ ~ su̞ku̞bɨ fu̥ʦɨ (fʦɨ か) akᵡḁʦɨ ʦɨ 
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子音  ʦ,s ʦ ʦ ʦ ʦ 
番号  a032 a073 a125 a142 a150 
地域  膝 角 火 月 道 
池間  sïɡusï nnu umaʦï ʦïʦï  nʦï 
狩俣  ʦïɡasï / pʰïʣa ʦn̥ ̟u  u̞maʦï ʦkssu nʦï 
島尻  tuɡusɿ ~ tuɡasɿ ʦɿnu mmaʦɿ ʦkɿ ~ ʦkˢɿ nʦɿ 
大浦  suɡasɿ ʦɿnu mmoːʦɿ ʦkɿ nʦɿ 
久貝  ʦïɡusï ʦïnu umuʦï ʦkssu mʦï 
与那覇  ʦɿɡʊsɿ ʦɿnʊ ʊmaʦɿ ʦɿkˢɿ / ʦɿkˢɿnʊjʊː mʦɿ 
上地  ʦɨɡusɨ ʦɨnu u̞maʦɨ ʦɨ k̥ɨjuˑ m̩ʦɨ 
来間  ʦïɡusï ʦïnu umaʦï ʦïʦï// ʦïʦïnujuː mʦï 
砂川  ʦɡusɿ ~ ʦɿɡusɿ ʦnu ~ ʦɿ ̥n̟u umaʦ ~ umaʦɿ ʦks  ̩ m̩ʦ ~ m̩ʦɿ 
保良  ʦɿɡʊsɿ ʦɿnʊ mmaʦɿ ʦkɿ mʦɿ 
伊良部  ʦɿɡusɿ ʦɿnu ~ ʦɿno umaʦɿ ʦʦu ~ ʦtʦu(?)  mʦɿ 
国仲  ʦɨɡusɨ ʦɨnu̞ u̞maʦɨ ʦɨt̥tu̞ n̩ʦɨ 
子音  ʦ ʦ k,ʦ k,ʦ k,ʦ 
番号  a153 a115 a009 a030 a121 
地域  露 福木  息 肝・心臓  着物  
池間  ʦïː kuʦïɡi  iki ʦïmu (肝臓) ʦïŋ 
狩俣  ʦïju pʰu̥kaɡaɡiː ikɯ kˢïmu kˢïŋ 
島尻  ʨiʋ kʰu̥paɡᶻɿɡiː － kˢɿmu kˢɿŋ 
大浦  ʦɿv pʰukaɡi ikɿ  kˢɿmu kˢɿŋ / fuku (服) 
久貝  ʦïv pʰukaʣɡiː ikˢï kˢᶻïmu kˢïŋ 
与那覇  ʦˢɿʋ pʰʊ̥kʊɡiː － kˢɿm̥u/basanaɿ kˢɿŋ / kˢɿmʊnʊ 
上地  NR pu̞kukuɡi  － kçɨmu ~ kɨmu kɨŋ 
来間  ʨuf pukuʦïɡiː iᵗsï // iʦï  ʦïmu ʦïŋ 
砂川  ʦʋ̩ ~ ʦɿ ̥ʋ̟ pu̥ku̥kukiː~ pu̥kukuɡ̥ ̟i 
－ ksmu ~ kˢɿmu ksn̩ 
保良  ʦʊv ~ ʦɿʋ fʊ̥kʊkɿɡiː [新] ikˢɿ kˢɿmʊ kˢɿŋ 
伊良部  ʦɿv kupuʦɿɡi iʦɿ ʦɿmuʋʦɿ (心臓) /ʦɿmu ( 肝) tˢɿŋ 







子音  k,ʦ ゼロ  ゼロ  ゼロ  ゼロ  
番号  a163 a081 a092 a001 a012 
地域  昨日  魚 鎌 頭 顎先  
池間  nnu zzu ~ ʣu zzaɾa ~ ᵈzaɾa kanamai utuɡai 
狩俣  ksn̥̟u ïzu ïzaɾa kanamaɯ ～ kʰanamaï/aha utuɡaɯ ~ tuɡaï 
島尻  kˢɿnu zzu zzaɾa aχa aɡu 
大浦  kˢɿnu ɿzu ᶻɿzaɾa kʰanamaɿ utuɡuɿ 
久貝  ksïnu zzu zzaɾa kʰanamazï staɡuz 
与那覇  kˢɿn̥ʊ zzu ~ ɿzu zzaɾa kʰanamaᶻɿ stʰʊɡaᶻɿ 
上地  kˢɨnu ᶤzzu ᶤzzaɾa kanamaɮe aɡu 
来間  ʦïno zzu̟ zzaɾa kʰanamaɭ // xʰanamaz sʷtuɡaɭ 
砂川  ksn̩uː zzu zzaɾa kʰḁnamaz ̩~ kʰanamaɿ aɡu 
保良  kˢɿnʊː zzʊ ~ ɿzʊ zzaɾa kʰanamaᶻɿ ~ kʰanamaɿ aɡʊ / ʊtʊɡaɿ ~ 
ʊtʊɡaʣɿ 
伊良部  ʦɿnuː ᶻɿzu ɿzaɾa kʰanamaɿ ( ɿ が l に聞こ
えることもある）  aɡu / utuɡaɿ 
国仲  ʦɨnu̞ (ᶤ)zzuː ᶤzzaɾa kanamaɭ u̞tu̞ɡaɪ 
子音  ゼロ  ゼロ  ゼロ  ゼロ  ゼロ  
番号  a057 a066 a077 a082 a099 
地域  姪 蟻 鳥 鱗 米 
池間  mʲuːi akai tui ʦïːʣï / iːki mai 
狩俣  mʲuːï  ̠ haːɯ tuɯ ïːki maɯ 
島尻  mjuːᶻɿ aχaᶻɿ tʰuᶻɿ － maɿ ~ maᶻɿ 
大浦  mʲuːɿ haːɿ ~ xaːɿ tʰuɿ － maɿ  
久貝  mʲuːz ak̠aːz ̩ tʰuz izki namamaz / maz 
与那覇  mʲuːᶻɿ (甥・姪)  akaːᶻɿ tʊᶻɿ － maᶻɿ 
上地  mjuǝᶻ / mjuǝffa akᵡɑːɭ  tou － mal 
来間  mʲuːï ~ mʲuːz akaɭ // akaz  tʰuz izki maz//maɭ   
砂川  mʲuːz azɡ̩aɾa tuz  ̩ － maz ̩~ maɿ 
保良  mʲʊːɿ ~ mʲʊːᶻɿ aᶻɿɡaɾa //  
akʰaːᶻɿ tʰʊɿ ɿᶻːki maᶻɿ 
伊良部  mʲuːᶻɿ ahaːɿ tʰuᶻɿ ~ tʰuɿ iᶻɿkja maɿ 
国仲  mjuːɭ ~ mjuːɭᶻ akaːɭ tu̞ɭ iɭki maɭ 
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子音  ゼロ  ゼロ  ゼロ  ゼロ  ゼロ  
番号  a100 a103 a112 a120 a126 
地域  椀 にんにく  実 針 灰 
池間  makai hiː miː hai kaɾahai 
狩俣  maːɯ pˢïː nːta pʰaɯ kaɾapaɯ 
島尻  maχaɿ ~ maχaᶻɿ pʰiᶻɿ miᶻɿ / naᶻɿ piᶻɿ kaɾapaᶻɿ 
大浦  makaɿ pʰiɿ naɿ piɿ kʰaɾapaɿ 
久貝  makʰazï pʰiz naz piz kʰaɾapʰaz / 
pʰaz(ï) 
与那覇  makʰaᶻɿ pʰiᶻɿ kiːnunaᶻɿ pʰiᶻɿ kʰaɾapaᶻɿ 
上地  makᵡal pʰil /  
pʰilʨik̥ina 
naᶻ ~ naɮ ~ 
naɯ 
pʰiᶻ ~ pʰiʎ ~ 
pʰiɯ̆   
kaɾapʰaʎ ~ 
kaɾapʰaᶻ 
来間  makaɭ// makaz piz (kiːnu) naz  ̩ pʰiz kaɾabaɭ // kaɾabaz 
砂川  makaz ̩~ [sic.] piz ̩~ piz̥  ̩ naz  ̩ pʰiz̥ ̥ ̟ kaɾapaz  ̩
保良  makaᶻɿ pʰiᶻɿ naᶻɿ pʰjaᶻɿ kʰaɾapaɿ ~ 
kʰaɾapaᶻɿ 
伊良部  maxaɿ ~ mahaɿ pʰiɿ naɿ pʰaɿ kʰaɾa paɿ 
国仲  makaɭ pʰiɭ naɭ paɭ kaɾapaɭ 
子音  ゼロ  ゼロ  ゼロ  ゼロ  ゼロ  
番号  a139 a143 a145 a148 a137 
地域  光 東 西 左 稲光  
池間  çik̥ai aɡai iː çidai kannai 
狩俣  pskaɯ aːɯ nisï bïdaɯ ~ bzdaɯ nnapskaɯ 
島尻  pskaᶻɿ aʁaɿ iᶻɿ bᶻɿdaᶻɿ nnapskaᶻɿ 
大浦  pskaɿ (aɡaɿ ~) aːɿ iɿ / nisɿ bᶻɿdaɿ nnapsɿkaɿ / kʰannaɿ (雷) 
久貝  pskaz aɡ̄az iᶻ  pzdaz mːnapskaz 
与那覇  pˢɿ k̥aᶻɿ aɡaᶻɿ iᶻɿ pˢɿd̥aᶻɿ nnapˢɿkaᶻɿ 
上地  pçkal aɣal lː (ʎːか) pɨdal ~ pɨda m̩napˢɣal ( l は舌背) 
来間  pskaɭ aɡaɭ // aɡaz iɭ // iz pʰïdaɭ // psdaz  nnabïkaɭ // nnapskaɭ 
砂川  psk̩az ̥ ̟ aɡaz  ̩ z ̩ː  psd̩az ̩~ psd̩aɿ nnapsk̩az  ̩
保良  pskaɿ aɡaɿ iᶻɿ pˢɿdaɿ ~ pˢɿdaᶻɿ nnapskaᶻɿ 
伊良部  pˢkaɿ aˁaɿ iᶻɿ pʰidiɿ mnapskaɿ 








子音  p p b ɡ,z,ʥ 
番号  b013 b047 b111 b010 
地域  筋（すじ）  昼 紙 脛・足（あし）  
池間  haiʦ hiːma (正午) kabiː hazɿ (膝から下)  
狩俣  pˢɨkɨbaü pˢɨma kabɨ paɡɨ 
島尻  pʰaɕiʣɿ pssuma ~ pɿsuma kabᶻɿ kaɾasɿɲi 
大浦  pskipaɿ pˢɿːma kabᶻɿ paɡɿ 
野原  psɿ k̥ɿpaɿ (丁寧)~ psɿ k̥upaɿ(普通) pɿɾu kabᶻɿ paɡɿ (足) 
保良  pˢklp̻al  ̻~ pˢkᶻpal  ̻~ pˢkl p̻al ̻ᶻ  pᵗsɨːma kabl ̻ᶻ   paɡɯ 
伊良部  pazʦ̩ɿː pˢɿːma kabz paz 
国仲  palʦɨː pɨlma kabɨː paʥɨ 
子音  ɡ,z s s s s 
番号  b081 b012 b049 b052 b061 
地域  麦（むぎ）  肩（かた）  星（ほし）  島（しま）  牛（うし）  
池間  muzɿ katamuɕiː hoɕi ɕima uɕɿ 
狩俣  muɡɨ katamusɨ psɨ ɕima / sɨma usɨ / ɯsɨ 
島尻  muɡz ~ muɡɿ ibiɾa / kʰḁta psɿ ~ pu̥sɿ sɿma usɿ 
大浦  muɡᶻɿ katamusu psɿ sɿma usɿ 
野原  muɡᶻɿ (摩擦弱い) kḁtamusɿ~̥  
kḁtamusɿ / kḁta 
pu̥sɿ sɿma usɿ 
保良  mɡl ̻ᶻ  kʰata psɨ ~ psɨ  ̥ sɨma ussɨ 
伊良部  nuz  ̩ kḁtamuɾasɿ pus ̩~ pu̥s  ̩ sm̩a usɿ 
国仲  muɡi katamusu̥ pu̥sɨ sɨma usɨ 
子音  s ʦ ʦ ʦ ʦ 
番号  b136 b076 b021 b022 b024 
地域  下（した）  ソテツ  三つ  四つ  六つ  
池間  ɕit̥a/ɕit̥aːɾa tʨuːʦɿ miːʦɿ juːʦɿ mːʦɿ 
狩俣  sɨtaːɾa sɨsuʣɯ / stɨʦɯ / ssuʣɯ 
miːʦɨ /  
miːʦɯ 
juːʦɨ /   
juːʦɯ̥   
nːʦɨ / 
nːʦu 
島尻  sta NR miːʦɿ juːʦɿ nːʦɿ 
大浦  staːɾa － miːʦɿ juːʦɿ nnʦɿ 
野原  sɿ t̥a / sɿtaːɾa sutiʦɿ miːʦɿ  ̥ juːʦɿ mːʦɿ 
保良  sɨ t̥a  ʃukʰaʦɨ  ̥ miːʦɨ juːʦɨ mmʦɨ 
伊良部  st̩aːɾa sdiʦɿ miːʦɿ juːʦɿ m̩ːʦɿ 
国仲  sɨtaːɾa so̥teʦɨ miːʦɨ juːʦɨ mːʦɨ 
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来年  船 
池間 ローレンス，荻野，平子，青井 ni jaːni funi 
狩俣 ローレンス，中澤 ni jaːni funi 
島尻 白田，ペラール ni jaːni funi 
大浦 林，竹村 ni jaːni funi 
久貝 ローレンス，仲原，川瀬，久保薗 ni jaːni funi 
与那覇 白田，小川 ni jaːni fʊni 
上地 新田，井上，川瀬 nʲi jaːnʲi funʲi 
来間 ローレンス，平子 ni jaːni funi 
砂川 狩俣，木部，平山，竹村 nʲi jaːnʲi ɸu̥nʲi 
保良 白田，徳永，ペラール ni jaːni fʊni 
伊良部 ペラール，竹村 ni jaini funi 
国仲 新田，中澤 ni jaːni funi 
子音  ʦ ゼロ   
番号  b033 b101  
地域  五人  薬（くすり）   
池間  iʦunuçit̥u fu̥sui   
狩俣  iʦɨn̥uɸtu / ʔiʦɨnupɯ̥tu ɸsɯɨ / ɸusujɯ  
島尻  iʦɿ nu ttu ssuɿ  
大浦  iʦɿnupstu fsui / ssui  
野原  iʦɿnupstu fu̥suːᶻɿ  
保良  ɡuniŋ fsɨːz ~ fsɨl ̻ᶻ   
伊良部  iʦɿnu pstu f s̩ z̩  ̩  







b070 b074 b083 b116 
根 種 ミカン  荷 
池間  新田，平山，松浦，川瀬 ni niː tani  funʲuː niː 
狩俣  中島，竹田 ni nibal  ̩ tani ɸnin̩/ɸniɯ/ɸnʲɯ niː 
島尻  下地，林 ɲi ɲiː taɲi fɯnɪɿ ɲimuʦɿ  ̥
大浦  平子，久保薗 ni niː tani funiᶻɿ niː 
野原  野原，徳永，又吉，平山 ni niː  sani funiɿ  niː 
保良  新田，平子，中澤 ni niː tʰani funil ̻ᶻ  niː 
伊良部  木部，仲間(博)，當山 nʲi nʲiː tanʲi f(u)nʲiz nʲiː 




   <項目>   <地域>       <調査者>         <表記> 
   文法（前）：池 間：野原，仲原，デイビス，内海     ：ɲi 
   文法（後）：池 間：又吉，山田，白田，當山     ：nʲi 
文法（前）：狩 俣：仲原，松本           ：ɲi 
  （中）：狩 俣：仲間(恵)，デイビス，内海    ：ni 
文法（前）：久 貝：野原，林，仲間(博)，松本    ：ni 
文法（前）：与那覇：下地              ：ni 
  （中）：与那覇：林               ：nʲi 
文法（前）：来 間：狩俣，内海，デイビス      ：nʲi 
  （中）：来 間：金田，井上，竹田        ：ni 
文法（前）：宮 国：金田，竹田           ：ni 
  （中）：宮 国：田窪，中島           ：ni 
文法（前）：砂 川：仲間(恵)，井上，荻野      ：ni 
  （中）：砂 川：西岡，内海，デイビス      ：ni 
文法（前）：保 良：狩俣，當山           ：nʲi 
  （中）：保 良：下地，諸岡           ：nʲi 
  （後）：保 良：狩俣，金田，山田，諸岡     ：nʲi 





































番号 単語 池間 狩俣 島尻
a001 頭 kanamai
kanamaɯ ～ kʰanamaï
/aha ( ɯ は非常に後ろ寄
り。ï は摩擦がない)
aχa
a002 髪の毛 aka (体毛) / kiː kaɾaʣï kʰaɾaʣɿ
a003 櫛 fu ̥ɕi ( fɕiにあらず) fu ̥sï = fʷsï ssɿ
a004 額 ftai ( tは無気） ftai －
a005 涙 nada nada －
a006 口 fuʦ̥ï fu ̥ʦï fʦɿ
a007 唇 fu ̥ʦï sïba (「上唇」は waːsïba,
「下唇」は s̩tasïba
ᶻɿba
a008 舌 ɕta s̩ta  (「下」は staːɾa ) ᶻɿda
a009 息 iki ikɯ －
a010 欠伸 afuʣï afu afkᶻɿ ~ afkˢɿ
a011 声 kui kʰui －
a012 顎先 utuɡai utuɡaɯ ~ utuɡaï aɡu
a013 顎（の骨） utuɡaibuni 
(「頬」は kamaʦï )
kamaɡida aɡubuni (「頬」は 
kʰamaʦ(ɿ) )
a014 歯茎 haʣïsï pʰabasï (「歯」は pʰaː ) pʰabas(ɿ) (「歯」は pʰaː)
a015 首 fuʣï / nudu nubai nubai
a016 髭・毛 hiɡi bzɡɯ ~ bzɡï ~ bïɡï bᶻɿɡi
a017 腕 tiː（「手首」は kaina） kaina uʥi (「肩」は ibiɾa )
a018 力 taja taja ʦkaɾa ~ ʦɿkaɾa / tʰaja
a019 脇の下 jakata baɡïda baksta
a020 指 ujubi u ̞ibi uibi
a021 手 tiː tiː －
a022 拳 NR NR ʨifuŋ
a023 肘 hiʥi piʣï piʣɿ
































sː ~ sɿː fsï ( f は平唇) fˢɿʊ
fu ̥tai ~ ftai ftai －
nada nada / miːnada －
fu ̥ʦɿ fʦï fʊ̥ʦɿ
NR sïba sᶻɿba
ɿda ~ ᶻɿda sïda sᶻɿda
ikɿ / ikssu (息を) ikˢï －
NR afuɡᶻï afʊkᶻɿ
－ kui －
utuɡuɿ (「えら」 kʰujuɿ ) staɡuz ( t は無気) stʰʊɡaᶻɿ
NR (「頬」は kʰamaʦɿ) aɡubuni (「頬」は 
kʰamaʦ )
kʰamaʦɿ
pʰaːnuniː pʰasï ~ pʰḁsï pazɿsɿ




pˢɿɡi ~ pɿɡi psɡi（体毛も） pᶻɿɡi
udi tʰiː / udi (「肩の痛み」を 
kʰaina )
kʰaina






































kʰanamaɭ [A]// xʰanamaz 
[B]
kʰḁnamaz ̩ ~ kʰanamaɿ
kaɾaʣɨ kʰaɾaʣï kaɾaʣɿ ~ kʰḁɾaʣɿ
fu ( ffか？) fu ̥sï




－ fte ̞ˑ －
－ nada －
fu ̥ʦɨ fʦï f̩ʦ ~ f̩ʦɿ
sɨba (「大きな口」は 
ofʦɨba )
sïba sb̟̥a ~ spa
sɨda sïda sɿda ~ sɿ̥da (or s̩da)
－ iᵗsï [A]// iʦï [B] －




ない) (「頬」は kʰamaʦ )
aɡu
kamaʦɨ (あご全体) / 
aɡubuni (あごの骨)
kʰamaɡida(buni) kʰamaɡita ~ kḁmaɡita
pḁsɨːsɨ (「歯」は paː ) pʰasïːsï pabasɿ ~ pabas
nubuɕi nubui / nudu nub̟̥ui
pᶝɨɡi psɡi（体毛も） psɡi ~ pˢɿ̥ɡi
udi / kaina (ひじより先) / 
tiː (手)
ude / kʰaina ( 肘から手首
まで)
kaina
ʦɨkaɾa / taja (「力が強
い」は tajamunu )
taja taja
bakɨɮa (bakɨðaか) bakˢïda [古] / bitta [新] baks̩da
uibi u.ibi ujubi ~ ujub̟̥i
－ tʰiː －
tiːsɨm tivʦïm ʦɿʣɿfʋ̩m̩ ~ ʦɿ̟̥ʣɿfʋ̩m̩
piʣɨ piʣï pi ̥ʣɿ ~ piʣɿ





































fʋ̥sɿ ( ʋ̥ は u ほど円唇性が
強くなく ɿ とも異なる)
fsu
fʊ̥tai fʋ̥tai fu ̥taɪ
nada nada nada
fʊ̥ʦɿ fʋ̥ʦɿ fu ̥ʦɨ (fʦɨか)
sɿba sɿba sɨbaɣa
sɿda sta sɨ̥ta (staか)
ikˢɿ iʦɿ iʦɨ
afʊʦɿ akuʋ afuʦ̥ɨ (afʦɨか)
kʰʊi kʰui ku ̞e ̝
aɡʊ / ʊtʊɡaɿ ~ 
ʊtʊɡaʣɿ
aɡu / utuɡaɿ u ̞tu ̞ɡaɪ




pʰapasɿ ~ pʰab̥asɿ pʰḁsɿːsɿ －
nʊbʊi nudu / nubui nud̞u
pˢɿɡi pˢɿɡi / fʋ̥ʦɿpˢɿɡi pʰɨɡi
ʊdi / kʰaina（腕の付け根
の背中側，肩の近く）
kʰaina udi / kaɪna (誘導)
tʰaja tʰaja (「強い」は 
tʰuːmunu )
taja
bakˢɿda [保良] // bitta [新
城]
batta batta
ʊibi uibi ~ oibi ʷu ̞ɪbi
tiː / ʊdifʊʣɿ（手首） tʰiː tᶝiː / tᶝibiɾa
tʰiʋʦɿm ~ tʰiʊʦɿm tʰivʦɿm tɨzɨfum̩ ~ tɨzfum̩






番号 単語 池間 狩俣 島尻
a025 血 akaʦï haːʦï ( 「赤い」は 
haːmunu )
aχaʦɿ
a026 膿 ŋːku nːku －
a027 痒い kaumunu koːɡaŋ / pas̩kʰoːmunu
（軽い痒さ）
－
a028 骨 huni pʰuni pʰuni
a029 腹（はら） bata bada －
a030 肝・心臓 ʦïmu (肝臓)  ( fuː (臓の一
つ))
kˢïmu kˢɿmu
a031 乳 ʦïː tzïː ʦsɿ
a032 膝 sïɡusï ʦïɡasï / pʰïʣa tuɡusɿ ~ tuɡasɿ
a033 あし(脚) haʣï pʰaɡɯ / kaɾasuni (脛) pʰaɡɿ ~ pʰaɡᶻɿ
a034 あし(足) stabija（靴を履く部分） pssa pssabᶻɿᶻa / pssa (足の裏)
a035 あし(脛) kuvva kuʋʋa kuvva ~ kuʋva
a036 くるぶし amambuni amambuni －
a037 体 duː duː －
a038 肛門 ʨiːnuŋ ʨibiɾuŋ ʨibuɾuŋ
a039 屁 hiː pˢïː －





a041 私 baː ban (banoːbaː (私は)) baŋ
a042 私たち banti banta banʨi
a043 お前 vva ʋva（vは弱い） vva
a044 お前たち vvaduː ʋataː vvaʨi
a045 叔父
buʥa (親戚）/ uja～ 
uibituuja (年上の人）








a046 叔父たち － buʣata budata
a047 父 zza ~ ᵈza uja / ïza（稀） －






































pʰaɡɿ ~ pʰaɡᶻɿ pʰaʣï pʰaɡᶻɿ
pssa psa pˢɿ̥sa /pˢɿ̥safʊɡᶻɿ ( 足首)





－ tʰani (「男根」は maɾa ) －
baŋ / baː (私の) / baja (私
は)
baŋ baŋ
baɡaː / baɡaː (私達の) banta bantaː
ʋʋa vva ʋʋa

































aχḁʦɨ ~ akḁʦɨ akaʦï [A]// aᵏxaʦï [B] akḁʦɿ ~ akḁʦɿ
－ mːku －
－ koʔokoː －
puni pʰuni pun̥i ~ pʰuni
－ bata －
kçɨmu ~ kɨmu ʦïmu ksmu ~ kˢɿmu
ʦɨ ʦï [A]// ʦsï  [B] ʦɿː
ʦɨɡusɨ ʦïɡusï ʦɡusɿ ~ ʦɿɡusɿ
paɡɨ pʰaʣï paɡz ̩
pᶝɨʣa / pi ̥sa pʰaʣïbzza ps̩sa ~ ps̩sa̟̥
－ kuvva ku ̥v̟̥va ~ ku ̥ʋʋa
－ amambuni －
－ duː －
ʨibinum ʨibinum ʨi ̥binum̩
－ pʰiː －
－ tʰani / fuɡuɭ ～fuɡuz tʰanʲi ~ tḁnʲi/fʋ̩ɡuᶻɿ（あ
まり使わない）
du ̞（長母音か？) / ban baŋ baŋ
bantaː (「同じ仲間」は
duːθaː / ʣaɾaːka )
bantaː bantʰa





buʥa, buʥasa buʣa ~ buᵈza
buʨaɡamataː
(buʥaɡamataːもか)






































kʰaʊkaʊ kʰoːmunu kau ̯munu
pʰʊni ~ pʊni pʰuni puni
b̥ata bata bata
kˢɿmʊ ʦɿmuʋʦɿ (心臓) /
ʦɿmu ( 肝)
ʦɨmu
ʦsɿ / ʦssʊ (乳を) ʦɿː ʦɨ
ʦɿɡʊsɿ ʦɿɡusɿ ʦɨɡusɨ
pʰaᵈzɿ ~ pʰaɡᶻɿ pʰaʣɿ pazɨ (pazか)
pssa / kʰaɾasɿni (脛) pssafʋ̥ʦɿ psafuzɨ
kʊvva / mʊmʊtaɿ (腿) kʰuvva ku ̞ʋʋa
amambuni amambuni －
dʊː upʰuduː amambuni / du ̞ː
ʨib̥iɾʊm ʨibinum ʨibinum̩
pʰiː pʰiː piˑ
tʰani（人間の）/ fʊɡʊɿ fuɡu(ᶻ)ɿ fuɡuɭ
b̥aŋ / b̥aja (私は) aŋ baŋ
b̥antaː / b̥antaːja (私たち
は)  / b̥antaɡa (私たちの)
duːɡaʥiːna / duːʥiːnaː 
/ duː
du ̞ːta / aɣu ̞ta / duju ̞ta
vva ~ ʋva jaː ʋʋa
ʋvataː / ʋvataːja (お前た
ちは)
iti ʋʋato




up̞ᶠubuda / u ̞pᶠuo ̞ja ，「叔
父」は budaɡama )
b̥ʊʣata buʣati budata
zza (高齢の方のみ使う) ʊja u ̞ja / asa / ᶤzza（平民）
anna (祖母」は mma) anna anna（士族） / m̩ma
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番号 単語 池間 狩俣 島尻
a049 妻 tuʣï tuʣï tʰuʣɿ
a050 美しい apaɾaɡi (「美しい女」を 
apaɾaɡimiduŋ)
apʰaɾaɡi －
a051 夫 butu budu butu
a052 夫婦 tuʣïbutu miːtu ̞ɾa mjuːtu / mjuːtaɾa










a056 老人 uibitu uipstu －
a057 姪 mʲuːi mʲuːï ̠ mjuːᶻɿ
a058 男 bikiduŋ biɡiduŋ bikiduŋ
a059 女 miduŋ miduŋ miduŋ
a060 人 pʰit̥u ~ çtu ~ çto pstu ttu
a061 皆 mːnanai (皆で) nːna nːna
a062 蚊 kaʥaŋ ɡaᵈzaŋ ɡadaŋ
a063 蜘蛛 kumo kuː kʰuma
a064 蜘蛛の巣 kumonujaː kuˑɡasï ̠ kʰumanussɿ
a065 蝶々 ʨoːʨoː ʨoːʨoː ʨoːʨoː
a066 蟻（あり） akai haːɯ aχaᶻɿ
a067 ミミズ ʣïmiːʣï mïːmiʣï miːmiʣɿ
a068 カタツムリ haɾunna nːna nna / pʰaɾinna（小さい種
類）
a069 猫 maju maju －
a070 鼠 jumunu jamunu jamunu
































 (花の場合は) kʰaɡimunu 
/ (人の場合は) apaɾaɡi
－
butu butʰu / bikiɾʲa [古] bʊtʰʊ
mjuːtu tʰuʣïbutu / mʲuːtʰu mʲʊːtʰʊ / mʲʊːtʊɾa
faː ffa ffa




mʲuːᶻɿ (甥・姪) / 






ɡaᵈzaŋ / ɡaᵈzammu (蚊を) ɡaʣam ɡaʣam
kʰumu kʰuv kʰʊː ~ kʰʊʋ (昆布と同じ)




haːɿ ~ xaːɿ ak̠aːz ̩ ( k̠ = 後ろ寄りの k) akaːᶻɿ
miːmaᵈzɿ miːmiᵈzï miːmiᵈᶻɿ
nna ~ nːna mːna nna / pʰi ̥ɕinna (サザエ)
maju maju －






























midum ~ miðum (女，妻) 
( tuʣɨ は沖縄本島の言葉)




kʰaɡi (花が) / apʰaɾaɡi (女
が)
－
bikidum ~ bikiʣum bikidumu ( butu は使わな
い)
butʰu
mjuːtu ̞ mʲuːtu mjuːtʰu
ffa ffa / ffaːma f̩fa
jaɾabi jaɾabi jaɾabi




mjuǝᶻ / mjuǝffa (「姪っ
子」では z 落ちる）
mʲuːï ~ mʲuːz mʲuːz
bikidum bikidumu bikidum̩ ~ biki ̥dum̩
midum ~ miᵈðum midumu midum̩
pɨ̥su pstu pstu ̥ ~ pstu ̥̟








ʨoːʨo (共通語形) ʨoːʨo ʨoːʨoː





































tʰʊʣɿ tʰuʣɿ tu ̞ʣɨ
apʰaɾaɡi apʰaɾaɡimunu kaɡimunu (美人) /
 apaɾaɡi
b̥ʊtʰʊ butu bu ̞tu




mmaɾi mmaɾi m̩maɾi / (ffa)nasɨ
ʊipstʊ uipstu ~ oipstu uipi ̥tu
mʲʊːɿ ~ mʲʊːᶻɿ mʲuːᶻɿ mjuːɭ ~ mjuːɭᶻ
bikidʊm bikidum bikidum̩
midʊm midum midum̩
pstʊ pstu pʰɨ̥tu (ptuか)
mːna mːna m̩ːna
ɡaᵈzam ɡaʣam kadam̩














nʊːma nuːma nu ̞ː ma
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番号 単語 池間 狩俣 島尻
a072 雄山羊
bikihinʥa / hinʥa (山羊) 
/ miːhinʥa (雌山羊)
biɡipinʣa / pinʣa (山羊) 
/ miːbinʣa (雌山羊)
－
a073 角 nnu ʦn ̥ ̟u ( n ̥̟ は最初無声の意) ʦɿnu
a074 尾 ʥuː ʣuː duː
a075 豚 waː waː ʋaː
a076 豚などの肉 sïːsï mïː/ sïːsï（脂のない肉） ɕiːsɿ
a077 鳥 tui tuɯ tʰuᶻɿ
a078 鳥の巣 tuinusïː / tuinujaː sïː ssɿ
a079 卵 tunuka tunuɡa tʰunaʁa
a080 鳩 hatu pʰatu －
a081 魚 zzu ~ ʣu ïzu zzu
a082 鱗 ʦïːʣï  / iːki ïːki －
a083 亀 kami kami －
a084 蟹 kaŋ (「ヤシガニ」は
makuɡaŋ ）
kaŋ kʰaŋ
a085 貝 nna pɕɕinna (さざえ) 
(nːnaはかたつむり)





juːuŋ / kaʣïkï / 






a088 塩 maːsu maːsu －
a089 塩辛い su ̥kaɾamunu su ̥kuɾaŋ (kaɾaŋは胡椒の
味)
－
a090 砂糖 sata sata（「甘い」は 
aᵈzïmaŋ ）
－
a091 砂糖黍 buːʣï buːɡï ̠ buːɡɿ ~ buːɡᶻɿ
a092 鎌（かま） zzaɾa ~ ᵈzaɾa (「斧」は 
juːʦï )
ïzaɾa zzaɾa




a094 食べ物 faimunu faumunu faumunu
a095 油 avva aʋva －


































bikipʰinʣa / pʰinʣa (山




waː (「牛」は usɿ ) vaː ʋaː






－ mːbatu (「燕」は pʰḁtu ) －























































bikipʰinʥa / pʰinʥa (山
羊) /miːpʰinʥa ( 雌山羊)
ʦnu ~ ʦɿ̟̥nu
ʦɨnu ʦïnu ʦnu ~ ʦɿ̟̥nu
ʥuː ʥuː ʣuː
waː waː ʋaː
sɨːsɨ (赤身) /avva  (脂身) sïːsï ɕiːs ~ ɕiːsɿ
tou tʰuz tuz ̩
sɨ / tuɭ no sɨ (鳥の巣) tʰuɭnussï sɿ̟̥ː ~ sɿː
tunaka tʰunuka tu ̥naka
－
pʰatu / mːbatu (山鳩) / 
aubatu (青鳩)
－
ᶤzzu zzu ̟ zzu
－ izki (「ふけ」も) －
－ kʰame －
kˣaŋ (気音を伴う k か) kaŋ kḁŋ




uŋ ( akauŋ, ffuuŋ, 
boːʣïuŋ がある )
uŋ
mɨː mïː mz ̩ː
－ maːsu －









べなさい) / feː (目下に、
食べなさい)
fau ~ faʊ
faʴmunu fo ̞ːmunu faumunu
－ avva －


































bikipinʣa / pʰinʣa (山
羊)
bikipinda
ʦɿnʊ ʦɿnu ~ ʦɿno ʦɨnu ̞
ʣʊː ᵈzuː du ̞ː (「体」もdu ̞ː)
ʋaː ~ waː(?) waː waː
sɿːsɿ sɿːsɿ sɨːsɨ (赤身) (動物名で言う
のが普通)
tʰʊɿ tʰuᶻɿ ~ tʰuɿ tu ̞ɭ
sɿː sɿː sɨː
tʰʊnaka kʰuːɡa tunuka
mːbatʊ ~ mːb̥atʊ pʰḁtu pata











akaum̩ / kaʣɨʦɨ (シラヒ
ゲウニ)
mᶻɿː miɿ ʦɨmu（ウニ）/ mɨː
maːsʊ ( ʊpʊ̥sʊ (潮)) maːsu maːsu
sʊ̥kaɾa ( mʊnʊ ) sukaɾamunu sukaɾamunu
sata ~ sḁta (「甘い」は a
ʣɿmaː)
sata sḁta
bʊːɡᶻɿ ~ bʊːʣɿ buːʣɿ bu ̞ːʣɨ
zzaɾa ɿzaɾa ᶤzzaɾa
faʊ / faːdi (食べよう) foː / fai(食べなさい) fau ̞
faʊmʊnʊ faɿmunu fau ̞munu
avva ~ aʋva avva aʋʋa
jʊv ~ jʊʋ ʥuːɕa ju ̞ˑʋ
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番号 単語 池間 狩俣 島尻
a097 飯
munu (ご飯) (「おにぎ
り」を iː  / maiiː )
mïs̩maɯ
mannuᶻɿ (握り飯) / 
nːnuᶻɿ (芋のお握り)
a098 味噌 nsu nsu nsu
a099 米 mai maɯ maɿ ~ maᶻɿ
a100 椀 makai maːɯ maχaɿ ~ maχaᶻɿ
a101 茶碗 ʨabaŋ ʨabaŋ －
a102 （お茶を）捨
てる・こぼす
auɡiː / ɕtiɾu ~ stiɾu stiɾu (捨てろ) aʊɡiᶻɿ / itaʨiɿ
a103 にんにく hiː pˢïː pʰiᶻɿ
a104 韭（にら） miːna mïzza miᶻɿna
a105 芽 miː bakamiː / 
pʰḁʦï ̥ki (発芽)
－
a106 瓜 ui (西瓜) / ŋɡʲaui (胡瓜) / 
 ɡauɾa (苦瓜)
uɯ (「苦瓜」は ɡoːɾa ) －
a107 畑 hai pʰḁtaɡi /  pʰaɾi pʰataki ( pʰaɾi はあまり使
わない)
a108 野原・草原 nuː nuː
nuːnaχa / nuː / abaɾinuː 
(「荒れた畑」は 
 abaɾibaɾi )
a109 クワズイモ bibiːɡassa biuɡassa ~ bʲuːɡassa bjuːɡassa
a110 木 kiː kiː kiː
a111 枝 juda ida (juda とは言わない) juda
a112 実 miː nːta miᶻɿ / naᶻɿ
a113 草 fu ̥sa (= fʷsa) fu ̥sa / （家畜用）jufsa ssa
a114 植える ibiː fiːɾu (植えてくださ
い)
ibiɾu (植えろ) －
a115 福木 kuʦïɡi ( k は無気非喉頭
音)
pʰuk̥aɡaɡiː kʰu ̥paɡᶻɿɡiː
a116 鋸 nukuʣï nukaɡï ̠ nukaɡᶻɿ
a117 板 tana ita ita
a118 釘 kanifuʣï fuɡï ̠~ fuɡɯ fuɡᶻɿ
a119 大工 sajafu sajafu sajafʋ





































maɿ (ssumaɿ (白いご飯)) namamaz / maz maᶻɿ
makaɿ makʰazï makʰaᶻɿ
－ ʨʰabaŋ －
oːɡiɿ / skjaːsɿ (ぐちゃぐ
ちゃにする？)








pʰataɡi / pʰaɾi pʰaɾi pʰaɾi
nuː nuː nʊː (荒れ地)











































NR / ɡohaŋ （共通語）
maz (「おにぎり」は zz 
[古], nnaɾi [新]（ 芋のも
ご飯のも ）
(maz ̩ zːは使わない)
m̩su mːsu [A]// mːso [B] m̩su ~ m̩su ̥
mal maz [A]//maɭ  [B] maz ̩~ maɿ
makᵡal makaɭ [A]// makaz [B] makaz ̩~ [sic.]
－ ʨabaŋ －
sɨtɨɾu / sɨtɨɾuŋ stiz jaz ̩ ~ stiz ̩
pʰil / pʰilʨik̥ina piz ( piɭ と発音しないとい
う)
piz ̩ ~ pi ̥z ̩
miɮla ~ milna mïːna nʲiɾa / miz ̩na ~ miɿna
－ miː －
－ uz (「苦瓜」は ɡoːɾa ) －





bivɡassa biv ( その葉は bivɡassa) biv̩ɡassa
kiː kiː kiː ~ ki ̥ː
juda ida juda
naᶻ ~ naɮ ~ naɯ (kiːnu) naz ̩ naz ̩
fu ̥sa fsa f̩sa
－ － －
pu ̞kukuɡi ( ɡ に口蓋化な
し)
pukuʦïɡiː ( buŋɡiː と
も？)
pu ̥ku ̥kukiː ~ puk̥ukuɡ̟̥i
nukuɡɨ ~ nufuɡɨ nukuʣï nukuɡz ̩
jufa ~ jukᵡa (「壁板」は 
kabejukᵡa )
iʨa itʰa̟̥ iʦa
fuɡɨ fuʣï / kʰanfuʣï fɡ̟̥z ̩
sajafu sajafu sḁjafʋ̥̟ ~ sajafʋ
pʰiᶻ ~ pʰiʎ ~ pʰiɯ̆ (にん
にくと同じ)































ᶻɿː / niɡᶻɿ (おにぎり) maɿnuɿᶻː / um
maɭnu ̞ᶻɨ（おにぎり）(「米
の飯」の意)
mʦʊ msu n ̩su ̞
maᶻɿ maɿ maɭ
makaᶻɿ maxaɿ ~ mahaɿ makaɭ
ʨabaŋ ʨabaŋ －
itḁti waːɡiɿ / itakiɿ itḁkiɭ (誤ってこぼす) / 
itḁkiˑsɨtiɭ
pʰiᶻɿ pʰiɿ pʰiɭ




miː bahabuɾa / miː uju / wakame ̞
ʊᶻɿ uᶻɿ uɭ  (「苦瓜」は ɡaoɾa )
pʰaɾi pʰataki / pʰaɾu pḁtaki





fʊ̥sa fu ̥sa f̩sa
ibi / ibiɾʊ（命令形？） ibiɿ －
fʊ̥kʊkɿɡiː [新] kupuʦɿɡi pu ̥kuʦɨɡiˑ
nʊkʊɡᶻɿ nukʰaʣɿː nu ̞ku ̞ʣɨ
iʦa [保良]// ita [新城] iʦa ita
fʊɡᶻɿ fuʣɿ kanifuʣɨ / fuʣɨ とも




番号 単語 池間 狩俣 島尻
a121 着物 ʦïŋ kˢïŋ kˢɿŋ
a122 帯 su ̥kuː ~ sï ̥kuː sïpʰuɡɯ safuɡᶻɿ ~ sapuɡᶻɿ
a123 襟 ʦïnnufuʣï fuɡɯ fuɡᶻɿ
a124 鏡 kaɡaŋ kʰaɡaŋ kʰaʁaŋ
a125 火 umaʦï um̞aʦï mmaʦɿ
a126 灰 kaɾahai kaɾapaɯ kaɾapaᶻɿ
a127 水 miʣï mi(ᵈ)zï miʣɿ
a128 濡れる mmi(j)ui (濡れている) mmi- mːmi
a129 風 kʰadi kʰaʥi kʰaʥi
a130 竜巻 amaunau inoː amainoː




fumu fuma (「空」は ʨiŋ )
a133 雨 ami ami －
a134 虹 NR oːnaʦï (青大将も) NR
a135 色 iɾu ~ iɾo iɾu －
a136 青い aumunu oː aukaŋ (「黒い」ffu ，「赤
い」aχa )
a137 稲光 kannai nnapskaɯ nnapskaᶻɿ
a138 眩しい miɸu ̥taimunu ～ 
miᵖɸu ̥taimunu
mipadaːsïmunu miːpuʨikaŋ
a139 光 çik̥ai pskaɯ pskaᶻɿ
a140 蔭 kaɡi kaɡi kʰaɡi





ʦkɿ ~ ʦkˢɿ (「来月」は
ŋɡitaɿʦkɿ，「先月」は
 kˢɿʦkɿ )
a143 東 aɡai aːɯ /「東風」aːɡaʥi aʁaɿ
a144 北 niɕi ui /「北風」uiɡaʥi ui
a145 西 iː nisï /「西風」niskaʥi iᶻɿ
a146 南 haibaɾa pʰai /「南風」pʰaiɡaʥi pʰai

































kˢɿŋ / fuku (服) kˢïŋ kˢɿŋ / kˢɿmʊnʊ
subaɡɿ sïpuɡz sˢɿ̥pʊɡᶻɿ
fuɡɿ kˢïnnufuɡz fʊɡᶻɿ




kʰaɾapaɿ kʰaɾapʰaz / pʰaz(ï) kʰaɾapaᶻɿ
miʣɿ / mitʦu (水を) miʣï miᵈzɿ
mmiɿ / mminjaːŋ (濡れて
しまった)
mmi mmiː





timpaʋ ~ timpau ( pau は
「ヘビ」)
tʰimbav timpaʊ ~ timpaʋ
－ iɾu －
oːoː / oːmunu / oːkaŋ oː oːnʊ





ʦkɿ ʦkssu ʦɿkˢɿ / ʦɿkˢɿnʊjʊː
(aɡaɿ ~) aːɿ aɡ̄az (ɡ̄=後ろ寄りのɡ) 
/「東風」aɡ̄azkʰaʥi
aɡaᶻɿ
tʰuɾanpaː / niːnupaː nisï ~ nsï / uinaɡi /「北
風」nsïkʰaʥi
nisɿ
iɿ / nisɿ iᶻ /「西風」 iᶻkʰaʥi iᶻɿ


































supɯɡɯ ( supɨɡɨ か) sï ̥puʣï s̩puɡz ̩
fuɡɯ ( fuɡɨ か) fuʣï eɾi
kaɡam̩ kaɡam kaɡam̩
u ̞maʦɨ umaʦï / pˢï [古] umaʦ ~ umaʦɿ
kaɾapʰaʎ ~ kaɾapʰaᶻ kaɾabaɭ [A]//  kaɾabaz [B] kaɾapaz ̩
miʣɨ miʣï miʣɿ




kumu / fumu (誘導) fumu ɸu ̥mu
－ ami －




au / auiɾu au ~ aʊ
m̩napˢɣal ( l は舌背) nnabïkaɭ [A]// nnapskaɭ  
[B]
nnaps̩kaz ̩
miptɯᶻ/ miptɬ miːpu̥tiɭ [A]//
 miːpu̥tiz [B]
mipu ̥tuɿ
pçkal pskaɭ ps̩kaz ̥̟
kaɡi ̙(やや中舌的) kaɡi kḁɡi ~ kaɡi
tʲida (「ひなた」は 
pˢɨmu )
tida ti ̥da ~ tida
ʦɨ̥kɨjuˑ ʦïʦï [A]// ʦïʦïnujuː [B] ʦks̩
aɣal aɡaɭ [A]// aɡaz [B] aɡaz ̩
ninupa / nisɨ nisï nisɿ ~ nis
lː (ʎːか) iɭ [A]// iz [B] z ̩ː
pʰai pʰai pʰai


































spʊᵈzɿ sɿkubᶻɿ su ̞ku ̞bᶻɨ ~ suk̞u ̞bɨ
fʊɡɿ ~ fʊʣɿ kʰubᶻɿ fuʣɨ
kʰaɡam kʰaaˁm kaɡam̩
mmaʦɿ umaʦɿ u ̞maʦɨ
kʰaɾapaɿ ~ kʰaɾapaᶻɿ kʰaɾa paɿ kaɾapaɭ
miᵈzɿ miᵈzɿ miʣɨ
mmiː
mniː / niːŋ (ぬれてしまっ




nai nai ʥiɕiŋ / naɪ (誘導)
fʊmʊ fumu fumu
ami ami －
tʰimbaʊ ~ tʰimbaʋ (pav ~ 
paʋは「蛇」)
tʰimbav (pʰav は「ヘビ」) ʨimbaʋ (  ʨiŋ は 
「空」、 paʋ は「蛇」)
iɾʊ iɾu －

















nisˑ ~ nisɿ̥ ui nisɨ
iᶻɿ iᶻɿ iɭ
pʰai pʰai paɪbaɾa
ŋɡᶻɿ miːʦɿ n ̩ʦɨ
185
宮古方言基礎語彙ａ データ
番号 単語 池間 狩俣 島尻
a148 左 çidai bïdaɯ ~ bzdaɯ bᶻɿdaᶻɿ
a149 前 mai (「後ろ」を tibi ) mafkʲa (「後ろ」はʨibi) －
a150 道 nʦï nʦï nʦɿ
a151 嶺 mmi mmi mmi
a152 霧 NR NR kˢɿː
a153 露 ʦïː ʦïju ʨiʋ
a154 朝 çit̥umuti stumuti stumaʨi
a155 昼間 hiːma psm̟̥a pˢɿnaχa / pˢɿma
a156 夕方 jusaɾabi jusaɾabi －
a157 夜 junaka juːnaː juːᶻɿ
a158 今 nnama nnama nnama
a159 今日 kʲuː kjuː kʰjuː
a160 明日 aʨa aʦa ata
a161 明後日 mmʲa  miːka asadi asʨi
a162 来年 jaːni jaːni jaːni
a163 昨日 nnu ksn ̥ ̟u kˢɿnu
a164 去年 kuʥu kuʣu kʰudu
a165 昔 ŋkʲaːŋ ikjaːŋ ŋkjaːŋ
a166 夏 － naʦï －
a167 暖かい nfumunu fumuɾaŋ nufkaŋ
a168 寒い ɕɕimunu pɕimunu pi ̥ɕikaŋ
a169 冷たい hiɡuɾumunu bzɡuɯ bᶻɿɡuɾu




muɡaɾi janavvi / muɡaiɾi
a172 船 funi funi funi
a173 珊瑚礁 pi ̥ɕi uɾubuni（海に生えている
もの) (「瀬」は pɕɕi )
pi ̥ɕi










































juːɿ junʲaːŋ jʊː / jʊnai
nnama nnama nnama
kʰʲuː kjuˑ kʰʲʊː







nufkaŋ / aʦɿkaŋ ŋko.ŋku nʊᶻɿnʊ（ぬるい？）
pɕɕikaŋ pɕimunu pʰi ̥ɕiːnʊ
bᶻɿɡuɾukaŋ psïɡuɾumunu pˢɿ̥ɡʊɾʊːnʊ
iŋ / immu (海を) im im
muɡʲaːɾi





































pɨdal ~ pɨda pʰïdaɭ [A]// psdaz [B] ps̩daz ̩~ ps̩daɿ
－ mai －
m̩ʦɨ mʦï m̩ʦ ~ m̩ʦɿ
m̩mɨ (↔suk̥u) mːni m̩mi
kçɨˑuɾ̞i NR ks̩ː
NR ʨuf ʦʋ̩ ~ ʦɿ̟̥ʋ
sɨtum̞uti ( 「朝食」は 
asamunu









n ̩nama nnama n ̩nama
kjuː kʲuː kjuː ~ kju ̥ː




kuʤu kʰuʥu ku ̥ᵈz ̥̟u
ŋ̩kjaːŋ ŋkjaːŋ ŋkjaːŋ
－ naʦï －
aʦɨsa / nufsa (誘導) nuffuː / nuffuːu nuffuː
nuɸu ̥ ̟ː ~ nuɸu ̥ ̟  / 
nuɸu ̥̟ːnuɸu ̥̟  (これは 
reduplicate の形で形容詞)
pˢɨsa pɕimunu pi ̥ɕiːpi ̥ɕi
pˢɨsa ~ pᶝɨsa pzɡuɾoː ps̩ɡuɾuːps̩ɡuɾu
im̩ im im̩
muɡailʲ ~ muɡaiʎ muɡʲaːɾi（濁っている）
nʲiɡuɾi / cf. muɡaiɾi (川や
海の水がかき混ざってい
る)
funʲi funi ɸu ̥nʲi
pɕi ̥ ~ pɕi pɕi piɕ̥i

































pˢɿdaɿ ~ pˢɿdaᶻɿ pʰidiɿ pˢɨdaɭ
mai maukiː (「後ろ」は ʨibi) －
mʦɿ mʦɿ n ̩ʦɨ
mmi mni m̩mi
kˢɿː kʰiɾi
ʦɨː / akᵡḁʦɨ (黄砂)（akᵡa 
茶）「白い霧」は au ̞ʦɨ)
ʦʊv ~ ʦɿʋ ʦɿv tu ̞ʋ
sˑtʊmʊti stumuti sɨ̥tu ̞muʨi
pˢɿːma pˢɿːma pʰɨɭːma
jʊsaɾabi jusaɾabi －
jʊnai / 夕飯jʊːɿ juᶻɿnaᶻɿ jun̞ai
nnama nnami n ̩nama




kˢɿnʊː ʦɿnuː ʦɨnu ̞











muɡaiɿ kinu ̞uʋi ~ kinuʋ̞i
fʊni funi funi
pɕɕi ~ piɕ̥i pɕɕi saŋɡo / u ̞ɾu ̞ʋu ̞sɨ (枝サン




番号 単語 池間 狩俣 島尻
a175 行く・去る haitti (行って) pʰʲaːɾi ikˢɿ / piᶻɿ
a176 速い hʲaːmunu ( ç にあらず) pʰʲaːmunu pjaːmunu
a177 土 nta ~ mta 
( m は m͡n )
nta nta
a178 庭 minaka aːɾa / minaː －
a179 家 jaː jaː －
a180 埃 ɸu ̥ki pʰuk̥i －
a181 汚い ɕi ̥ɕana ɕɕanaŋ ɕɕana
a182 戸 jadu jadu －
a183 門 muŋ / ʣau ʣoː dau (「入り口」paᶻɿfʦɿ )
a184 前・正面 maukʲaː taŋkaː / maukjaː (前の家) mafkjaː (「向かい」は
ŋkaᶻɿ )
a185 村 mmaɾiʣïma sïma sɿma
a186 墓 haka pḁka pḁχa
a187 あそこ kama kama kama
a188 そこ uma uma (「ここ」も同じ) －































pʰu ̥ki / jaːbuki (わたぼこ
り)
－
ɕɕana / sputaɿ ɕɕana ɕɕanaːnu
－ jadu －
ʣoːfuʦɿ (入口) ʦïmbu (建造物) / ʣoː (門
柱間の空間)
ʣoː
mai (maibaɾa ( 前の家) ， 
ɕɕibaɾa ( 後ろの家))
maf̩kʲa ~ mafï ̥kʲa maʋkʰʲaː


























ɨkˢɨ / kˢɨ / paᶻ ~ palᶻ pʰiɾi（行け！） pi ̥z ̩ ~ pi ̥ᶻɿ
pjaːmunu pjaːmunu pjaːmunu




ɕːana / ɕːanamunu ɕɕana jaɾimunu
－ jadu －
ʤoˑ ʥoː ʣau
mafkjaː (「 後ろ」は 
ɕiːbaɾa )
moːtʰu / moːtʰumai / 
maibaɾa
mavkjaː ~ maʋkjaː
NR bantaʣïma s̩ma ~ s̩m̟̥a
pḁka pḁka pḁka
kama kama kʰa̟̥maː
kuma ( umaは不使用) / 
amakuma (あちこち)






















pʰiᶻɿ pʰiɿ / pʰiɾi (行け) ifu ~ iki / pjaɭi
pʰʲaːmʊnʊ / pʰʲa̰ːpʰja pʲaːmunu pjaːmunu
mta mta n ̩ta
minaka minaha －
jaː jaː －
pʰʊ̥ki / mtabʊki (土のほこ
り)
ɡumi / pʰuki －
ɕɕana ɕɕanamunu ɕɕanamunu / 
sɨːɡatamunu
jadʊ jadu －
ʣoː [保良]// ʣaʊ [新城] ʣoːvʦɿ dau ̯
maʋkʲaː / maibaɾa (前の
家)
maʋkjaː maʋkjaː / maɪ
sɿma sɿma muɾa (sɨmaとは言わない)
pʰḁka pʰaː ~ pʰa̰ː pḁka
kʰama kʰama ~ kʰamaː kama
ʊma (「ここ」は 
kʰʊma
umahama (あっちこっち) ku ̞ma





































 番号 単語 池間 狩俣
b001 目（め） meː [mi/[miː
b002 歯（は） haː [pa
b003 爪（つめ） ʦume (共通語の可能性あり) ʦɯ[me (気息なし)
b004 鼻（はな） hana pana (ゆっくりの時 pa[na )
b005 臍（へそ） m̩ːbusu [mːbu
b006 胸（むね） m̩miuʦu miɸ[ʦu (または miɸu[ʦɯ )
b007 面（かお） mihana mipa[na
b008 耳（みみ） min [miɴ
b009 皮（かわ） kaː (木や果物の皮も) [kaː
b010 脛・足（あし） hazɿ (膝から下) (「腿」はmumu ) pa[ɡɨ




b013 筋（すじ） haiʦ pˢɨ[kɨbaü (ゆっくりの時 pɨ[kɨbaɨ )
b014 眉（まゆ） maju [maju (または ma[ju )
b015 汗（あせ） aɕi a[ɕi
b016 鼻血（はなぢ） hanaʨi pa[naʦɯ (「鼻汁」は [mbana )
b017 涎（よだれ） judai ju[dal ̩ (ゆっくりの時 judaɨ )
b018 刺青（いれずみ） NR NR (オバアの頃。[iɾeʣɯmi )
b019 一つ ɕiːʦɿ
p[tiːʦɯ (または pɯ̥[tiʦɯ ただし p の
あと母音殆ど聞こえない)
b020 二つ ftaːʦɿ
ɸ[taːʦɯ ( ɸ のあと母音がほとんど聞こ
えない)
b021 三つ miːʦɿ
[miːʦɨ (または [miːʦɯ ただし ɯ~ɨ の
間で揺れる)
b022 四つ juːʦɿ juː[ʦɨ (または juːʦɯ̥ )
b023 五つ iʦɿʦɿ [iʦɯ̥ʦɯ (または [iʦɯ̥ʦu)
b024 六つ mːʦɿ [nːʦɨ (または nːʦu)
b025 七つ nanaʦɿ na[naʦɯ (または nanaʦu)
b026 八つ jaːʦɿ [jaːʦɯ (または jaːʦu)
b027 九つ ku̥kunuʦɿ (語頭の k 破裂弱い)
ku̥[kunu]ʦɯ (または kukunuʦu ただし
円唇性がはっきりしているのは nu のみ)
b028 十（とお） tuː to˔ː
b029 一人 taukaː [taɸkʲaː
b030 二人 hu̥taːi ɸ[taːl ̩/ɸtaːɯ
b031 三人 n̩ʨaːi n̩[ʦaːl ̩
b032 四人 jutaːi ju[taːɯ
b033 五人 iʦunuçi̥tu [iʦɨ̥nuɸtu (または ʔiʦɨnupɯ̥[tu )


















































ʨibitaɿ ~ ʨibitaᶻɿ ʨibitai







judaɿ ~ judaᶻɿ －

















iʦɿ nu ttu iʦɿnupstu











































mbu / mbusu mːbu




paɡɿ (足) (「脛」は kaɾasuni )
paɡɯ / ʦɨɡusɨ (膝) / mumu(ni) (腿) / 
psaːbza 足（靴を履く部分）/ 
amaŋɡuː buni (くるぶし)
ʨibiɡuː / ʨibitaɿ とも ʨibiɾuŋ
kḁtamusɿ̥~ kḁtamusɿ / kḁta kʰata
































































pana ~ pḁna pana
mːbusu mːbu
mniuʦɿ mmiʋʦɨ
mipana ~ miɸana mipana
mim̩ mim
kaː kʰaː



























 番号 単語 池間 狩俣
b035 七人 nananuçi̥tu na[na]nuɸtu
b036 八人 jaːnuçi̥tu [jaːnuɸtu
b037 九人 kununuçi̥tu/kukununuçi̥tu ko ̥[konu]nuɸtu
b038 十人 tuːnuçi̥tu [tuːnuɸtu
b039 いくら ikassaɡaː (値段。いくらか)





b040 いつ iʦɿɡaː (いつか）
nan̩ʥi ni / iʦɯ nu ( ni, nu は終助
詞。分離すべきだったがしていない。疑
問詞が単独で出にくいようだった)
b041 だれ taɾuɡaː/taɾuɡa (だれか） ta[ɾuː
b042 どこ iʥanuçi̥tu (どこの人) n̩[ʣai / n̩[ʣan ̩/ n̩[ʣa
b043 どれ idiɡa (どれか）
n̩[ʣaɡa du / n ̩[ʣiɡa du ( du は終助
詞。分離すべきだったがしていない。疑
問詞が単独で出にくいようだった)
b044 なぜ naujahiːɡa (なぜか)




b045 なに nauɡa (なにか） [noː
b046 いくつ
ifuʦu ( uvaɡa tussa ifuʦuɡa (お前の歳
はいくつか))
[iɸʦɯ
b047 昼（ひる） hiːma (正午) (「真夜 中」は junaka ) pˢɨ[ma (ゆっくりの時 pˢɯ[ma )
b048 田（た） taː (田んぼは無い) [taː / ɸḁ[ta]ɡɨ / pḁ[taɡɨ
b049 星（ほし） hoɕi p[sɨ (ゆっくりの時 puː[sɨ )
b050 道（みち） n̩ʦ n[ʦɨ / nː[ʦɯ
b051 山（やま） jama ja[ma (cf.坂saː[ma )
b052 島（しま） ɕima
ɕi[ma / sɨ[ma (自由会話では中舌になっ
ている)
b053 浜（はま） hida bɨ[ʣa / pa[ma
b054 花（はな） hana pa[na
b055 泡（あわ） awa a[wa
b056 穴（あな） ana a[na
b057 空（そら） soɾa (共通語形か) ti[ɴ (cf.「土地」は ʣɨː )
b058 烏賊（いか） ika i[ka
b059 海老（えび） ibi e[bi
































nana nu ttu nananupstu
jaː nu ttu jaːnupstu
ku̥kunu nu ttu kukunupstu
tuː nu ttu tuːnupstu







noui ~ naui noː sttiɡa
nou ~ nau uɾe noːɡa
ifʦɿ ifʦɿ ɡa
pssuma ~ pɿsuma pˢɿːma
taː ta
















































noː nu pusa ɡa（いくらか？）/ iska 
(いくら)とも
isḁka




ndza / ndzaŋ kaiɾʲaː (どこにか？）/ 
nʣaŋɡa (どこで)
n̩ʣa
nʥi / nʥinuɡa zoːkaɾjaː（どれが良い
の？）
n̩ʥi
{noːʨiɡa / noːtiɡa} nakjuːɾjaː（何故
泣いているの？）
nao ̝tiː
noː / noːju ɡa pu̥skaɾjaː（何が欲しい
の？）
nao ̝nu ~ noːnu
ifuʦɿ ɡa kaːtʨaː（いくつ買う？） ifu̥ʦɨ
pɿɾu pᵗsɨːma / stumuti (朝) / junai (夜)
taː (「畑」は pari ) tʰaː













































kukununu pstu ko ̝ko ̝no ̝nopˢɨtu
tuːnu pstu tu̞ːnopˢɨtu




taɾuɡa（誰か？） ʋʋa taɾu ɡaː （あなた誰？）
n(ᵈ)za idaŋ kai ɡaː （どこ行くの？）
nʥi iʥiŋkai du̥ aɸuʥi ɡa ː（どれにする
の？）
noːs ̩tiːɡa naʋʨiː du namaɡami ɡaː （なぜ遅れた
の？）
noː naʊ judu aɕuː ɡa （なにやってるの？）
if(u)ʦɿ iɸuʦɨ du al ɡaː （いくつあるの？）
pˢɿːma pɨlma
taː ta














 番号 単語 池間 狩俣
b061 牛（うし） uɕɿ ( ussɿkaːdi～ussukaːdi (牛を飼う)) u[sɨ / ɯ[sɨ
b062 蝿（はえ） hai pai / paɯ
b063 犬（いぬ） in i[n̩ ( iɴ と書いてもよい)
b064 蛸（たこ） taku taͪ[ko ̥ / ta[ͪku̥
b065 蚤（のみ） nun [nun̩
b066 烏（からす） ɡaɾasa ɡa[ɾasɯ / ɡa[ɾa]sa
b607 雀（すずめ） ffʲaduɾa [utʦa
b068 葉（は） haː kiːnu[paː
b069 穂（ほ） huː
[puː / [maɯnupuː ～ mal ̩nupuː (稲の
穂)
b070 根（ね） niː niba[l ̩
b071 竹（たけ） taki ta[ke
b072 松（まつ） maʦɿ ma[ʦɯ
b073 藁（わら） NR ba[ɾa
b074 種（たね） tani (サネも) ta[ni]
b075 くば（びろう樹） kuba ku[ba
b076 ソテツ tʨuːʦɿ sɨ[su]ʣɯ / s[tɨ]ʦɯ / s[su]ʣɯ
b077 こずえ・砂糖黍の先
端




b079 酒（さけ） saki sa[ͪki̥]
b080 豆（まめ） mami ma[me
b081 麦（むぎ） muzɿ mu[ɡɨ
b082 餅（もち） muʨiː mu[ʦɨ
b083 ミカン funʲuː ɸni[n̩ / ɸni[ɯ / ɸ[nʲɯ
b084 糸瓜（へちま） nabʲaːɾa na[bʲaːɾa
b085 親（おや） uja (「父」は uza，「母」は m̩ma )
ɯ[ʣaɯ[ma / oja (父親) / 
ɯ[ʣaɯ[ma (父母) / ojafa: (親子)
b086 いとこ iʨu̥fu i[ʦůɸu
b087 兄（あに）





haːni (女第一子) / ʊbaɡama (女末っ子) 
/ aniɡama (女末っ子の一つ上) / 
ʋbaɡama (女末っ子、最初の音は 
labiodental approximant, not a vowel)
[aŋ]ɡa
b089 兄弟（きょうだい） utuʑa (男女とも) NR /  [kʲoː]dai (？)
b090 親戚（しんせき） utuʑa ( iʨumu（お祝いの時）) u[ja]ku
b091 鉢（はち） haʨi NR / ha[ʨi























































suɾa sɿːɾa nu pa / sɿˑɾa
NR / (野菜なら suː ) naˑzuː
sḁki saki
mami mami
muɡz ~ muɡɿ muɡᶻɿ
muʦɿ muʦɿ̥
fɯnɪɿ funiᶻɿ (ᶻɿ 摩擦弱い)
nabjaːɾa nabʲoːɾa
ujammaːsa
nᵈza mma ( mma の最初の m は m と n 
の同時調音)
itu̥fɯ iʦɿɸu
















































ɡaɾasa kaɾasɨ ~ ɡaɾasɨ / ɡaɾasa
maɕa pʰadu̞ɾa
paː
kiː nu pʰa (木の葉) /
upu ni nu pʰa (大根の葉)




waɾa / baɾa baɾa









muɡᶻɿ (摩擦弱い) mɡl ̻ᶻ
muʦɿ m̩ʦɨ
funiɿ (摩擦弱い) funil ̻ᶻ
nabjaːɾa nabʲaːɾa
uja (「父」はuja，「母」は anna ) zzamma / uja (父) / anna (母)
iʦɿ̥fu iʦɨ̥fu




























































buːz̩nu s ̩ɾa kiːnu suɾa(＊木の先)

















 番号 単語 池間 狩俣
b093 箆（へら） hiɾa pi[ɾa
b094 笠・傘（かさ） sana sa[na / mi[nokḁsa = ku[baːsa
b095 糸（いと） itu [i]ʦu
b096 緒（お） buː / atʨa nu buː (下駄の鼻緒) [buː/pa[nabuː
b097 柄（え） juɾu [ʔɨ]ː
b098 網（あみ） an [ʔaɴ
b099 桶（おけ） taɾu NR / ta[rɯ








b103 鎌（かま） zzaɾa (最初の z は初め摩擦性低い) ɯ[za]ɾa
b104 鍬（くわ） ffaʦɿ [ɸɸaʦɯ
b105 笊（ざる） sauki [soːɡi
b106 鋤（すき） NR (牛がいなかった)
NR ( sɯ[̥ki 絵を示したがNR。男の人な
ら分かる。馬につける)




b109 杖（つえ） diːɡiː ɡu[ɕan
b110 欠
b111 紙（かみ） kabiː ka[bɨ ( s 音はついていない)
b112 綱（つな） n̥naː/n̥na ʦɯ̥[na
b113 煙管（きせる） t’iː (ttiː か) kˢɨ[sɨɯ
b114 名（な） namai [naː
b115 帆（ほ） huː [puː
b116 荷（に） niː [niː
b117 金（かね） kani ka[ni
b118 金銭（かね） din ʥi[n̩
b119 音（おと）
NR (…nu narijuɿ (…が鳴る) の形で出
た)
u[tu





b122 石（いし） iɕi i[sɯ (たくさんだと [issaʣaɾi )
















































kubaʣɿː taɡu ( ɡ の閉鎖弱め)
maffa maffa

































































uːki / taɡu (頭に乗せて水を運ぶもの) tʰaɾu
maffa maffa
fu̥suːᶻɿ fsɨːz ~ fsɨl ̻ᶻ
juːkᶻɿ juks
ɿzaɾa zzaɾa ~ ɹzaɾa
ffaʦɿ̥ ( f 弱い) ffaʦɨ




































































uːki / taɾai（たらい） NR / u:ki とは言わない。使ったことな
し
maf(ʋ)ɾa maɸɸa




soːki / baːki soːki
su̥ki sɨki












ajaɡu ~ ajaɡo aːɡu






 番号 単語 池間 狩俣
b125 命（いのち） n̩nuʦɿ ɯ[nuʦɯ
b126 豚小屋、便所 waːnuɕɕi [tuːwa / [tuːͮwa / waːnuja
b127 病気（びょうき） jamijuɿ (動詞) ja[mi]ɯ / jamijɯ (名詞が出にくい)
b128 柱（はしら）
hala ( l は歯茎より少し後ろか。hassa
は「帆柱」)
pa[ɾa
b129 真似（まね） maːbi mʲaː[bi
b130 うそ bakuɾau/bakuɾoː ( ɾ は l か) da[ɾa]ɸu
b131 匂い kaʥa ka[ʣa / ka[basɯk̥an̩
b132 表（おもて）
aːɡi (裏表の表) (「裏」は ɕita, 
ɕitaːɾa)
[maːsɨma (cf.裏 kaisɨma )
b133 外（そと） aɾa [aː]ɾa
b134 内（うち） naka (中(なか)) naː (中。「家の中」は [jaːna]ː )
b135 上（うえ） aːɡi [waːɡu
b136 下（した） ɕi̥ta/ɕi̥taːɾa sɨ[taːɾa
b137 も（助詞） ha[na]mai (鼻も) / ha[na]mai (花も) －
b138 少し（+指小辞） hiːʨaɡama [piːŋ]kaː
b139 もっと m̩mʲahi －
b140 たくさん haːsa u[poː]sa
b141 小さい imiimi i[miŋ]kaː / i[miŋ]ɡa
b142 大きい ɡabaː u[ɸoːbi / u[ᵖɸoːbi
b143 低い
ssabana/ssamunu ( munu は形容詞形
か)
－
b144 同じ junusui / junuɕɕi (同じ歳)。 ɕɕi は
「歳」
－
b145 短い maːku －
b146 丸い maːku / maːɾa －
b147 それ ui ( 範囲は不明。cf.「遠く」は kaːma) －
b148 もの、物 munu －
b149 くださる fiːsama ɸiːsamai








































aːɾa / puka ( puka は誘導による) pʰuka
naxa ~ naka (自然な発話では x ) naka
waːɡi waːbi






















































paɾa paɾa ~ para
naːbi naːbi





maːsma / kaisma (うら)（着物ののみ、
紙の表裏は waːbi と sɨ̥ta )
pu̥ka // aːra aɾaː
naka / uʦɿ (jaː) naka
waːbi / waːɡu waːbi
sɿ̥ta / sɿtaːɾa sɨ̥ta
－ －




imiːmi / imimunu  (「小さいもの」は 
imiːmi nu munu ，imiːmi munu とはあ
まり言わない)
upoːupu
upuːpu / upumunu (「大きいもの」は 














































skas ̩ / daɾafu taɾaɸu
kaʣa
kusamunu / kabasumunu (臭い匂い / い
い匂い)






















































N-155B-1 共通語 鳩も 鷹も 飛ぶ。 調査者 
N-155B-1 池間 
ffjaduɾamai（雀も） takamai tubi（当該方言の/h/は h~ɸ~f で
揺れている。インフォーマントは何度か言い直しや言い淀み等が
あり、調査者 4 人のデータもまちまちである。この報告では仮に 
f で統一する） 
N,N,D,U 
N-155B-1 狩俣 pʰḁtu mai tʰa ̥kamai tubi N,M 
N-155B-1 久貝 mːbatumai ta ̥kamai tubᶻɿ N,H,N,M 
N-155B-1 与那覇 tuᶻɿja tubansuɡa mbataː tubɿdu sɿ （鳥は飛ばないが鳩は飛ぶ） S 
N-155B-1 来間 pḁtumeː ta ̥kameː {tubz ̩ / tubz ̩du} sɿː ta ̥kanudu tubz ̩ K,U,D 
N-155B-1 宮国 {tuzmai/tuɿmai} ta ̥kamai butuki ̥ K,T 
N-155B-1 砂川 m ̩batumai takamai tuviːdu uᶻɿ N,I,O 
N-155B-1 保良 mbatumai takamai tubz ̩ K,T 
N-155B-2 共通語 今日は 天気が 悪いから 飛行機は 飛ばない。   
N-155B-2 池間 kjuːja {teŋkinu / suɾanu} baikaiba tubimunumai tubaɴ N,N,D,U 
N-155B-2 狩俣 kjuːja {teŋkinu / ɰaːʦïkinu} ɰasïk̥aɾiba çikoːkija tubampaᶻï N,M 
N-155B-2 久貝 kʲuːja ʋaːʦɿkɿnu {baskaːba / basɿ̥kaːba} hikoːkjaː tubaŋ N,H,N,M 
N-155B-2 与那覇 kʲuːja waːʦɿ̥kɿnu baᶻɿkaɾiba çikoːkʲaː tubaɴ S 
N-155B-2 来間 kʲuːja tinʦɿn̥u bazk̩aɾiba çik̥oːkʲaː tubaŋ ‖ kʲuːja ʋaːʦʦɿ ̥n̟u 
janakaɾiba çik̥oːkʲaː tubaŋ 
K,U,D 
N-155B-2 宮国 kjuːja tiŋki {bazkaiba / baɿkaiba} hik̥oːkja ituŋ K,T 
N-155B-2 砂川 kʲuːja waːᵗskɿ baᶻɿkaɾiba çikoːkʲaː tubaŋ̩ N,I,O 
N-155B-2 保良 kʲu:ja wa:ʦkˢɿnu baz ̩kaɾiba çi̥koːkjaː tubaŋ K,T 
N-155B-3 共通語 風で 帽子が 飛んだ。   
N-155B-3 池間 kadiçiː kavvimunumai tubahaɾiɲaːɴ N,N,D,U 
N-155B-3 狩俣 kaʥi ndu boːɕinu {tubiuᶻï / tubjuː} N,M 
N-155B-3 久貝 kaʥiɕidu boːɕinu tubinʲaːŋ (tubᶻɿtaː は未確認) N,H,N,M 
N-155B-3 与那覇 kˢɿnaː çikoːkʲaː {tubɿdu sɿ̥taː / tubɿtaː} (昨日は飛行機は飛ん
だ) 
S 
N-155B-3 来間 kaʥinu ʦu ̥̟ːkaɾibadu boːɕimeː tubi ‖ kaʥinu {ʦuːkaɾibadu / 
ʦuːkaɾibadʊ} boːɕimeː {tubz ̩taz ̩ / tubz ̩taɿ} 
K,U,D 
N-155B-3 宮国 kazindu bo:sinu {tubipiː/tubasaɾiɾjaː} K,T 
N-155B-3 砂川 kaʥiɕidu boːɕinu tuvᶻɿtaᶻɿ N,I,O 
N-155B-3 保良 kaʥiɕiː boːɕinu tubzt̩aː K,T 
N-155B-4 共通語 親鳥が 飛んで、小鳥が 飛んだ。   
N-155B-4 池間 mmaduinu tubi ffaduinu tubiui N,N,D,U 
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N-155B-4 狩俣 mmaduɾinu tubidu ffaːduïnu du bjuː N,M 
N-155B-4 久貝 mmaduᶻɿnu tubibadu ffaduᶻɿmai tubᶻɿ (シテ形 tubisɿ ̥ 採れず) N,H,N,M 
N-155B-4 与那覇 mmaduɿnu tubitti ffaduɿmai {tubɿtaː/ tubɿtaɴ}（tubɿtaɴ でなく 
tubɿtaɿ か） 
S 
N-155B-4 来間 mmaduz ̩nu tubittidu ffaduzza {tubz ̩taz ̩ / tubzt̩aɿ} K,U,D 
N-155B-4 宮国 mmaduzdu tubiː ibiːnu tuzɡamanu tubipiɾijaː K,T 
N-155B-4 砂川 ujaduᶻɿnu tuvitti(du) ffaduᶻɿnu tubɿtaᶻɿ N,I,O 
N-155B-4 保良 mmaduɿnu tubitʨi f ̩faduɿnu tubz ̩taː K,T 
N-155B-5 共通語 そこから 飛んで みろ。   
N-155B-5 池間 umakaɾa tubi miːɾu N,N,D,U 
N-155B-5 狩俣 umaːɾa tubi miːru N,M 
N-155B-5 久貝 umakaɾa tubi miːɾu N,H,N,M 
N-155B-5 与那覇 umakaɾa tubi miː⌈ɾu S 
N-155B-5 来間 umakaɾa tubi miːɾʊ K,U,D 
N-155B-5 宮国 umakaɾa tub̞imiɾu K,T 
N-155B-5 砂川 umakaɾa tuvi miːɾu N,I,O 
N-155B-5 保良 umakaɾa tubi miːɾu K,T 
N-156B-1 共通語 みんなで 舟を 漕ぐ。   
N-156B-1 池間 nnaçi fuɲuː kuɡi N,N,D,U 
N-156B-1 狩俣 nːnaɕi fuɲiu kuɡi N,M 
N-156B-1 久貝 mːnaɕiː funʲuː kuɡᶻɿ N,H,N,M 
N-156B-1 与那覇 mːnaɕiː funʲiu kuɡɿ （funʲiu の iu は曖昧な二重母音） S 
N-156B-1 来間 haːɾiːnu f ̩nʲuːbaː muz ̩tuɕiːdu kudzɿ / <cf.>  muzt̩uɕiː fnʲuː 
kuɡe (皆で舟を漕げ) 
K,U,D 
N-156B-1 宮国 mːnasi fniu kuɡi K,T 
N-156B-1 砂川 m ̩ːnaɕiː {funiju / funʲuː} {kuɡuˢɿ / kuɡuᶻɿ} N,I,O 
N-156B-1 保良 mːnaɕi fʋ̩nʲuː kuɡz ̩ K,T 
N-156B-2 共通語 誰も 舟を 漕がない。   
N-156B-2 池間 {tarumai / nːna} {fuɲaː kuɡaɴ / fuɲuːba kuɡaʥaːɴ} N,N,D,U 
N-156B-2 狩俣 taɾumai fuɲi(ː)ba kuɡaɴ N,M 
N-156B-2 久貝 taːmai funʲuːbaː kuɡaŋ N,H,N,M 
N-156B-2 与那覇 toːmai funʲiubaː kuɡaɴ S 
N-156B-2 来間 toːmeː fnʲuːbaː ku ̥ɡaŋ K,U,D 
N-156B-2 宮国 toːmai fniubaː kuɡaŋ K,T 
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N-156B-2 砂川 taɾuːmai funʲuː kuɡaŋ̩ N,I,O 
N-156B-2 保良 taːmai fʋ̩nʲuːbaː kuɡaŋ̩ K,T 
N-156B-3 共通語 昔は よく 舟を 漕いだ。   
N-156B-3 池間 ŋkjaːnna juːdu fuɲuːba kuɡitai N,N,D,U 
N-156B-3 狩俣 ŋkjaːnna juːdu fuɲuːba kuːdaï N,M 
N-156B-3 久貝 ŋkʲaːnna juːdu funʲuː kuɡᶻɿtaː N,H,N,M 
N-156B-3 与那覇 ŋkʲaːnna juːdu funʲiubaː kuɡɿtaː S 
N-156B-3 来間 ŋkʲaːnna fnʲuːbaː juːdu kudztaɿ K,U,D 
N-156B-3 宮国 ŋkjaːnna uɾusi ̥ku fniubaː kuɡiuta K,T 
N-156B-3 砂川 ŋ̩kʲaːn̩na juːdu funʲuː kuɡᶻɿtaᶻɿ N,I,O 
N-156B-3 保良 ŋkʲanna jaudu f ̩nʲuː kuɡztaː K,T 
N-156B-4 共通語 舟を 漕いで、そのあと 休め。   
N-156B-4 池間 fuɲaː kuɡittikaɾa jukui N,N,D,U 
N-156B-4 狩俣 fuɲuː kuɡidu atuɲi jukoːdai N,M 
N-156B-4 久貝 funʲuː kuɡittikaɾa jukui N,H,N,M 
N-156B-4 与那覇 funʲaː kuɡittiː uɾiɡa atuɴ jukui（funʲaːは「舟は」） S 
N-156B-4 来間 fnʲuː kuɡitti unu atu ̥̟ːbaː jukui K,U,D 
N-156B-4 宮国 fnia {kuɡicci / kuɡiccjaː} unuatoː buɡaɾikaiba jukui K,T 
N-156B-4 砂川 funʲuː kuɡittikaɾa jukui N,I,O 
N-156B-4 保良 f̩nʲaː kuɡitʨi unu atuŋ̩ jukui K,T 
N-156B-5 共通語 一人で 舟を 漕いできた。   
N-156B-5 池間 {taʊkaːçiː / tavkaːçiː} fuɲaː {kuɡiːfiːɾu（漕いでくれ）/ kuɡittai
（漕いだ）} 
N,N,D,U 
N-156B-5 狩俣 taʋkjaːɕidu fuɲuː kuɡikiɕi N,M 
N-156B-5 久貝 ta ̥fkʲaːɕidu funʲuː  kuɡikˢɿ̥taː N,H,N,M 
N-156B-5 与那覇 tɔʋkʲaːɕiːdu funʲaː kuɡɿdu sɿt̥aː（funʲaːは「舟は」） S 
N-156B-5 来間 {ta ̥fkʲaːɕiːdu / ta ̥fkʲaːɕiːdʊ} fnʲuː kuɡiʦtaɿ K,U,D 
N-156B-5 宮国 taʋkjaːsidu fniu kuɡikstaː K,T 
N-156B-5 砂川 tavkʲaːɕidu {funiju / funʲuː} {kuɡiᵏstaɿ / kuɡᶻiᵏstaɿ} N,I,O 
N-156B-5 保良 taʋkʲaːɕidu f ̩nʲuː kuɡikstaː K,T 
N-157-1 共通語 毎日 海へ 行く。   
N-157-1 池間 juiçiː iŋkai ifu N,N,D,U 
N-157-1 狩俣 maiɲiʦï iŋɡai ifu N,M 
N-157-1 久貝 mainiʦɿ imkai ikˢɿ N,H,N,M 
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N-157-1 与那覇 mainʲiʦɿdu imkai ikˢɿ（強調して maːinʲiʦɿdu とも発音される） S 
N-157-1 来間 maiːnʲiʦ im ̩keːdu {iʦ / iʦɿ} K,U,D 
N-157-1 宮国 maiːnicï imkai ikʒɡamata K,T 
N-157-1 砂川 {iʦɿːmai / mainiʦɿ} imk̩ai {ikˢɿ / ikɿs} N,I,O 
N-157-1 保良 mai:nʲiʦɿ im ̩kai {iks ̩ / piz ̩} K,T 
N-157-2 共通語 父は 天気が 悪いから 海へは 行かない。   
N-157-2 池間 （otoːɰa） kjuːja teŋkinu baikaiba iŋkaija ikaɴ N,N,D,U 
N-157-2 狩俣 ujaː ɰaːʦïkinu basï ̥kaɾiba iŋɡaija ikaɴ N,M 
N-157-2 久貝 ᶻɿzaː ʋaːʦɿkˢɿ javviːdu imkaija ikaŋ ＊但し N-165-3 で「父」は
aːʣa というと言い替えた。ᶻɿzaː → aːʣaː 
N,H,N,M 
N-157-2 与那覇 ʋja⌈ː waːʦɿkɿnu baᶻɿkaɾibadu imkaija ikaɴ  S 
N-157-2 来間 ujaː ʋaːʦʦɿ̥n̟u baz ̩kaɾiba imk̩eːja ikaŋ K,U,D 
N-157-2 宮国 ujaː {ciŋkzɡa / ciŋkɿɡa} bazkaiba imkaija ikazjaŋ K,T 
N-157-2 砂川 ujaː waːᵗskɿnu baᶻɿkaɾiba imk̩aija ikaŋ̩ N,I,O 
N-157-2 保良 ujaː waːʦ̩kˢɿnu baz ̩kaɾiba imk̩aija ikaŋ K,T 
N-157-3 共通語 昨日も 海へ 行った。   
N-157-3 池間 fu ̥nuː iŋkai ifu ̥tai N,N,D,U 
N-157-3 狩俣 kinumaidu iŋɡai {ifu ̥tai / iftai} N,M 
N-157-3 久貝 kˢɿnumai imkai pi ̥ˑtaː N,H,N,M 
N-157-3 与那覇 kɿnumaidu imkai ikˢɿ̥taː S 
N-157-3 来間 ʦnumeː ʋaːʦʦɿ ̥n̟u bazk̩aɾiba imkeː iʦtaɿ ‖ ʦnoː ʋaːʦʦɿ ̥n̟u 
bazk̩aɾibadʊ im̩keː iʦtaɿ 
K,U,D 
N-157-3 宮国 kïnuːmai imkai ikstaː K,T 
N-157-3 砂川 ᵏsɿnuːmai im ̩kai {iksɿtaᶻɿ / ikstaː}（ks はほぼ同時調音、以下同
様） 
N,I,O 
N-157-3 保良 ʦɿnuːmai imk̩ai {iks ̩taː / piz ̩taː} K,T 
N-157-4 共通語 海へ 行って、泳いで きた。   
N-157-4 池間 iɲɲi ikiː uːɡittai N,N,D,U 
N-157-4 狩俣 iŋɡai ikidu uiɡi {fut̥ai / ftai} N,M 
N-157-4 久貝 imkai ikiːdu uːɡi kˢɿ̥taː ＊シテ形採れず N,H,N,M 
N-157-4 与那覇 




N-157-4 来間 imkeː {ikiːdu / iki ̥ttidʊ} uːɡi ʦtaɿ K,U,D 
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N-157-4 宮国 {imkai / immikidu} iki ̥ccie ̝ uːɡʒːtaː K,T 
N-157-4 砂川 im ̩kai ikitti uːɡi {ksɿtaː / kstaɿ} N,I,O 
N-157-4 保良 im ̩kai iki ̥tʨidu uːɡi ks ̩taː K,T 
N-157-5 共通語 海へは 一人で 行って こい。   
N-157-5 池間 iŋkaija {taʊkaː / taʋkaː} {ikiː / iki ̞ː  kuː}（ʊ は後舌（中舌寄り）
狭（半狭寄り）母音。ʋ は唇歯接近音） 
N,N,D,U 
N-157-5 狩俣 iŋɡaija taʋkjaːɕi iki kuː N,M 
N-157-5 久貝 imkai ta ̥fkeːɕiː iki kuː N,H,N,M 
N-157-5 与那覇 imkaija taʋkʲaːɕiː {ikitti kuː / iki fuɡʲaːnna}（ikitti はシテ中
止、後者 iki fuɡʲaːnna 「行ってくれないか」の iki がアリ中止） 
S 
N-157-5 来間 imkeːja taf̥kʲaːɕiː {iki ̥tti kuː / iki ̥kuː} K,U,D 
N-157-5 宮国 imkaija taʋkjaː iki ̥ kuː K,T 
N-157-5 砂川 imkaija tav ̩kʲaːɕiː ikikuː N,I,O 
N-157-5 保良 im ̩kaija taʋkʲaːɕi iki ̥ kuː K,T 
N-158-1 共通語 今日は 父が 家に 来る。   
N-158-1 池間 kjuːja ᶻïzaɡadu jaːŋkai fuː N,N,D,U 
N-158-1 狩俣 kjuːja ujaːdu jaːju ffu N,M 
N-158-1 久貝 kʲuːja ᶻɿzanudu jaːŋkai {kˢɿ̥sɿ̥  / ksː} N,H,N,M 
N-158-1 与那覇 kʲuːja ʋjaɡadu jaːŋkai kɿ̥sɿ̥ S 
N-158-1 来間 kʲuːja ujaɡadu jaːŋkeː mmʲaɿ / mmʲaᶻɿ （いらっしゃる）  
<cf.> dusnudu jaːŋkeː ʦsɿ （友が家に来る） 
K,U,D 
N-158-1 宮国 kjuːja ujaɡadu jaːŋkai kïː K,T 
N-158-1 砂川 kʲuːja ujaɡadu jaːŋ̩kai {ksɿː / ksᶻɿː} (m ̩mʲaᶻɿ いらっしゃる(敬
語)) 
N,I,O 
N-158-1 保良 kʲuːja ujaɡadu jaːŋkai kˢɿː K,T 
N-158-2 共通語 今日は 母は 来ない。   
N-158-2 池間 kjuːja mmaɡadu kuːɴ N,N,D,U 
N-158-2 狩俣 kjuːja annaː {kuːɴ / fuːɴ} N,M 
N-158-2 久貝 kʲuːja aneː kuːŋ N,H,N,M 
N-158-2 与那覇 kʲuːja annaː kuːɴ S 
N-158-2 来間 kʲuːja annaː kuːŋ̩ K,U,D 
N-158-2 宮国 kjuːja annaː kuːŋ K,T 
N-158-2 砂川 kʲuːja ann̩aː kuːŋ̩ N,I,O 
N-158-2 保良 kʲuːja annaː kuːŋ̩ K,T 
N-158-3 共通語 昨日 父が 家に 来た。   
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N-158-3 池間 {fun̥uː/nn̥uː} ᶻïzaɡa jaːŋkai {ttai / t’ai} N,N,D,U 
N-158-3 狩俣 kinudu ujaː jai kiɕi N,M 
N-158-3 久貝 kˢɿnoː ᶻɿzanudu jaːŋkai kˢɿ̥taː N,H,N,M 
N-158-3 与那覇 kɿnaː ʋjaɡadu {jaːŋkeː / jaːŋkai} kɿs̥ɿ̥taː S 
N-158-3 来間 ʦnoː ujaɡadu jaːŋkeː mmʲaɿtaɿ （いらっしゃった） / {ʦstaɿ / 
ʦtaɿ}（来た） 
K,U,D 
N-158-3 宮国 kïnuːdu ujaɡa jaːŋkai kïːtaː K,T 
N-158-3 砂川 ksɿnuː ujaː jaːŋ̩kai {ksɿtaː / ksɿtaᶻɿ} N,I,O 
N-158-3 保良 ʦɿnuː ujaɡadu jaːŋ̩kai ks ̩taː K,T 
N-158-4 共通語 こっちへ 来て、家に 戻った。   
N-158-4 池間 kumattikaɾa jaːŋkai muduitai N,N,D,U 
N-158-4 狩俣 umai {kiɕidu / kiɕi ̥ɕidu} jai muduta N,M 
N-158-4 久貝 kumaŋkai {kˢɿ̥ɕittikaɾa / ki ̥ɕittikaɾa}  jaːŋkai pi ̥taː N,H,N,M 
N-158-4 与那覇 kumaŋkai kɿ̥ɕi̥ttidu jaːŋkai piːtaː S 
N-158-4 来間 kumaŋkeː ʨi ̥ɕittidu jaːŋkeː {piɿtaɿ / piᶻɿtaɿ} K,U,D 
N-158-4 宮国 kumaŋkai ki ̥siccidu jaːŋkai muduɿtaː K,T 
N-158-4 砂川 kumaŋ̩kai kiɕit̥tidu jaːŋ̩kai muduɾi piᶻɿtaᶻɿ (戻って行った) N,I,O 
N-158-4 保良 kumaŋkai ki ̥ɕitʨidu jaːŋkai piz ̩taː K,T 
N-158-5 共通語 こっちへ 早く 来い。   
N-158-5 池間 kumaŋkai hajamaɾi kuː N,N,D,U 
N-158-5 狩俣 umai haːɾi kuː N,M 
N-158-5 久貝 umaŋkai peːpeːtiː kuː N,H,N,M 
N-158-5 与那覇 kumaŋkai pʲaːkai kuː S 
N-158-5 来間 kumaŋkeː pʲaːkaɾi kuː K,U,D 
N-158-5 宮国 kumaŋkai pjaːpjaː ku ̞ː K,T 
N-158-5 砂川 kumaŋ̩kai pʲaːpʲaːti kuː N,I,O 
N-158-5 保良 kumaŋ̩kai pʲaːkaɾi kuː K,T 
N-158-5 共通語 こっちへ 来て みろ。   
N-158-5 池間 umatti miːɾu N,N,D,U 
N-158-5 狩俣 {umai / umaːi} kiɕi miːɾu N,M 
N-158-5 久貝 umaŋkai {kˢɿ̥ɕi / ki ̥ɕi} miːɾu N,H,N,M 
N-158-5 与那覇 kumaŋkai kɿ̥ɕi miː⌈ɾu S 
N-158-5 来間 kumaŋkeː {ʨi ̥ɕi ̥miːɾʊ / ʨi ̥ɕi ̥̟miːɾo} K,U,D 
N-158-5 宮国 kumaŋkai ki ̥si miɾu K,T 
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N-158-5 砂川 kumaŋ̩kai {kiɕ̥i / kiɕi} miːɾu N,I,O 
N-158-5 保良 kumaŋ̩kai kiɕ̥i miːɾu K,T 
N-159-1 共通語 2 月は よく 雨が 降る。   
N-159-1 池間 {fuːʣïʦïnna / fuːʣïʦïnda} juːdu {aminu / amjaː} fuː N,N,D,U 
N-159-1 狩俣 ɲiɡaʦunna juːdu aminu {ffu/fuː} N,M 
N-159-1 久貝 niɡatʦa juːdu aminu fuᶻɿ N,H,N,M 
N-159-1 与那覇 nʲiɡatʦa juːdu aminu ffɿ̥ S 
N-159-1 来間 nʲiɡaʦɿ̥̟nna aminudu juː ffʋ̩ K,U,D 
N-159-1 宮国 niɡacunna unusï ̥kˢu aminu fuɿ K,T 
N-159-1 砂川 niɡatʦa juːdu aminu fuᶻɿ N,I,O 
N-159-1 保良 nʲiɡaʦaː juːdu aminu fʋ̩z̩ K,T 
N-159-2 共通語 明日は 雨は 降らない。   
N-159-2 池間 aʨaː amjaː ffaɴ N,N,D,U 
N-159-2 狩俣 aʨaː amjaː ffaɴ N,M 
N-159-2 久貝 aʦaː ameː fuɾaŋ N,H,N,M 
N-159-2 与那覇 aʦuː amʲaː ffaɴ（aʦuːは「明日」(Ø 格)か） S 
N-159-2 来間 aʨaː amʲaː f ̩faŋ K,U,D 
N-159-2 宮国 acʲaː amjaː ffaŋ K,T 
N-159-2 砂川 aʦaː amʲaː ffaŋ̩ N,I,O 
N-159-2 保良 ataː amʲaː f ̩faŋ̩ K,T 
N-159-3 共通語 昨日は 雨が 降った。   
N-159-3 池間 nnuː amjaː fuːtai N,N,D,U 
N-159-3 狩俣 kinoː aminudu {ffi / fu ̥fi} N,M 
N-159-3 久貝 kˢɿnoː aminudu fuᶻɿtaː N,H,N,M 
N-159-3 与那覇 kɿnaː aminudu ffu ̥ttaː S 
N-159-3 来間 ʦɿnoː aminudu f ̩f̩taɿ K,U,D 
N-159-3 宮国 kïnuːja aminudu fuztaː K,T 
N-159-3 砂川 ksɿnuːja aminudu {fᶻɿtaᶻɿ / fᶻɿtaː} N,I,O 
N-159-3 保良 ʦɿnuːja aminudu fʋ̩zt̩aː K,T 
N-159-4 共通語 大雨が 降って、日照りが 続いている。   
N-159-4 池間 ɡabaː aminu ffiː ntanu（土が） kaːkijui（乾いている） N,N,D,U 
N-159-4 狩俣 upu aminudu fiɕite pjaːinu ʦïʣïkiːjuɴ N,M 
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N-159-4 与那覇 upu aminudu ffitti pʲaɿnu ʦuzukiu（ʦuzukiu の iu は曖昧な二
重母音。ʦuzukʲuː のようにも聞こえる） 
S 
N-159-4 来間 upuaminu ffit̥tidʊ pʲaːɾinu ʨuːkaɿ <cf.> pʲaːɾinu {ʦɿ̥ʣɿkʲuː / 
ʦɿʣɿkʲuː} (日照が強い) 
K,U,D 
N-159-4 宮国 up.aminu ficcidu waːcï ̥kinu cuzukiu K,T 
N-159-4 砂川 upuː aminu ffitti(du) atoː pʲaːᶻɿ ʦʣɿki uz (日照りが続いてい
る) 
N,I,O 
N-159-4 保良 upuaminu f ̩fitʨidu pʲaːɾinu ʦɿʣɿkʲuː K,T 
N-159-5 共通語 いま 雨が 降っている。   
N-159-5 池間 nːnama aminu ffjuːui N,N,D,U 
N-159-5 狩俣 nnamaː aminudu {fjuː / ffjuː} N,M 
N-159-5 久貝 nnamaː aminudu fuɾʲuː N,H,N,M 
N-159-5 与那覇 nnamadu aminu ffiuː（ffiuː の iu は曖昧な二重母音。ffʲuːのよ
うにも聞こえる） 
S 
N-159-5 来間 n̩namaː aminudu {ff̩ʲuːɿ / ff̩ʲuːᶻɿ} K,U,D 
N-159-5 宮国 nnama aminu fjuː K,T 
N-159-5 砂川 namaː aminudu {ffiuᶻɿ / fʲuːᶻɿ} N,I,O 
N-159-5 保良 n̩namadu aminu f ̩fʲuː K,T 
N-159-5 共通語 雨が 降って きた。   
N-159-5 池間 aminu ffiː fuːdoː N,N,D,U 
N-159-5 狩俣 aminudu ffi ki ̥ɕi N,M 
N-159-5 久貝 aminudu  fuɾi {kˢɿ̥：/ ksː} N,H,N,M 
N-159-5 与那覇 aminudu ffi kɿs̥ɿ S 
N-159-5 来間 aminudu ffi ̥ ʨi̥ɕuːɿ （降ってきている） K,U,D 
N-159-5 宮国 aminudu ffikʒ K,T 
N-159-5 砂川 aminudu ffi ksɿː N,I,O 
N-159-5 保良 aminu f ̩fiː kˢɿː K,T 
N-160-1 共通語 みんな ここで 降りる。   
N-160-1 池間 nːnanai umakaɾa uɾiɾu N,N,D,U 
N-160-1 狩俣 nːna umandu uɾiui （uɾipaᶻï 降りるはず。uɾaɕi 降ろせ） N,M 
N-160-1 久貝 mːna umaŋ uɾiᶻɿ N,H,N,M 
N-160-1 与那覇 mːna kumaɴ uɾiɾu （uɾiɾu は命令形か） S 
N-160-1 来間 muːzt̩u kumaŋkeː uɾiɿ ‖ muːᶻɿtʊ kumaŋkeː uɾiᶻɿ K,U,D 
N-160-1 宮国 mːna {kumau / kumaŋkai} uɾiɾu K,T 
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N-160-1 砂川 m ̩ːna kuman ̩ uɾitʨaː (おりるよ；意志。断定採れず) N,I,O 
N-160-1 保良 m ̩ːna uman ̩du uɾi K,T 
N-160-2 共通語 私は ここでは 降りない。   
N-160-2 池間 baː umanna uɾiʥaːɴ N,N,D,U 
N-160-2 狩俣 baː umanna uɾidaɾaɴ （「降りられない」か？） N,M 
N-160-2 久貝 bajaː umanna uɾiŋ N,H,N,M 
N-160-2 与那覇 bajaː kumanna {uɾudʲaɴ / uᶻɿʥaɴ} S 
N-160-2 来間 abaː kumaŋkeː {uɾuŋ / uɾɯŋ / uɾuʥaːŋ} K,U,D 
N-160-2 宮国 bajaː kumaŋkaija uɾuzjaːŋ K,T 
N-160-2 砂川 bajaː kuman ̩na ʊɾu {ɾʲaŋ̩ / dʲaŋ̩} N,I,O 
N-160-2 保良 bajaː uman ̩na uɾuŋ̩ K,T 
N-160-3 共通語 ここで バスを 降りた。   
N-160-3 池間 umandu basukaɾa uɾitai N,N,D,U 
N-160-3 狩俣 uma uɾidu bassudu uɾitai （uɾidu の uɾi はよく分からない） N,M 
N-160-3 久貝 umandu basː uɾitaː N,H,N,M 
N-160-3 与那覇 kumandu {bassu / basukaɾa} uɾitaː（basukaɾa は「バスから」に
対応） 
S 
N-160-3 来間 kumaŋkeːdu bassa {uɾitaz ̩ / uɾitaɿ} K,U,D 
N-160-3 宮国 kumaŋkaidu {bassu / basuk̥aɾa} uɾitaː K,T 
N-160-3 砂川 kuman ̩du bassuː {uɾitaː/uɾitaᶻɿ} N,I,O 
N-160-3 保良 uman ̩du bas ̩su uɾitaː K,T 
N-160-4 共通語 バスを 降りて、電話 かけろ。   
N-160-4 池間 basukaɾa uɾiː denɰau jaːŋkai kakiɾu N,N,D,U 
N-160-4 狩俣 bassu uɾiɕi ̥ti deːɰ̃au aɕi kuː N,M 
N-160-4 久貝 bas uɾitti deɱʋoː ka ̥kiɾu N,H,N,M 
N-160-4 与那覇 basu ̥pa uɾitti deɱʋɔː kakiɾu S 
N-160-4 来間 baskara uɾittidu deɱʋao kḁkiɾu K,U,D 
N-160-4 宮国 basu ̥kaɾa uɾitte ̝ deũwau ka ̥kiɾu K,T 
N-160-4 砂川 bassu uɾitti dem ̩waubaː ka ̥kiɾu N,I,O 
N-160-4 保良 basaː uɾitʨi deɱʋau ka ̥kiɾu K,T 
N-160-5 共通語 妹が バスから 降りて きた。   
N-160-5 池間 uttunu midunnu basukaɾa uɾitʨuːi N,N,D,U 
N-160-5 狩俣 utudunudu basukaɾa uɾi ki ̥ɕi N,M 
N-160-5 久貝 ututunudu basː uɾi ksː N,H,N,M 
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N-160-5 与那覇 bunaɿnudu basu ̥kaɾa uɾi kɿ̥sɿ̥ S 
N-160-5 来間 utu ̥tu ̥nudu baskaɾa uɾi {ʦtaɿ / ʦs̩taɿ} K,U,D 
N-160-5 宮国 utu ̥tu basu ̥kaɾa uɾi kï ̥taː K,T 
N-160-5 砂川 aŋ̩ɡaɡa (姉が) basu ̥kaɾa {uɾiks ̩taᶻɿ / uɾiksɿtaᶻɿ} N,I,O 
N-160-5 保良 utu ̥tunudu baskaɾa uɾi ks ̩taː K,T 
N-161-1 共通語 猿も 木から 落ちる。   
N-161-1 池間 saɾumai kiːkaɾa utiːjui N,N,D,U 
N-161-1 狩俣 saɾumai kiːɡaɾadu {utidu / uʨi} N,M 
N-161-1 久貝 saɾumai kiːkaɾa utiᶻɿ N,H,N,M 
N-161-1 与那覇 iʦuːmaidu kiːkaɾa utiː （「(枝が弱いから)いつも木から落ちる」） S 
N-161-1 来間 
saɾumeː kiːkaɾa {utidus / utidusɿ̥ ̟}（落ちぞする）<cf.> anʨiː 
itaʣɿɾaɕuːkaː umakaɾa uti̥mdoː (そんないたずらをしていると
そこから落ちるぞ) 
K,U,D 
N-161-1 宮国 saɾumai kiːkaɾa uci K,T 
N-161-1 砂川 saɾuːmai kiːkaɾa utidu {sɿː / sɿᶻɿ}（utiᶻɿ では言いにくいとのこ
と。sɿːは僅かに摩擦を伴うことあり） 
N,I,O 
N-161-1 保良 saɾumai kiːkaɾa uʨi K,T 
N-161-2 共通語 木を 揺らしても 実（蜜柑）は 落ちない。   
N-161-2 池間 kiː juɾuɡaɕimmai kiːnunaija ʣïːŋkaija utiɴ N,N,D,U 
N-161-2 狩俣 kiːju juɾuɡaɕɕaːmai nːtaː utiɴ N,M 
N-161-2 久貝 kiːju juɾaɕiːmmai naᶻɿza utiŋ N,H,N,M 
N-161-2 与那覇 kiːju juɾuɡaɕaːmai funʲizza utuɴ S 
N-161-2 来間 kiːju juɾuɡaɕaːmeː mikanna utu ̥̟ŋ K,U,D 
N-161-2 宮国 kiːu juɾuɡasibam mikanna utuŋ K,T 
N-161-2 砂川 kiːju ujukasabaŋ̩ nazᶻɿa utuŋ̩ N,I,O 
N-161-2 保良 kiːju jaɾasaːmai naz ̩za utuŋ̩ K,T 
N-161-3 共通語 兄が 木から 落ちた。   
N-161-3 池間 suʥanu kiːkaɾa sanʥaɾi ɲaːɴ （kaːɾanu utitai 瓦が落ちた） N,N,D,U 
N-161-3 狩俣 adʣaː (兄は) kiːɡaɾa uti ‖ adʣandu (兄が) kiːɡaɾa uʨi N,M 
N-161-3 久貝 suʣanudu kiːkaɾa utitaː N,H,N,M 
N-161-3 与那覇 azaɡadu kiːkaɾa utitaː S 
N-161-3 来間 aʥaŋadu kiːkaɾa {uti ̥ / utiː / uti ̥taz ̩} K,U,D 
N-161-3 宮国 azʲaɡa kiːkaɾa ucit̥aː K,T 
N-161-3 砂川 azaɡadu kiːkaɾa {utitaᶻɿ / utitaː} N,I,O 
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N-161-3 保良 aʣaɡadu kiːkaɾa uʨi ̥taː K,T 
N-161-4 共通語 兄は 木から 落ちて、今は 病院に いる。   
N-161-4 池間 suʥaɡa kiːkaɾa sanʥaɾiːti nnama iɕanujaːn uɾiui N,N,D,U 
N-161-4 狩俣 adʣa kiːɡaɾa utidu nnama bjoːindu uᶻï N,M 
N-161-4 久貝 suʣaː kiːkaɾa utit̥idu nnamaː bʲoːiŋ uː N,H,N,M 
N-161-4 与那覇 azaː kiːkaɾa uʨittidu nnamaː bʲoːiɴˑ uɿ（uɿ の ɿ は噪音弱い） S 
N-161-4 来間 aʥaŋadu kiːkaɾa uti ̥tti pa ̥tʨu jamaɕ̥itti bʲoːiŋkeː piztaɿ K,U,D 
N-161-4 宮国 azaː kiːkaɾa ucïccidu nnamaː bjoːindu uː K,T 
N-161-4 砂川 azaː kiːkaɾa utittidu namaː bʲoːiŋ̩ uᶻɿ N,I,O 
N-161-4 保良 aʣaː kiːkaɾa uʨitʨidu nnamaː bʲoːin uː K,T 
N-161-5 共通語 雨は 天から 落ちて くる。   
N-161-5 池間 ami tiŋkaɾa utiː fuː N,N,D,U 
N-161-5 狩俣 amjaː tiŋɡaɾadu uʨiː kuː N,M 
N-161-5 久貝 ameː tiŋkaɾadu uti ksː N,H,N,M 
N-161-5 与那覇 amʲaa tiŋkaɾadu uti kɿ̥sɿ̥ S 
N-161-5 来間 amʲaː {tiŋkaɾadu / tiŋkaɾadʊ} {ffi ̥ʦs̩ / utiʦs ̩} K,U,D 
N-161-5 宮国 amjaː ciŋkaɾa ucik̥uː K,T 
N-161-5 砂川 amʲaː təŋ̩kaɾadu utiksᶻɿ N,I,O 
N-161-5 保良 amʲaː ʨiŋkaɾadu uʨi kˢɿː K,T 
N-162-1 共通語 猿が 木の実を 落とす。   
N-162-1 池間 saɾu kiːnunai utaçiːjui N,N,D,U 
N-162-1 狩俣 saɾunudu kiːnu nːtau {utasï̥ː / utas ̩} N,M 
N-162-1 久貝 saɾunudu kiːnu naᶻɿzubaː utasɿ̥ N,H,N,M 
N-162-1 与那覇 saɾunudu kiːnu nazzu utusɿ ̥ S 
N-162-1 来間 saɾunudu kiːŋkeː nuːɾiː iki （木にのぼっていって） kiːnu 
{nazzu / nazzʊ} utus̥ɿ 
K,U,D 
N-162-1 宮国 saɾuɡa kiːnu nazzu utu ̥su K,T 
N-162-1 砂川 saɾua kiːnu {nazᶻɿɯ / nazᶻɿu} utusɿ N,I,O 
N-162-1 保良 saɾunudu kiːnu naz ̩zu {utu ̥s / utusɿ} K,T 
N-162-2 共通語 この 猿は 木の実を 落とさない。   
N-162-2 池間 kunu saɾuː kiːnunaijuːba utahaɴ N,N,D,U 
N-162-2 狩俣 kunu {saɾoː / saɾᵘo} kiːnu nːtau utasaɴ N,M 
N-162-2 久貝 kunu saɾoː kiːnu naᶻɿzubaː utasaŋ N,H,N,M 
N-162-2 与那覇 kunu saɾaː kiːnu naᶻɿubaː utusaɴ S 
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N-162-2 来間 kuɾu saɾoː kiːnu nazzubaː utus̥aŋ K,U,D 
N-162-2 宮国 kunu saɾoː kiːnu miːubaː utu ̥saŋ K,T 
N-162-2 砂川 kunu saɾua kiːnu nazᶻɿbaː utusaŋ̩ N,I,O 
N-162-2 保良 kunu saɾaː kiːnu nazz̩ubaː utusaŋ K,T 
N-162-3 共通語 昨日 井戸に 石を 落とした。   
N-162-3 池間 nnu kaːŋkai issï utaɕitai N,N,D,U 
N-162-3 狩俣 kinuːndu kaːi issu utaɕitai N,M 
N-162-3 久貝 kˢɿnuː kaːŋkai issu utastaː N,H,N,M 
N-162-3 与那覇 kɿnuːdu issu kaːŋkai utusɿ̥taː (「昨日石を井戸に落とした」の意) S 
N-162-3 来間 ʦnoː issudu kaːŋkeː {utu ̥staz ̩ / utu ̥staɿ} K,U,D 
N-162-3 宮国 kunu kaːŋkai issu utu ̥staː K,T 
N-162-3 砂川 ksɿnuː kaːŋ̩kai issuː {utus ̩taᶻɿ / utust̩aˑ} N,I,O 
N-162-3 保良 ʦɿnuːdu ʦɿːɡʲaːŋkai issu utu ̥staː K,T 
N-162-4 共通語 帽子を 落として、取りに 行った。   
N-162-4 池間 kavvimunu ʣïːŋkai utaçi tuiɡa ikitai N,N,D,U 
N-162-4 狩俣 boːɕiu utaɕidu tuiɡa iki N,M 
N-162-4 久貝 boːɕuː utaɕi ̥tidu tuᶻɿɡa ikˢɿt̥aː N,H,N,M 
N-162-4 与那覇 boːɕaː utuɕittidu tuᶻɿɡa ikˢɿtaː（boːɕaːは「帽子は」か） S 
N-162-4 来間 boːɕuː utu ̥ɕi̥tidʊ tuz ̩ɡa {ikʲuːtaz / ikʲuːtaɿ} K,U,D 
N-162-4 宮国 boːsjuː utus̥i̥ttˢi tuɿɡa ikɿ̥taː K,T 
N-162-4 砂川 boːɕuː utuɕitti tuᶻɿɡa iksɿtaᶻɿ N,I,O 
N-162-4 保良 boːɕuː utu ̥ɕi̥ʨidu tuz ̩ɡa ikʲuːtaː （行っていた） K,T 
N-162-5 共通語 木に 登って 実を 落として くれ。   
N-162-5 池間 kiːnu hanaŋkai nuːɾiː naimunun utaçi fiːɾu N,N,D,U 
N-162-5 狩俣 kiːŋɡai nuːɾi nːtau utaɕi {fiːɾu / fiɾu} N,M 
N-162-5 久貝 kiːŋkai nuːɾi ikiː naᶻɿzu u ta ̥ɕi fiːɾu N,H,N,M 
N-162-5 与那覇 kiːŋkai nuːɾiː nazzu utuɕi ffiɾu S 
N-162-5 来間 
kiːn naɾʲuːz ̩ mikannu tuɾi utu ̥ɕi̥ fiːɾu （木に成っているみかんを
とっておとしてくれ）‖ kiːn nuːɾi iki utuɕ̥i̥ fiːɾu （木にのぼっ
ていっておとしてくれ） 
K,U,D 
N-162-5 宮国 kiːŋkai nu:ɾicci nazzu utu ̥si fiːɾu K,T 
N-162-5 砂川 kiːŋ̩kai nuːɾitti {nazᶻɿ / nazᶻɿŋ̩kai} utuɕi ffiɾu N,I,O 
N-162-5 保良 kiːn nuːɾiː naz ̩zu utu ̥ɕi̥ fiːɾu K,T 
N-163-1 共通語 馬も 人を 蹴る。   
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N-163-1 池間 nuːmamai {fi ̥tu / ɸi ̥tu} uba kiː tausu N,N,D,U 
N-163-1 狩俣 nuːmamai pˢït̥uudu kiː N,M 
N-163-1 久貝 nuːmamai pstuː kiᶻɿ N,H,N,M 
N-163-1 与那覇 nuːmaːmai pɿ̥tuː⌈u {kɿːdusu / kizɿ} S 
N-163-1 来間 nuːmameː pst̩uːdu {kiz ̩ / kiɿ} K,U,D 
N-163-1 宮国 nuːmamai {pï ̥tubaː / pï ̥tuː} kiz K,T 
N-163-1 砂川 nuːmamai pstuːbaː {kiᶻɿ / kiᶻɿdu sˢɿ}（utiᶻɿ では言いにくいとの
こと。sɿːは僅かに摩擦を伴うことあり） 
N,I,O 
N-163-1 保良 nuːmamai ps̩tuː kiz ̩ K,T 
N-163-2 共通語 おとなしい 馬は 人を 蹴らない。   
N-163-2 池間 manai nuːmaː fi ̥tu uba kiɾaɴ N,N,D,U 
N-163-2 狩俣 nuːmaː pˢï ̥tuuba kiɾaɴ N,M 
N-163-2 久貝 nukaːnukanu nuːmaː pstuːbaː kiɾaŋ N,H,N,M 
N-163-2 与那覇 nukaːnu nuːmaː pɿ̥tuːba kiɾaɴ S 
N-163-2 来間 nukaːnu nuːmaː ps̩tubaː ki ̥̟ɾaŋ̩ K,U,D 
N-163-2 宮国 nukaːnukanu nuːmaː {pït̥ubaː / pï ̥tuba} kiɾaŋ K,T 
N-163-2 砂川 nukaːnukanu nuːmaː pʰɿ̥tuːbaː {kɿs̥aŋ̩ / kɿsaŋ̩} N,I,O 
N-163-2 保良 manaiːmanainu nuːmaː pst̩uː kiɾaŋ̩ K,T 
N-163-3 共通語 昨日 あの 馬は 人を 蹴った。   
N-163-3 池間 nnuː kanu nuːmaː kiːtai N,N,D,U 
N-163-3 狩俣 kinoː kanu nuːmaː pˢï ̥tuudu kiɾi （pˢïtu は pstu~pˢut̥u か？） N,M 
N-163-3 久貝 kˢɿnuː kanu nuːmaː pstuːdu {kiᶻɿt̥aː / kiᶻɿtaː} N,H,N,M 
N-163-3 与那覇 kɿnaː kanu nuːmaː pɿ̥tuːdu kizɿtaː（kɿnaːは「昨日は」） S 
N-163-3 来間 ʦnudu kanu nuːmaː pstuː {kiz ̩taz / kiz ̩taɿ} K,U,D 
N-163-3 宮国 kïnuː kanu nuːmaː pït̥uː kiztaː K,T 
N-163-3 砂川 ksnuː kanu nuːmaː psɿtuː kˢɿtaᶻɿ N,I,O 
N-163-3 保良 ʦɿnuːja kanu nuːmaː pst̩u kiz ̩taː K,T 
N-163-4 共通語 主（あるじ）を 蹴って、逃げ去った。   
N-163-4 池間 nussu kiɾiː çiŋɡiː haɾiːɲaːɴ N,N,D,U 
N-163-4 狩俣 nussïdu kiɾiɕiti piŋɡitai N,M 
N-163-4 久貝 nussu kiɾitidu piŋɡi pi ̥taː N,H,N,M 
N-163-4 与那覇 aɾuʑiba kiɾittidu piŋɡi piːtaː S 
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N-163-4 宮国 aɾuzzadu kʒɾi piŋɡasi piɾasï̥taː K,T 
N-163-4 砂川 nussɿː kiɾittidu piŋ̩ɡitaː N,I,O 
N-163-4 保良 nus ̩su kiɾitʨi piŋ̩ɡi pizt̩aː K,T 
N-163-5 共通語 その ボールを ここに 蹴って くれ。   
N-163-5 池間 unu maːiju kumaŋkai kiɾiː fiːɾu N,N,D,U 
N-163-5 狩俣 unu boːɾu umai kiɾi fiːɾu N,M 
N-163-5 久貝 unu {boːɾuː / boːru’o} umaŋkai kiɾi fiːɾu（ boːru’o は方言では
ない） 
N,H,N,M 
N-163-5 与那覇 unu maːᶻɿu kumaŋkai kiɾi fiɾu S 
N-163-5 来間 unu maːzzʊ （まりを） kiɾi fiːɾʊ ‖ kumaŋke  kiɾi jaɾaɕe （け
ってくれ）<cf.> vvaɡa kiɾe （おまえがけれ） 
K,U,D 
N-163-5 宮国 unu maːzzu kumaŋkai kiɾi fiːɾu K,T 
N-163-5 砂川 unu boːruː kumaŋ̩kai kiɾi jaɾaɕi N,I,O 
N-163-5 保良 unu boːɾuː kumaŋkai kiɾi fiːɾu K,T 
N-163B-1 共通語 父が 毎日 ゴミを 捨てる。   
N-163B-1 池間 {ᶻïzaɡa / zzaɡa} mainiʦi ɡumiubaː sïtiː N,N,D,U 
N-163B-1 狩俣 ujaː mainiʦï ɡomiu {sïti/sïtidu}（sïtiui 捨てている） N,M 
N-163B-1 久貝 ᶻɿzanudu mainiʦɿ  ɡumʲuː stiᶻɿ N,H,N,M 
N-163B-1 与那覇 ujaɡa maiːnʲiʦɿ̥ ɡumiu sutiᶻɿ S 
N-163B-1 来間 ujaŋadʊ ɡʊmʲuːbaː mainʲiʦɿ {stiɿ/stiz}̩ K,U,D 
N-163B-1 宮国 ujaɡadu maiːnicï ɡumiu sï ̥ciu K,T 
N-163B-1 砂川 ujaɡadu mainɿʦɿ ɡumʲuː s ̩ti N,I,O 
N-163B-1 保良 ujaɡadu mainʲiʦɿ ɡumʲuːbaː s ̩ʨi K,T 
N-163B-2 共通語 祖母は 古い 着物も 捨てない。   
N-163B-2 池間 obaːja jaɾi ʣïm（nu？）mai sïtiɴ N,N,D,U 
N-163B-2 狩俣 obaːja jaɾi kïnnuba sï ̥tiɴ N,M 
N-163B-2 久貝 aːmaː fuᶻɿkˢɿnnumai sɿ̥tiŋ N,H,N,M 
N-163B-2 与那覇 mmaː fuɾuːnu kɿnnumai sutuɴ S 
N-163B-2 来間 paːmmaː fʋ̥̟ɾumiː ʦnnumeː stuŋ K,U,D 
N-163B-2 宮国 mmaː fzːfznu kïnnumai sï ̥tuŋ K,T 
N-163B-2 砂川 m ̩maː fuᶻɿfuᶻɿnu ksnn̩umai s̩tuŋ̩ N,I,O 
N-163B-2 保良 mmaː fz̩̩ːf̩z ̩nu ʦɿnn̩umai s ̩tuŋ K,T 
N-163B-3 共通語 古い 道具は おととい 捨てた。   
N-163B-3 池間 jaɾi daʊɡu miːkanai sïtiɴ N,N,D,U 
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N-163B-3 狩俣 jaɾi dovva bututuᶻïdu sït̥i N,M 
N-163B-3 久貝 fuᶻɿ doːʋʋubaː bututuᶻɿdu sɿ̥titaː N,H,N,M 
N-163B-3 与那覇 fuɾuːnu doːɡɿubaː bututuɿdu sut̥itaː S 
N-163B-3 来間 fʋ̥̟ɾufʋ̥naɾiːnu ʦkaːɾuŋ doːvvaː （古くなった使えない道具は） 
｛ʦnudu stitaɿ / buttuz ̩du {sti ̥taz ̩ / sti ̥taɿ}} 
K,U,D 
N-163B-3 宮国 {fzːfznu / fɿːfɿnu} doːɡubaː butut̥uɿdu sɿ̥titaː K,T 
N-163B-3 砂川 fuᶻɿfuᶻɿnu doːʋb̩aː bututuᶻɿ {st̩itaᶻɿ / stitaː} N,I,O 
N-163B-3 保良 f̩z ̩ːf̩z̩nu daːvvubaː butut̥uz ̩ s ̩ʨitaː K,T 
N-163B-4 共通語 古い ものは 捨てて、新しい ものを 買え。   
N-163B-4 池間 jaɾi munuba sïtiː miː munu kai N,N,D,U 
N-163B-4 狩俣 jaɾi munuba sï ̥tiɕiti mːmiː munuː kai N,M 
N-163B-4 久貝 fuᶻɿmunubaː sɿ̥titi meːᶻɿmunuːba kai N,H,N,M 
N-163B-4 与那覇 fuɾuːnu munuːbaː sutittiː aɾaːnu munuː kai S 
N-163B-4 来間 f̩ɾumunuːbaː stit̥ti aɾamunuː keː K,U,D 
N-163B-4 宮国 {fzːfznu / fɿːfɿnu} munuːbaː sïc̥ïccï kaɡiːnu munuː kai K,T 
N-163B-4 砂川 fuᶻɿfuᶻɿnu munuubaː stitti mᶻɿːmᶻɿːnu munuː kai N,I,O 
N-163B-4 保良 f̩z ̩munuːbaː sʨ̩itʨi mʲaːmʲaːnu munuː kai K,T 
N-163B-5 共通語 ゴミを そこに 捨てて くれ。   
N-163B-5 池間 janamunubaː kumaŋkai sï ̥tiː kuː（捨てて来い）‖ sï ̥tiɾu（捨てろ） N,N,D,U 
N-163B-5 狩俣 ɡumjuːba umai sït̥i fiːɾu N,M 
N-163B-5 久貝 gumju： umaŋkai sɿ̥ti fiːɾu N,H,N,M 
N-163B-5 与那覇 ɡumiu umaŋkai su ̥ti fiɾu S 
N-163B-5 来間 ɡumʲuːbaː umaŋkeː stifiːɾo  <cf.> stiɾo 捨てろ（命令形） K,U,D 
N-163B-5 宮国 ɡumiu umaŋkai {sï ̥tiɾu / sï ̥tˢi fiːɾu} K,T 
N-163B-5 砂川 ɡumiubaː uman ̩ sɿti ffiɾu N,I,O 
N-163B-5 保良 ɡumʲuː umaŋkai sʨi fiːɾu K,T 
N-164-1 共通語 長い 木の 枝を 切る。   
N-164-1 池間 kiːnu judau kiɾi N,N,D,U 
N-164-1 狩俣 naɡa kiːnu idau kiɾi N,M 
N-164-1 久貝 naɡaːnaɡanu kiːnu judoː ki ̥ɕi N,H,N,M 
N-164-1 与那覇 naɡaːnu kiːnu judoːdu kɿ̥sɿ̥ （「枝」の Ø 格形式は juda） S 
N-164-1 来間 
naɡaːnu kiːnu idoːbaː ʨi ̥ɕe (切れ) ‖ baŋa ʦsade (私が切ろう) 
‖ bam ̩meː ʦs̩tu s ̩to (私も切りぞするよ) ‖ kanu pstunudu {ʦs ̩ 
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N-164-1 宮国 naɡaːnu kiːnu itau ̞ kï ̥si K,T 
N-164-1 砂川 naɡaːnaɡanu kiːnu judau ksᶻɿ N,I,O 
N-164-1 保良 naɡaːnaɡanu kiːnu judau kˢɿː K,T 
N-164-2 共通語 夜には 爪を 切らない。   
N-164-2 池間 junakaː ʦïmjuba kiɾaɴ N,N,D,U 
N-164-2 狩俣 juːnanna ʦïmiuba kï ̥saɴ N,M 
N-164-2 久貝 juneːnna ʦɿmiːubaː  kˢɿ̥saŋ N,H,N,M 
N-164-2 与那覇 junainna ʦumiuba kɿsaɴ S 
N-164-2 来間 juneːja （夜は） ʦmʲuːbaː ʦsaŋ K,U,D 
N-164-2 宮国 junainna cumiu ̞baː kïs̥aŋ K,T 
N-164-2 砂川 junaija ffaffunaɾiːkaɾaja ʦɿ̥mijubaː {kɿ̥saŋ̩ / kɿsaŋ̩} N,I,O 
N-164-2 保良 junainna ʦɿmʲuːbaː ks ̩saŋ K,T 
N-164-3 共通語 私が ガジマルは 切った。   
N-164-3 池間 baɡadu ɡaʥimaɾunu kiːja kiɾitaidoː N,N,D,U 
N-164-3 狩俣 baːdu ɡaʥimaɾudu kiːsï ̥ta N,M 
N-164-3 久貝 baːdu ɡaʣamaɡiːjubaː kˢɿ̥taː N,H,N,M 
N-164-3 与那覇 baɡadu ɡazɿmaɡiːuba kɿs̥ɿt̥aː S 
N-164-3 来間 baɡadu ɡaʥimaɾukiːju {ʦs̩taɿ / ʦs ̩taz ̩} K,U,D 
N-164-3 宮国 baɡa ɡazimaɾubaː kïːtaː K,T 
N-164-3 砂川 baɡadu ɡaʥimaɾubaː {kstaᶻɿ / ksɿːtaᶻɿ} N,I,O 
N-164-3 保良 baɡadu ɡaʣɿmaɡiːjubaː ks̩s̩taː K,T 
N-164-4 共通語 その 長い 髪は 切って、お祝いに 行けよ。   
N-164-4 池間 kunu naɡai kaɾaʣïː（ba？） kiɾiː juːïŋkai ikijaː N,N,D,U 
N-164-4 狩俣 unu naɡa kaɾatʦuba kiɕi ̥ɕiti joːiŋɡai ikijo N,M 
N-164-4 久貝 unu naɡaɡaɾaʣɿba ki ̥ɕitti joːᶻɿfoːɡa iki N,H,N,M 
N-164-4 与那覇 unu naɡa kaɾazzuba kɿ̥ɕitti jɔːɿŋkai iki S 
N-164-4 来間 naɡakaɾaᵈʥubaː {f ̩faɕi ̥tti / ʨi̥ɕitti} joːɿŋkeːja iki K,U,D 
N-164-4 宮国 unu naɡaːnu kaɾazziubaː kï ̥sïtte ̝ joːɿŋkaija ikˢi K,T 
N-164-4 砂川 unu naɡaːnaɡanu kaɾatʦˢɿbaː {ki ̥ɕɕiti / kiɕɕiti} joːᶻɿŋ̩kai(ja)  
iki joː 
N,I,O 
N-164-4 保良 unu naɡakaɾadʣubaː kiɕ̥itʨi jaːz ̩ŋkai piɾijo K,T 
N-164-5 共通語 この 紐を 三つに 切って くれないか。   





N-164-5 狩俣 unu naːju（縄を） miːʦïŋɡai kiɕ̥i fiːɾu N,M 
N-164-5 久貝 kunu himoː miːʦɿŋkai ki ̥ɕi fiːʥaːnna N,H,N,M 
N-164-5 与那覇 kunu ʦunoː miːʦunʲkai kɿɕ̥i fuɾʲaːnna（ʦunoːは「綱を」） S 
N-164-5 来間 unu buːjubaː miːʦɿ̥ŋ̟keː ʨi̥ɕi ̥fiːɾu K,U,D 
N-164-5 宮国 kunu cïnau miːcuŋkai kï ̥sï fuːzjanna K,T 
N-164-5 砂川 kunu ʦˢɿnaubaː miːʦˢɿŋ̩kai {kiɕ̥i / kiɕi} ffiɾʲan ̩na N,I,O 
N-164-5 保良 unu buːjubaː miːʦɿŋ̩kai ki ̥ɕi fiːɾu K,T 
N-165-1 共通語 鶏が 逃げないよう （両）足を 縛る。   
N-165-1 池間 mjaːtuiju çiŋɡiɲjoːn sïmai N,N,D,U 
N-165-1 狩俣 tuinu piŋɡiɲoːm paɡïju sïmaɾi N,M 
N-165-1 久貝 tuᶻɿnu piŋɡiŋ joːŋ fu ̥tapaɡᶻɿzu sɿmaᶻɿ N,H,N,M 
N-165-1 与那覇 tuɿnu piŋɡunʲ joːɴ paɡɿu sɿmaɿ S 
N-165-1 来間 tuɿnu piŋɡuɴ joːndu patʨu s ̩maɾʲuːʦ(ɿ) ‖ kaɾiɡadu patʨubaː 
samaɿ （彼が足をしばる） 
K,U,D 
N-165-1 宮国 mmaduɿɡa piŋɡiɾaɾuŋ ftapaɡu fuʑʑiukiba K,T 
N-165-1 砂川 tuᶻɿnu piŋɡuŋ̩joŋ̩ fɿtapaɡᶻɿdu sɿmaɾi N,I,O 
N-165-1 保良 tuz ̩nu piŋɡuŋ joːŋ paʣuː {sm̩az ̩ / f ̩tʦ} K,T 
N-165-2 共通語 足も 羽も 縛らない。   
N-165-2 池間 hazïmai haɲimai ɕimaɾaɴ N,N,D,U 
N-165-2 狩俣 paɡjuːmai panjuːmai sïmaɾaɴ N,M 
N-165-2 久貝 paɡᶻɿmai panʲuːmai sɿmaɾaŋ N,H,N,M 
N-165-2 与那覇 paɡᶻɿumai panʲiumai sɿmaɾaɴ S 
N-165-2 来間 patʨumeː panʲuːmeː {smaɾaŋ / sɿmaɾaŋ} K,U,D 
N-165-2 宮国 paɡïɿmai paniumai fuzzjaŋ K,T 
N-165-2 砂川 paɡᶻɿmai paniumai sɿmaraŋ̩ N,I,O 
N-165-2 保良 paʣɿmai panʲuːmai {s ̩maɾaŋ̩ / f̩ttaŋ̩} K,T 
N-165-3 共通語 父が 鶏を 縛った。   
N-165-3 池間 zzaɡa mjaːtuiju ɕïmaɾitai N,N,D,U 
N-165-3 狩俣 ujaːdu tuᶻï {sïmaɾiː / sïmaida（sïmaidai か？）} N,M 
N-165-3 久貝 aːʣaɡadu tuᶻɿzu sɿmaɿtaː N,H,N,M 
N-165-3 与那覇 ujaɡadu tuzzu sɿmaᶻɿtaː S 
N-165-3 来間 ujaŋadu tuzzu {sɿmaɿtaɿ / smaztaɿ} K,U,D 
N-165-3 宮国 ujaɡa tuzzu {fuztaː / fɿztaː} K,T 
N-165-3 砂川 ujaɡadu tuᶻɿbaː sɿmaᶻɿtaᶻɿ N,I,O 
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N-165-3 保良 ujaɡadu tuzz̩u {smaz ̩taː / f ̩tʦtaː} K,T 
N-165-4 共通語 鶏を 縛って、籠に 入れてね。   
N-165-4 池間 mjaːtui sïmaɾiː hakunu nakaŋkai iɾiɲaː N,N,D,U 
N-165-4 狩俣 tuᶻï sïmaɾiː pʰak̥uŋɡai（箱に） iʥi uki N,M 
N-165-4 久貝 tuᶻɿzu sɿmaɾitti kaɡuŋkai ᶻɿʑi fiːɾu N,H,N,M 
N-165-4 与那覇 tuzzu sɿmaittiː kaɡuŋkai ɿzi fiɾu S 
N-165-4 来間 tuzzu {smaɾi kaɡuŋke zʑitaɿ / smaɾitti kaɡuŋke zʑiɾo} K,U,D 
N-165-4 宮国 tuzzu sïmaɾi kaɡuŋkai zzi fiːɾu K,T 
N-165-4 砂川 tuzᶻɿ ɕimaɾitti kaɡoŋ̩kai {iʑiɾujoː / iʥiɾujoː} N,I,O 
N-165-4 保良 tuz ̩zu {smaɾitʨi / f ̩tʨitʨi} kaɡuŋkai {ʑʑiɾu / iʑiɾu} K,T 
N-165-5 共通語 おまえが 鶏を 縛って くれ。   
N-165-5 池間 vvaɡa tuijuba sïmaɾiː fiːɾu N,N,D,U 
N-165-5 狩俣 vva tuᶻᶻï（tuᶻïuba か？） sïmaɾi uki N,M 
N-165-5 久貝 vvaɡa tuᶻɿzu sɿmaɾi fiːɾu N,H,N,M 
N-165-5 与那覇 vvaɡa tuzzu sɿmaɾi fiɾu S 
N-165-5 来間 vvaŋa tuzzubaː {smaɾi / sɿmaɾi} fiːɾo ‖ vvaŋa smaɾe (おまえ
がしばれ) 
K,U,D 
N-165-5 宮国 vvaɡa tuzzu sïmaɾi fiːɾu K,T 
N-165-5 砂川 v ̩vaɡa tuᶻɿba sɿmaɾi ffiɾu N,I,O 
N-165-5 保良 vvaɡa tuz ̩zuba {smaɾi / ftʨiː} fiːɾu K,T 
N-166-1 共通語 毎日 芋を 掘る。   
N-166-1 池間 kjuː（今日） kaːju（井戸を） fuɾadi N,N,D,U 
N-166-1 狩俣 abuː {ᵖɸɿ / ᵖɸː} N,D,U 
N-166-1 与那覇 NR/「いつもここを掘る」itsɯːmeː kumaudu puzɿ H 
N-166-1 来間 mainɿʦɿ mmu ̞ puɿ（ï は ɿ に統一して書いた） K,I,T 
N-166-1 宮国 mainiʦɨ m ̩mo̝ {po ̝zka / po ̝l̩ka} T,N 
N-166-1 砂川 mainiʦɨ kaːu (井戸を) puᶻɨ ‖ iʦɨːmai (いつも)  puɾiuᶻɨ（掘って
いる） 
N,U,D 
N-166-1 保良 maiːnʲiʦɿ aːbuːdu puzɿ ̥(a:bu は「穴」) S,M 
N-166-2 共通語 母親は 今日は 芋を 掘らない。   
N-166-2 池間 kjuːja kaːjuba fuɾaʥaːɴ N,N,D,U 
N-166-2 狩俣 {abuba / abußa} ᵖɸuɾaŋ̩ N,D,U 
N-166-2 与那覇 NR /「ここでは穴は掘らない」kumanna anoːba puran H 
N-166-2 来間 anna kʲuːja mmuba pɾaŋ K,I,T 
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N-166-2 宮国 anna kʲuːja mm̩o̝ po ̝ɾan T,N 
N-166-2 砂川 annaː kjuːja {kaːu/kaːuba} puɾaŋ N,U,D 
N-166-2 保良 annaː kʲuːja mmuba puɾaɴ (puzɿ̥taːは puzɿ̥taɿ のようにも聞こえ
る) 
S,M 
N-166-3 共通語 昔 井戸を 掘った。   
N-166-3 池間 ŋkjaːŋ kaːju fuitai N,N,D,U 
N-166-3 狩俣 abuba puɾidə （də は[u]より前舌の音色） N,D,U 
N-166-3 与那覇 NR/「犬が穴を掘った」innudu anoː puztaː H 
N-166-3 来間 ŋkaːnna kaːjudu puztaɿ K,I,T 
N-166-3 宮国 ŋkʲaːŋ kaːju po ̝zta: T,N 
N-166-3 砂川 ŋkjaːnna (昔は) kaːudu puᶻɨtaᶻɨ N,U,D 
N-166-3 保良 ŋkʲaːɴ kaːju puzɿ̥taː S,M 
N-166-4 共通語 穴を 掘って、休め。   
N-166-4 池間 anaː fuɾiː jukui N,N,D,U 
N-166-4 狩俣 aboː puɾiɕi ̥ti jukui N,D,U 
N-166-4 与那覇 NR/「穴を掘ってから休め」anaː puɾitti jukui H 
N-166-4 来間 anaː puɾi juke ̝ː K,I,T 
N-166-4 宮国 anaɯ po ̝ɾitʨi jukui T,N 
N-166-4 砂川 anau puɾitti jukui N,U,D 
N-166-4 保良 aːnau puɾitʨi jukui S,M 
N-166-5 共通語 あそこの 地面を 掘って こい。   
N-166-5 池間 kamanu ʣïː fuɾiː ku N,N,D,U 
N-166-5 狩俣 anu abu puɾi （形はアリ中止，意味は命令） N,D,U 
N-166-5 与那覇 NR/「あっちを掘ってこい」kamau puɾi kuː H 
N-166-5 来間 kamanu zz puɾiku ̞ː K,I,T 
N-166-5 宮国 kamano ̝ ʣɨzoo po ̝ɾi ko ̝: T,N 
N-166-5 砂川 kamanu ʣɨːu puɾi kuː N,U,D 
N-166-5 保良 kamaːnu ʣɿːju {puɾitʨi kuː / puɾi fiːɾu} (puɾitʨi はシテ中止、
後者 puɾi fiːɾu 「ほってくれ」の puɾi がアリ中止) 
S,M 
N-167-1 共通語 庭に 荷物を 出す。   
N-167-1 池間 minakaŋkai jaːnu（家の） dauvu（道具を） idaɕi N,N,D,U 
N-167-1 狩俣 aːɾaŋ̩kai {muɕi / məɕi} ki N,D,U 
N-167-1 与那覇 minakankeː nimuttsubaː idasɿ H 
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N-167-1 来間 minakaŋkeː nimutʨu idaɕeː (k はかなり奥の方で h と聞き間
違う) 
K,I,T 
N-167-1 宮国 niwaŋkai {nimotʦu / nimotʦʲu} idaɕi (前庭＝minaka とも) T,N 
N-167-1 砂川 minakaŋkai niːju idasɨ N,U,D 
N-167-1 保良 uɾuːba utut̥unudu idasɿ̥ (「それは弟が出す」の意) S,M 
N-167-2 共通語 雨の ときには 外には 荷物を 出さない。   
N-167-2 池間 aminu tukjanna minakaŋkai（庭に） idanaɴ N,N,D,U 
N-167-2 狩俣 NR / nimuʦba idas ̩na （出すな 命令禁止 ＊否定の形とれず） N,D,U 
N-167-2 与那覇 amifuunu tukjanna nimuttsuba aɾaːnkeː idasan H 
N-167-2 来間 ami fnna pu ̥kaŋkeɛ {idasaŋ （3 人称）/ idasadʲaːŋ （1 人称）}
（eɛ は曖昧な二重母音） 
K,I,T 
N-167-2 宮国 ameno tʰo ̥kʲaːnna pukaŋkai nimotʦɯ idasaʥaːŋ T,N 
N-167-2 砂川 aminu tukjaːnna pukaŋkaija niːjuba idasaŋ N,U,D 
N-167-2 保良 aminu tu ̥kʲaːnna aɾaːŋkaija attauba idasaɴ (atta は「ゲタ」) S,M 
N-167-3 共通語 友達が 荷物を 外に 出した。   
N-167-3 池間 dusïnu davvu idaɕitai N,N,D,U 
N-167-3 狩俣 ᵏsnudu nimuʦɿu̥baː aːɾaŋ̩kai idaɕi ̥ N,D,U 
N-167-3 与那覇 dusɿnu nimuttsu aɾaːnkeː idasɿtaː H 
N-167-3 来間 dusunudu nimutʨu pu ̥kaŋkeː idastaɿ K,I,T 
N-167-3 宮国 dosɯnodo/dosɯno nimotʦu pukaŋkai {idaɕita / idasɨta} T,N 
N-167-3 砂川 dusɨnudu niːju pukaŋkai idasɨtaᶻɨ N,U,D 
N-167-3 保良 dusɿnudu issu aɾaːŋkai idasu̥taː (iss は「イス」) S,M 
N-167-4 共通語 荷物を 外に 出して、それから 帰れ。   
N-167-4 池間 minakaŋkai davvu idaɕikaɾa jaːŋkai（家へ） iki（行け） N,N,D,U 
N-167-4 狩俣 aːɾaŋ̩k’ai idaɕite {jukui (休め）/ ŋ̩ɡiɾu (帰れ)} N,D,U 
N-167-4 与那覇 nimuttsu aɾaːnkeː idasitti piɾi H 
N-167-4 来間 nimutʨu hu ̥kaŋkeɛ idasit̥i piɾe （eɛ は曖昧な二重母音） K,I,T 
N-167-4 宮国 nimotʦu pukaŋkai idaɕiʨi kaɾa pʰiɾi T,N 
N-167-4 砂川 niːju pukaŋkai idaʃi ̥tti uŋkaɾa piɾi N,U,D 
N-167-4 保良 issu aɾaːŋkai idaɕiʨi nnamakaɾa piɾi (iss は「イス」) S,M 
N-167-5 共通語 早く 荷物を 出して こい。   
N-167-5 池間 hajamaɾitiː nimutʦï idaçiː kuː N,N,D,U 
N-167-5 狩俣 isɡi idaɕi kuː N,D,U 
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N-167-5 与那覇 pjaːkaɾiti nimuttsu idasitti kuu（ シテ中止がでており、アリ中止
をとり損ねた） 
H 
N-167-5 来間 pʲaːkaɾi nimutʨu idasi ̥ ku ̞ː （1 つ目の k はかなり奥の方で h と
聞き間違う） 
K,I,T 
N-167-5 宮国 pʲaːpʲaːʨi nimotʦu idaɕiʨi kuː T,N 
N-167-5 砂川 pjaːpjaːti niːju {idaʃi / idaʃitti} kuː N,U,D 
N-167-5 保良 pʲaːpʲaːʨi issu idaɕiː kuː (iss は「イス」) S,M 
N-168-1 共通語 弟は いつも 荷物を 一人で 持つ。   
N-168-1 池間 utuɡamaː iʦïmai tavkaːçiː mutiː fu N,N,D,U 
N-168-1 狩俣 mainiʦ {tafk’ʲaː / tafɡʲaː} ɕi ̥du nimoʦuba muʦɿ ̥ N,D,U 
N-168-1 与那覇 ututaː itsɯːmeː nimuttsu taukeːsiː mutsɿ H 
N-168-1 来間 utu ̥tua iʦumeː nimutʨuba tafkʲaːsidu muʦu (ua は曖昧な二重
母音） 
K,I,T 
N-168-1 宮国 o̝tʰu ̥tʰoo iʦɿʔmai {tavkʲaːɕi / taukʲaːɕi} nimotʦu mo ̝ʦɨ T,N 
N-168-1 砂川 uʦu ̥toː iʦɨːmai niːju taʋkjaːʃi muʧuːᶻɨ（持っている。 muʦɨ 持
つ） 
N,U,D 
N-168-1 保良 utu ̥tʰaː iʦɿːmai issuba toːkʲaːɕiːdu muʦɿ ̥(iss は「イス」) S,M 
N-168-2 共通語 祖母は 荷物を 持たない。   
N-168-2 池間 haː mmaː niːjubaː muʨaɴ N,N,D,U 
N-168-2 狩俣 NR / niːba muʦna （持つな 命令禁止 ＊否定の形とれず） N,D,U 
N-168-2 与那覇 mmaː nimuttsubaː mutan H 
N-168-2 来間 paːmma nimutʨuba {muʦuna / muʨaŋ} K,I,T 
N-168-2 宮国 m ̩ma: {nimotʦu / nimotʦʲu} mot̝aʥaːŋ T,N 
N-168-2 砂川 mmaː {niːjuba / niːju} mutaʤaːŋ （mutaŋ は他部落 / mutadi 
持とう / mutatʧaː これから持つよ） 
N,U,D 
N-168-2 保良 mmaː kabannuba mutaɴ (kaban は「カバン」) S,M 
N-168-3 共通語 祖父が むしろを 持った。   
N-168-3 池間 ujaɡa mussuuba muttai N,N,D,U 
N-168-3 狩俣 {ɕuːɡado / ɕuːɡadu} mussoːbaːdə muʦɿ̥ N,D,U 
N-168-3 与那覇 sjuːɡa mussuu mutsɿtaː H 
N-168-3 来間 ɕuːɡa mussuː muʨiuɿ K,I,T 
N-168-3 宮国 ɕuːja mussuː mo ̝ʨi̥taː T,N 
N-168-3 砂川 {ʃuːɡa / ʃuːɡadu} mussuː muʦɨtaᶻɨ N,U,D 
N-168-3 保良 ɕuːɡadu mussu⌈u muʦɿ̥ta(ː) S,M 
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N-168-4 共通語 父が 酒 持って、母が 食べ物を 持つ。   
N-168-4 池間 uzaɡa saki mutiː mmaː faimunu muttai N,N,D,U 
N-168-4 狩俣 ɕuːɡadu（祖父が） {ɕak̥i̥ba / ɕakeba} muʨiː usaijubaː obaːɡa
（祖母が） muʨi 
N,D,U 
N-168-4 与那覇 ujaɡa sakjuː mutɕitti annaɡa foːmunuu mutsɿtaː H 
N-168-4 来間 ujaɡa sa ̥kʲuː muʦɿː annaɡa toːmunuː muʦɿ K,I,T 
N-168-4 宮国 o̝jaa sa ̥kʰeo ̝ moʦɯ annaa {ɸoomono / ɸoumono} moʦɯ T,N 
N-168-4 砂川 ujaː sa ̥kjuː {muʧitti / muʦɨ} annaː faumunuː muʦɨ N,U,D 
N-168-4 保良 ujaɡa sa ̥kiu muʨitʨi annaɡa faʋ munu⌈u muʦɿ̥ (faʋ は fɔː の
ようにも聞こえる) 
S,M 
N-168-5 共通語 早く 酒を 持って こい。   
N-168-5 池間 hajamaɾiː sakjuː mutiː kuː N,N,D,U 
N-168-5 狩俣 pʲaːɾiti ɕa ̥ki muʨi {k’uː / ɡuː} N,D,U 
N-168-5 与那覇 pjaːkaɾiti sakjuː mutɕi kuː H 
N-168-5 来間 pʲaːŋkaɾi sak̥ʲuː muʨi ̥ ku ̞ː K,I,T 
N-168-5 宮国 pʲaːpʲaːʨi sḁkʰeu moʨi kuː T,N 
N-168-5 砂川 pjaːpjaːti sak̥juː muʧi kuː N,U,D 
N-168-5 保良 pʲaːpʲaːʨi sḁkiu muʨi kuː S,M 
N-169-1 共通語 太郎は いつも 煙草を 買う。   
N-169-1 池間 taɾoːja iʦïmai tabukuː kau N,N,D,U 
N-169-1 狩俣 ba （ː私は） issɿmai tabakudu koː (issɿmai の ɿ の左肩に摩擦無
し) 
N,D,U 
N-169-1 与那覇 taroːja itsɯːmeː tabakoː koː H 
N-169-1 来間 taɾoːja iʦumeː tabu ̞kuːdu koː K,I,T 
N-169-1 宮国 taɾooja iʦɨ ɯmai tabu ̥kuo ̝ kau T,N 
N-169-1 砂川 taɾoːja iʦɨːmai {tabakoː / tabakuːdu} {kau / kaiuᶻɨ (買っている)} N,U,D 
N-169-1 保良 taɾoːja iʦɿːmai tabakoudu kʰaʋ S,M 
N-169-2 共通語 誰も 芋を 買わない。   
N-169-2 池間 taɾumai nːnuba kaːɴ N,N,D,U 
N-169-2 狩俣 taʋ̩mai m ̩muba kaːŋ̩ N,D,U 
N-169-2 与那覇 toːmeː mːmuba kaːn H 
N-169-2 来間 toːmeː mmuba kaːŋ K,I,T 
N-169-2 宮国 ̩mo kaːn T,N 
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N-169-2 砂川 toːmai mːuba kaːŋ N,U,D 
N-169-2 保良 taʋmai mːba kʰaːɴ S,M 
N-169-3 共通語 昨日 魚を 買った。   
N-169-3 池間 nnu zzː kautai N,N,D,U 
N-169-3 狩俣 ksnoː ɿzᶻɿnudu kai （ɿzᶻɿ の最初の ɿ の左肩に摩擦無し） N,D,U 
N-169-3 与那覇 ksnaː zzuu koːtaː H 
N-169-3 来間 ʦɿnu zːbaː koːtaɿ K,I,T 
N-169-3 宮国 kˢɨnoo zzuː kautaː T,N 
N-169-3 砂川 kˢɨ̥nuː ɨzuː kautaᶻɨ N,U,D 
N-169-3 保良 ʦɿ̥nuː ɿzu⌈u kaʋta(ː) (ɿzu は zzu とも撥音される) S,M 
N-169-4 共通語 私が 魚を 買って、友達は 肉を 買った。   
N-169-4 池間 baɡa ᶻïː kai dusïja butaniku kaʋtai N,N,D,U 
N-169-4 狩俣 baː ɿzᶻɿ kai dussa {mᶻɿːdu / məːdu} kai （mᶻɿː は弱い摩擦で  
məː は摩擦無し） 
N,D,U 
N-169-4 与那覇 baɡa zzuu kaitti dussa nikuu koːtaː H 
N-169-4 来間 abaː zzuːkai dussa nikuːdu koːtaɿ K,I,T 
N-169-4 宮国 {baɡa / baja} zzuː kau dos̝sa niku kautaː T,N 
N-169-4 砂川 baja ɨzuu {kautaᶻɨ / kau / kaittidu} dussa nikuː kautaᶻɨ N,U,D 
N-169-4 保良 bajaː ɿzuː kaitʨi(du) dussa ʋaːju kaʋta(ː) (ʋaːは「豚(肉)」) S,M 
N-169-5 共通語 油を 買って こい。   
N-169-5 池間 avvau kaikuː N,N,D,U 
N-169-5 狩俣 ɕa ̥kʲuː (酒を) kai k’uː N,D,U 
N-169-5 与那覇 avvoː keː kuː H 
N-169-5 来間 avva kai kuː K,I,T 
N-169-5 宮国 avvao ̝ kʰai kuː T,N 
N-169-5 砂川 aʋʋau kai kuː （ʋ は弱い唇歯音） N,U,D 
N-169-5 保良 avvau kai kuː S,M 
N-170-1 共通語 毎日 野菜を 売る。   
N-170-1 池間 sïːju vvʲjuː N,N,D,U 
N-170-1 狩俣 mainiʦ suːnu paːidu ʋ̩ː （ʋ に摩擦無し） N,D,U 
N-170-1 与那覇 mainitsɿ jasaiju {ʋːtaː / uːtaː}（ ʋː と発音しているようだが、 
uː でも許容される） 
H 
N-170-1 来間 mainiʦɿ suːjudu vː K,I,T 
N-170-1 宮国 ʦɨ suːju {uː / uv} (uv の v は弱い) T,N 
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N-170-1 砂川 iʦɨːmai suːju {ʋː / ʋʋu} N,U,D 
N-170-1 保良 iʦɿːmai suːjudu vvɿ̥ S,M 
N-170-2 共通語 彼は 自分の 豚を 売らない。   
N-170-2 池間 kaɾaː naɾaɡa ɰaːjubaː vvaɴ N,N,D,U 
N-170-2 狩俣 NR / {kaɾʲaː / kanu} pstoː waiba uʋadaɾaŋ （ɕuːdoː） N,D,U 
N-170-2 与那覇 kaɾjaː unaɡaduunu waːjuba {vvan / vvadjaːn} H 
N-170-2 来間 kaɾʲaː naɾa waːjuba vvaŋ K,I,T 
N-170-2 宮国 kaɾʲaː do ̝ːa waːiba uvaŋ T,N 
N-170-2 砂川 kaɾjaː duːnu {ʋaːju / ʋaːuba} ʋʋaŋ N,U,D 
N-170-2 保良 kaɾʲaː duːɡa ʋaːjubaː vvaɴ S,M 
N-170-3 共通語 去年 山羊を 売った。   
N-170-3 池間 kuʥu çinʥau vvitai N,N,D,U 
N-170-3 狩俣 {kuᵈᶻɿdu /kᵈᶻɿdu} pinzoː {ʋ̩ːdaᵈᶻɿ / ʋ̩ʋi / ʋːdan ̩} N,D,U 
N-170-3 与那覇 kudzaː pinzoːba ʋːdusɿtaː H 
N-170-3 来間 kuʑu pinʥau uːtaɿ （au は曖昧な二重母音） K,I,T 
N-170-3 宮国 kuʣu pʰinʣau {uːtaː / uvtaː / uʋtaː} T,N 
N-170-3 砂川 kuʣu pinʣau ʋːtaᶻɨ N,U,D 
N-170-3 保良 kududu pindau vvita(ː) S,M 
N-170-4 共通語 山羊を 売って、豚を 買った。    
N-170-4 池間 çinʥau vviː ɰaːjuː kaitai N,N,D,U 
N-170-4 狩俣 pin̩zoː uʋiɕi ̥tidu waju koːtaᵈᶻɿ （ᵈᶻɿ の摩擦弱い） N,D,U 
N-170-4 与那覇 pinzaː vvittidu waːju koːtaː H 
N-170-4 来間 pinʥao vvitti waːju koːtaɿ （ao は曖昧な二重母音） K,I,T 
N-170-4 宮国 pʰinʣau uvitʨi waːju kautaː T,N 
N-170-4 砂川 pinʣau ʋittidu ʋaːju kautaᶻɨ N,U,D 
N-170-4 保良 pindau vvitʨidu ʋaːja kaʋtaː S,M 
N-170-5 共通語 その 豚を 売って ください。   
N-170-5 池間 kunu ɰaːju vviː fiː samati N,N,D,U 
N-170-5 狩俣 kanu baːju uʋʋi fiːɾu N,D,U 
N-170-5 与那覇 unu waːju vvi firu H 
N-170-5 来間 unu waːju vvifiːɾu K,I,T 
N-170-5 宮国 unu waːju uvi ɸiiɾu T,N 
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N-170-5 砂川 unu {ʋaːju / ʋaːu} {ʋʋi fiːɾu （売ってくれ）/ ʋʋaʤaːna （売
ってくれませんか）} 
N,U,D 
N-170-5 保良 unu ʋaːju vvi(ː) ffiːɾu (ffiːɾu は fiːɾu とも発音される) S,M 
N-170B-1 共通語 いつも 私は 弟に お菓子を やる。    
N-170B-1 池間 iʦmai baː uttuɴ kaːssu {fiː / fiː ui / fiː jui} M,Y,S,T 
N-170B-1 狩俣 iʦɿ̥mai utuduŋ̩ɡadu kaːs {fɿ / fɿ ̥}（ʦɿ̥ の帯気音強い。Fɿ の有声弱い） N,D,U 
N-170B-1 与那覇 itsɯːmeː banun ututaː kaːsɿ firu（ 「弟は私にお菓子をくれる」
になってしまっている可能性がある） 
H 
N-170B-1 来間 iʦɿmeː abaː utut̥uŋ koːsuba fiːɿ K,I,T 
N-170B-1 宮国 iʦɨ mai bajaː ot̝ʰu ̥tuŋ koosu ɸiː (菓子単独＝koosɯ) T,N 
N-170B-1 砂川 iʦɨːmai bajaː {ututuŋkai / uʦut̥uŋkai} koːsɨ {ffiuᶻɨ / ffjuᶻɨ} N,U,D 
N-170B-1 保良 iʦɿːmai bajaː utu ̥tuŋkaidu kaːssu ffiː S,M 
N-170B-2 共通語 弟は 兄に お菓子を やらない。   
N-170B-2 池間 uttuː suʥanna kaːssubaː fiːɴ M,Y,S,T 
N-170B-2 狩俣 NR / baː azan ̩na kaːs ̩ba fiːdaɾaŋ̩ （くれられない） N,D,U 
N-170B-2 与那覇 ututaː adzankeː kaːsɿ fudjaːn（ 「やらない」が意志否定の形に
なっていて、単純な否定形がとれていない） 
H 
N-170B-2 来間 utu ̥toa {aʑanna / suʑanna} koːsubaː fuːŋ (oa は曖昧な二重母音) K,I,T 
N-170B-2 宮国 o̝tʰu ̥too aʣan koosuba ɸuːŋ T,N 
N-170B-2 砂川 uʦu ̥toː azaŋkai koːssu ffuʤaŋ N,U,D 
N-170B-2 保良 utu ̥tʰa sudaŋkaija kaːssuba fuːɴ (suda の s は気息が強め。また 
ɕuda とも) 
S,M 
N-170B-3 共通語 昨日 弟に 飴を やった。   
N-170B-3 池間 n̩nuː uttuɴ amʲuː fiːtai M,Y,S,T 
N-170B-3 狩俣 ksnudu utuduŋ amiʣatoː fiːt’aᶻɿ N,D,U 
N-170B-3 与那覇 ksnaː ututun amjoː fiːtaː H 
N-170B-3 来間 ʦɿnuː utut̥unna amiu fiːtaɿ K,I,T 
N-170B-3 宮国 kˢɨnuː ot̝ʰu ̥tuŋ amʲuː ɸiitaː T,N 
N-170B-3 砂川 kˢɨ̥nuː uʦu ̥tuŋkai amjuː ffitaᶻɨ N,U,D 
N-170B-3 保良 ʦɿ̥nuː utut̥uŋkai amʲuː ffiːtaː S,M 
N-170B-4 共通語 馬に 草を やって、畑に 行った。   
N-170B-4 池間 nuːmaɴ fs̩aː fiː haiŋkai ikitai M,Y,S,T 
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N-170B-4 狩俣 nuːmann̩u ifsoː fiːɕi ̥ti paɾ ɿŋ̩kai {iftaɿ / istal ̩ }（ɾ ɿ に摩擦無し、
taɿ に弱い摩擦） 
N,D,U 
N-170B-4 与那覇 nuːman fsaː fitti paɾinkeː piːtaː H 
N-170B-4 来間 nuːmaŋ fsaː fiːtti paɾiŋkeː piztaɿ K,I,T 
N-170B-4 宮国 nuumaŋ ɸsau ɸitʨi paɾiŋkai ikˢɨtaː T,N 
N-170B-4 砂川 nuːmaŋkai fu ̥sau ffitti paɾiŋkai ikˢɨ̥taᶻɨ N,U,D 
N-170B-4 保良 nuːmaŋkai fsau fiːtʨi(du) paɾiŋkai ikɿta(ː)  (ikɿtaː は ikɿtaɿ の
ようにも聞こえる) 
S,M 
N-170B-5 共通語 牛に 草を やって ごらん。   
N-170B-5 池間 {uɕiɴ / usɿɴ} fsau fiː miːɾu M,Y,S,T 
N-170B-5 狩俣 {us ̩n / usɿ̥n} {isso / if ̩so} fiː kuː （来い） N,D,U 
N-170B-5 与那覇 usɿn fsoː fiː miːru H 
N-170B-5 来間 usüŋ fsoa fiːmiːɾu （oa は曖昧な二重母音） K,I,T 
N-170B-5 宮国 usɨn ɸsau ɸiː miɾu T,N 
N-170B-5 砂川 usɨŋkai fu ̥sau ffi miːɾu N,U,D 
N-170B-5 保良 usɿŋkai fsau fiː miɾu S,M 
N-171-1 共通語 漁師から 魚を もらう。   
N-171-1 池間 iĩɕakaɾa zzuː dʥitai M,Y,S,T 
N-171-1 狩俣 im ̩muɾipstuᶻɿᶻɿːkaɾadu im ̩munu iʑitaᶻɿ N,D,U 
N-171-1 与那覇 zzusjaːkaɾa zzuu zzitaː H 
N-171-1 来間 imʲɕaːka ̥ɾa zː muɾoa （oa は曖昧な二重母音） K,I,T 
N-171-1 宮国 imboo kaɾa zzuː moɾautaː  T,N 
N-171-1 砂川 imboːkaɾa {ɨzuu / zzuː / zuu} muɾau <cf.> muɾautaᶻɨ（もらっ
た） / muɾaːdakanaɾaŋ （もらわないといけない） 
N,U,D 
N-171-1 保良 iʦɿːmaidu impɿ̥tukaɾa ɿzuu iː (iʦɿːmaidu は「いつも」) S,M 
N-171-2 共通語 小さい カニは 誰も もらわない。   
N-171-2 池間 imiːimi kannubaː taɾuːmai {ʑʑiɴ / dʥiɴ} M,Y,S,T 
N-171-2 狩俣 imiːn kanu kam ̩muba taɾumai iʑiŋ̩ （iʑiŋ̩ の最初の i のきこえが弱い） N,D,U 
N-171-2 与那覇 imiːnu kannubaː toːmeː zzun H 
N-171-2 来間 imiːnu kannubaː toːmeː muɾaŋ K,I,T 
N-171-2 宮国 ɾaːŋ T,N 
N-171-2 砂川 imiːnu kanjuːba toːmai muɾaːŋ N,U,D 
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N-171-2 保良 imiːtʨanu kannubaː taʋmai ju(ː)ɴ (taʋ は tɔː のようにも聞こ
える) 
S,M 
N-171-3 共通語 隣の 家から 大根を もらった。   
N-171-3 池間 tunainu jaːkaɾa uɸunʲau dʥitai M,Y,S,T 
N-171-3 狩俣 tananu pstukaɾadu uᵖɸunʲuː iʑitaᶻɿ（iʑitaᶻɿ の最初の i のきこえ
が弱い） 
N,D,U 
N-171-3 与那覇 tunaɿnu pstukaɾa upunjuː zzitaː H 
N-171-3 来間 tunaɿnu jaːkaɾa upniu muroːtaɿ（k はかなり奥の方で h と聞き
間違う） 
K,I,T 
N-171-3 宮国 {tunaᶻɨ / tunal ̩} nu jaːkaɾa upuniu {morauta: / moɾootaː} T,N 
N-171-3 砂川 tunaᶻɨnu jaːkaɾa upunjuː {muɾautaᶻɨ / muɾoutaᶻɨ} N,U,D 
N-171-3 保良 tu ̥naɾunu jaːkaɾa upunʲiu iːta S,M 
N-171-4 共通語 大きな 魚を もらって、みんなで 分けた。   
N-171-4 池間 ɡabaːzzu dʥiː n ̩ːnaçiː bakitai M,Y,S,T 
N-171-4 狩俣 uᵖɸoːbinu iʑidu {m ̩ːnaɕi / n̩ːnaɕi} {baɡət’aᶻɿ/baɡədaᶻɿ} N,D,U 
N-171-4 与那覇 upoːnu zzuu zzitti mːnasiː bakitaː H 
N-171-4 来間 upoːnu zː muɾai mːnasi baki ̥taɿ K,I,T 
N-171-4 宮国 ᶻzuː moɾaitʨi m ̩ naɕi naka:ᶻɨtaː T,N 
N-171-4 砂川 upuːnu {zzuu / zzuː / ɨzuu} muɾaittidu mːnaŋkai bakitaᶻɨ N,U,D 
N-171-4 保良 upuːupunu ɿzuː iːtʨidu mːnaɕiː bakita(ː) S,M 
N-171-5 共通語 親戚から 味噌を もらって きた。   
N-171-5 池間 haɾauzɿkaɾa ns̩uː dʥittai M,Y,S,T 
N-171-5 狩俣 ujakiɡaɾadu n ̩suː iʑiftaᶻɿ （ᶻɿ の摩擦弱い） N,D,U 
N-171-5 与那覇 utudzakaɾa ntsuu zzi kstaː H 
N-171-5 来間 uʨuʥakaɾa msuː muɾaiʦɿ̥taɿ （k はかなり奥の方で h と聞き
間違う） 
K,I,T 
N-171-5 宮国 uʦuʣa kaɾa du m ̩su morai {kˢɨːtaː / kˢɨᶻtaː / kˢɨta} T,N 
N-171-5 砂川 uʦɨʣakaɾa msuː muɾai kˢɨ̥ːtaᶻɨ N,U,D 
N-171-5 保良 utu ̥dakaɾa msu⌈u iː kɿta(ː) S,M 
N-172-1 共通語 喉が 乾いたら 水を 飲む。   
N-172-1 池間 nudunu kaːkitiɡaː midʥu {numi / nuɴ} M,Y,S,T 
N-172-1 狩俣 nudunudu kaɾaːᵗidu miʨi {nuŋ̩taᶻɿ（飲んだ）/numaɾi} N,D,U 
N-172-1 与那覇 ubui nu kaːrakikaː middzu num H 
N-172-1 来間 nudu kaːkibaːnna miᵗʨudu num K,I,T 
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N-172-1 宮国 nubuinu kaːkiʨik̥aː midʣu no ̝maː ( 単独では midʣɨ) T,N 
N-172-1 砂川 nudunu kaːɾakˢɨtikaː {mitʣu / mitʦu} num N,U,D 
N-172-1 保良 nudunudu {kaːɾakʲuːtaɾibadu / kaːɾaki uɾibadu} mizuu num S,M 
N-172-2 共通語 私の 夫は 酒を 飲まない。   
N-172-2 池間 baɡa butuː sa ̥kʲuːbaː numaɴ M,Y,S,T 
N-172-2 狩俣 baː biɡidum ̩ma ɕə̥kiubaː numaŋ̩ N,D,U 
N-172-2 与那覇 baɡa bikidumaː sakjuːbaː numan H 
N-172-2 来間 baɡa bikidumuu sa ̥kʲuːbaː numaŋ K,I,T 
N-172-2 宮国 baɡa bikidumma sakʰi ̥uba no ̝maŋ T,N 
N-172-2 砂川 baɡa butoː sa ̥kjuːba numaŋ N,U,D 
N-172-2 保良 {baɡa / baɣa} bikidumma sa ̥kiuba numaɴ S,M 
N-172-3 共通語 お茶は さっき 飲んだ。   
N-172-3 池間 ʨaːja ki ̥sadu nuntai M,Y,S,T 
N-172-3 狩俣 ʨaːjuba main ̩du numi （ヌンタズ系をとれず） N,D,U 
N-172-3 与那覇 tɕaːjubaː {sadaɾidu/pjaːsidu} numtaː H 
N-172-3 来間 ʨaibaː nnamaɡatadu numutaɿ K,I,T 
N-172-3 宮国 ʨaː ̝m ̩taː T,N 
N-172-3 砂川 ʧaːja nnamadu numtaᶻɨ N,U,D 
N-172-3 保良 ʨaːjubaː ki ̥ɕaːdu numta S,M 
N-172-4 共通語 薬を 飲んで、早く 寝ろ。   
N-172-4 池間 ffʋija numiː {haimaɾi / hajamaɾi} nʲivvi M,Y,S,T 
N-172-4 狩俣 fu ̥sɿ̥du {numiɕi ̥ti / numiɕiti} pʲaːɕi niʋi N,D,U 
N-172-4 与那覇 fsuzɿzuba numitti pjaːpjaːti nivvi H 
N-172-4 来間 fsuzu numitti pʲaːŋkaɾi nivvi K,I,T 
N-172-4 宮国 ɸsuzu nom̝itʨ ːpʲaːʨi nivvi T,N 
N-172-4 砂川 {fu ̥sɨzzu / fu ̥sɨᶻɨzu} numitti pjaːpjaːti nivvi N,U,D 
N-172-4 保良 fsu ̥zzu numitʨi pʲaːpʲaːʨi nʲivvi S,M 
N-172-5 共通語 この 薬は 甘いから 飲んで みなさい。   
N-172-5 池間 kunu ffʋija azɿmajaiba numiː miːɾu M,Y,S,T 
N-172-5 狩俣 unu aᶻɿmand̩iba numi miːɾu N,D,U 
N-172-5 与那覇 unu fsuzɿza adzɿmaːnu jaɾiba numiː miːru H 
N-172-5 来間 kunu fsuzza azumakaɾiba numimiːɾu K,I,T 
N-172-5 宮国 kunu ɸsuzza aʣɨmaːnu jaiba no ̝mimiːɾu T,N 
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N-172-5 砂川 kunu {fu ̥sɨzza / fu ̥sɨᶻɨza} amakaɾiba numi miɾu N,U,D 
N-172-5 保良 kunu fsu ̥zza azumakaɾ̥ʲa numi miːɾu S,M 
N-172B-1-1 共通語 ここでは ヘチマを 食べる。   
N-172B-1-1 池間 kumanna {nabʲaːɾau / nabʲaːɾaʋ} {fau / faʋ} （両唇の摩擦 ɸ も
唇歯の摩擦 f もある） 
M,Y,S,T 
N-172B-1-1 狩俣 fumanʲa nabʲaːɾadu {foː / ɸoː} N,D,U 
N-172B-1-1 与那覇 kumanna nabjaːɾoː foːdusɿ（（何を食べるか？）「砂糖を食べ
る」satoːdu foː） 
H 
N-172B-1-1 来間 kumanna nabiaɾoa foː （oa は曖昧な二重母音） K,I,T 
N-172B-1-1 宮国 kumanna nabʲaːɾao ̝ba {ɸoodusɨː / ɸaodo ̝sɨː} T,N 
N-172B-1-1 砂川 kumaŋ nabjaːɾau fau N,U,D 
N-172B-1-1 保良 kumanna nabʲaːɾaudu fɔʋ S,M 
N-172B-1-2 共通語 本土の人は ヘチマを 食べない。   
N-172B-1-2 池間 jamatunu çituː nabʲaːɾaubaː faːɴ M,Y,S,T 
N-172B-1-2 狩俣 jamatu pstoː nabʲaɾawa {ɸaŋ̩ / faŋ̩} N,D,U 
N-172B-1-2 与那覇 jamatunu pstaː nabjaɾoːbaː faːn H 
N-172B-1-2 来間 jamatunu pi ̥toa nabeaɾoaba faːŋ （oa, ea は曖昧な二重母音） K,I,T 
N-172B-1-2 宮国 naiʨi pˢɨto: nabʲaːɾao ̝ba ɸaːŋ T,N 
N-172B-1-2 砂川 jamatunu pˢɨ̥toː nabjaːɾauba faːŋ N,U,D 
N-172B-1-2 保良 jamatu(nu) pɿ̥taː nabʲaːrauba faːɴ S,M 
N-172B-1-3 共通語 ニガウリは 昨日 食べた。   
N-172B-1-3 池間 ɡauɾau nnu {faitai / fautai / faʋtai} M,Y,S,T 
N-172B-1-3 狩俣 ɡoːɾoːba ks ̩nudu {foːtaᶻɿ / ɸoːtaᶻɿ }（ᶻɿ の摩擦弱い） N,D,U 
N-172B-1-3 与那覇 ɡoːɾoːbaː ksnudu foːtaː H 
N-172B-1-3 来間 ɡoːɾoa ʦɿnudu foːtaɿ （oa は曖昧な二重母音） K,I,T 
N-172B-1-3 宮国 ɡauɾao ̝ba kˢɨnoːdo ɸootaː T,N 
N-172B-1-3 砂川 ɡauɾaː kˢɨ̥nuːdu {foːtaᶻɨ / fautaᶻɨ} N,U,D 
N-172B-1-3 保良 ɡɔʋɾaubaː kˢɿnuːdu fɔʋta S,M 
N-172B-1-4 共通語 昼ご飯を 食べて、寝ろ。   
N-172B-1-4 池間 jamatunu çituː nabʲaːɾaubaː faːɴ M,Y,S,T 
N-172B-1-4 狩俣 jamatu pstoː nabʲaɾawa {ɸaŋ̩ / faŋ̩} N,D,U 
N-172B-1-4 与那覇 jamatunu pstaː nabjaɾoːbaː faːn H 
N-172B-1-4 来間 jamatunu pi ̥toa nabeaɾoaba faːŋ （oa, ea は曖昧な二重母音） K,I,T 
N-172B-1-4 宮国 naiʨi pˢɨto: nabʲaːɾao ̝ba ɸaːŋ T,N 
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N-172B-1-4 砂川 jamatunu pˢɨ̥toː nabjaːɾauba faːŋ N,U,D 
N-172B-1-4 保良 jamatu(nu) pɿ̥taː nabʲaːrauba faːɴ S,M 
N-172B-1-5 共通語 夕ご飯は 食べて きた。   
N-172B-1-5 池間 juiju faittai M,Y,S,T 
N-172B-1-5 狩俣 juːᶻɿba faidu ku ̥ɕi ̥ N,D,U 
N-172B-1-5 与那覇 juːɿba feːtidu kstaː（feːtti でも feːti でもいいようだ。 アリ中
止：feː miːɾu ） 
H 
N-172B-1-5 来間 juːzuba faitti ʦɿtaɿ K,I,T 
N-172B-1-5 宮国 juzzuba ɸaido ̝ kˢɨtaː T,N 
N-172B-1-5 砂川 juzza faidu kˢɨ̥taᶻɨ N,U,D 
N-172B-1-5 保良 juzza faitʨidu kɿ̥taː (faitʨi はシテ中止) <cf.> ɡɔʋɾau fai miːɾu (ニガウリを食べてみろ) (fai はアリ中止) S,M 
N-172B-2-1 共通語 山羊は 草を 食う。   
N-172B-2-1 池間 çinʥaː {fsaudu / fsaʋdu} {fau / faʋ} M,Y,S,T 
N-172B-2-1 狩俣 pin̩zaː {issoːbaː / ifsoːbaː} {ffoːᵈzuɕɿ̥ / ffoːᵈzɿɕɿ̥} N,D,U 
N-172B-2-1 与那覇 pindzaː fsoːdu foː H 
N-172B-2-1 来間 pinʥaː fsoːdu foː K,I,T 
N-172B-2-1 宮国 pinʣaː ɸsaod̝o ɸau T,N 
N-172B-2-1 砂川 pinʣaː fu ̥saudu {fou / fau} N,U,D 
N-172B-2-1 保良 pindaː fsaudu fɔʋ S,M 
N-172B-2-2 共通語 山羊は 紙を 食わない。   




N-172B-2-2 与那覇 pindzaː kabzɿzuba faːn H 
N-172B-2-2 来間 pinʥaː kabzba faːŋ K,I,T 
N-172B-2-2 宮国 pinʣaː kʰabɨzo ̝ba ɸaːŋ T,N 
N-172B-2-2 砂川 pinʣaː kabᶻɨzuba faːŋ N,U,D 
N-172B-2-2 保良 pindaː kabɿu⌈ba faːɴ S,M 
N-172B-2-3 共通語 猫が 魚を 食った。   




N-172B-2-3 与那覇 majunudu zzuː foːtaː H 
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N-172B-2-3 来間 majunudu zzːbaː foːtaɿ K,I,T 
N-172B-2-3 宮国 majuː zzuːba ɸoodosɨː T,N 
N-172B-2-3 砂川 majunudu {zzuː / ɨzuu} {foutaᶻɨ / fautaᶻɨ} N,U,D 
N-172B-2-3 保良 majuːnudu ɿzuu fɔʋta (fɔʋta は foːta のようにも聞こえる) S,M 




N-172B-2-4 来間 zzaː feːttidu pjaːpjaːti piːtaː K,I,T 
N-172B-2-4 宮国 zzː faitte ̝ suɡu piŋɡitaɿ T,N 
N-172B-2-4 砂川 zzuː ɸi:du suɡu {pʰiŋɡitaː / ɸiŋɡitaː} N,U,D 
N-172B-2-4 保良 ɿzaː faitʨidu nnama piŋɡita (ɿzaːは「魚は」か。) S,M 
N-172B-2-5 共通語 全部 食って しまった。   




N-172B-2-5 与那覇 mːnadu foːtaː H 
N-172B-2-5 来間 {muːstu / muːɿdu} fainʲaːŋ （nʲ は ɲ ほどには口蓋化せず） K,I,T 
N-172B-2-5 宮国 m ̩ nado ɸaido ̝ {pʰiːtaː / ɸiitaː} T,N 
N-172B-2-5 砂川 mːnadu {fai njaːŋ / foutaᶻɨ～fautaᶻɨ （食べた）} N,U,D 
N-172B-2-5 保良 mːna fai nʲaːɴ S,M 
N-173-1 共通語 暗く なるまで 外で 遊ぶ。   
N-173-1 池間 ffaf ̩ nai {kʲataːçiː / kitaːçiː} aɾaɴ {aɕibi ui / aɕibʲuːi} M,Y,S,T 
N-173-1 狩俣 faffuː naskʲaːdu ᵖɸukaŋɡi asuʋi N,D,U 
N-173-1 与那覇 ffaːffa naɿkjaːɡamidu minakan appɿtaː H 
N-173-1 来間 ffafu naɿkʲa pu ̥kaŋ aspi K,I,T 
N-173-1 宮国 ɸɯ̥ aɸɸa {naʋkʲaː / nazkʲaː} pʰukaɴ asɯpʲuː T,N 
N-173-1 砂川 ːffa naᶻɨkjaːdu pukaŋ asɨ̥pˢɨ N,U,D 
N-173-1 保良 ffaːffa sukʲaːdu aɾaːɴ asɿ̥pˢɿ̥ (asɿ̥pˢɿ̥ は asɿ̥bɿ ̥ のようにも聞こえ
る) 
S,M 
N-173-2 共通語 暗く なったら、誰も 遊ばない。   
N-173-2 池間 ffaf nai tuː taɾumai aɕibaɴ M,Y,S,T 
N-173-2 狩俣 fafu nadiɡaː {taʋmai / taɡumai} asuːbaŋ̩ N,D,U 
N-173-2 与那覇 ffaːffa nakkaː toːmeː appan H 
N-173-2 来間 ffafu naɿkkaː toːmeː aspaŋ K,I,T 
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N-173-2 宮国 ɸɯ̥ aɸɸa nazʨikaː ɨpaŋ T,N 
N-173-2 砂川 ffːffa naᶻɨtikaː toːmai asɨ̥paŋ N,U,D 
N-173-2 保良 ffaːffa naɾiɕ̥ikaː taʋmai asɿp̥ʰaɴ (asɿ̥pʰaɴ は asɿ̥baɴ のようにも
聞こえる) 
S,M 
N-173-3 共通語 昨日は いとこと 遊んだ。   
N-173-3 池間 n̩nuː iʨuf ̩tu {aɕibitai / aɕuːtai} M,Y,S,T 
N-173-3 狩俣 ᵏsnoː {iʦfsaɾido / iʦfsaɾidu} asʋ̩da N,D,U 
N-173-3 与那覇 ksnaː itsɿfzjaːna appɿtaː H 
N-173-3 来間 ʦɿnuː iʨi ̥fuːtuː aspɿtaɿ K,I,T 
N-173-3 宮国 kˢɨnuːja {iʦu ̥ɸunukʲaːtu / iʦu̥ɸutudo ̝ } asɨpʰɨtaː T,N 
N-173-3 砂川 kˢɨ̥nuːja iʦɨfutu asɨ̥pˢɨtaᶻɨ N,U,D 
N-173-3 保良 kˢɿnuːja itu ̥fu̥tudu asɿp̥ɿ̥taː (asɿ̥pɿ̥taː は asɿ̥bɿ̥taː のようにも聞
こえる) 
S,M 
N-173-4 共通語 学校で 遊んで、家に 帰った。   
N-173-4 池間 ɡakkoːɴ aɕibiː jaːŋkai ikitai M,Y,S,T 
N-173-4 狩俣 ɡakkoːŋ̩ɡi asɿbiɕi ̥ti jaːŋ̩kai kstaᶻɿ （ᶻɿ の摩擦弱い） N,D,U 
N-173-4 与那覇 ɡakkoːndu appitti jaːnkeː kstaː（ 「帰った」でなく「来た」になっている） H 
N-173-4 来間 ɡakkuoːŋ aspɿtti jaːŋkeː ʦɿ̥taɿ （uo は曖昧な二重母音） K,I,T 
N-173-4 宮国 ɡakkoːŋ asɨpitʨidu jaːŋkai kˢɨtaː T,N 
N-173-4 砂川 ɡakkoːŋ asɨ̥pittidu jaŋkai kˢɨːtaᶻɨ N,U,D 
N-173-4 保良 ɡakkoːndu asɿ̥pitʨiː jaːŋkai kɿ̥taː (asɿ̥pitʨiː は asɿ̥bitʨiː のよ
うにも聞こえる) 
S,M 
N-173-5 共通語 外で 遊んで こい。   
N-173-5 池間 aɾaɴ aɕibiː kuː M,Y,S,T 
N-173-5 狩俣 pukaŋ̩ɡi asɿbi kuː N,D,U 
N-173-5 与那覇 aɾaː iki appi kuː H 
N-173-5 来間 pu̥kaŋ aspɿ ku ̞ː  K,I,T 
N-173-5 宮国 pʰu̥kaɴ asɨpi kuː T,N 
N-173-5 砂川 pukaŋ asɨ̥pi kuː N,U,D 
N-173-5 保良 aɾaːŋki asɿ̥piː kuː (asɿ̥piː は asɿb̥iː のようにも聞こえる) S,M 
N-174-1 共通語 この 酒は すぐに 酔う。   
N-174-1 池間 kunu sa ̥kʲaː suɡu bʲuːi M,Y,S,T 
N-174-1 狩俣 ɕu ̥kʲaː piŋ̩kanu maːɕinai bʲuː N,D,U 
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N-174-1 与那覇 kunu sakjaː nnamantidu bjuː H 
N-174-1 来間 kunu sa ̥kʲaː suɡudu bʲuː K,I,T 
N-174-1 宮国 kunu sa ̥ke ̥a suɡu bʲuː dusɨː T,N 
N-174-1 砂川 kunu sa ̥kjaː sɨɡudu bjuː N,U,D 
N-174-1 保良 kunu sa ̥kʲaː suɡudu bʲuː S,M 
N-174-2 共通語 彼は どんなに 飲んでも 酔わない。   
N-174-2 池間 kaɾaː iĩɕiː numammai bʲuːiɴ M,Y,S,T 
N-174-2 狩俣 kanu pstoː uposa numumai {bʲuːiŋ̩ / bijuːiŋ̩} N,D,U 
N-174-2 与那覇 kanu pstaː noːsi numjaːmeː bjaːn H 
N-174-2 来間 kaɾʲaː noːsi numʲaːmeː bʲoːŋ K,I,T 
N-174-2 宮国 kaɾ ɕi no ̝mibam bʲoːŋ T,N 
N-174-2 砂川 kaɾjaː isa ̥ki numibaŋ bjoːŋ N,U,D 
N-174-2 保良 kaɾʲaː nabaɕiː numaɕaːmaidu bʲaːɴ (numaɕaːmaidu は「飲ませ
ても」) 
S,M 
N-174-3 共通語 おとといは たくさん 飲んで 酔った。   
N-174-3 池間 miːkanainna ippai numiː bʲuːitai M,Y,S,T 
N-174-3 狩俣 putuduɿza upoːsa numidu bʲuːtaɿ N,D,U 
N-174-3 与那覇 ututuzza masjeː numittidu bjuːtaː H 
N-174-3 来間 butu ̥tuːza maɕaːŋ numitti bʲuːtaɿ K,I,T 
N-174-3 宮国 butu ̥tuzza ̝ no ̝mitʨido bʲoːtaː T,N 
N-174-3 砂川 {buʦutuzza / bututuzza} jaudaki numittidu bjuːtaᶻɨ N,U,D 
N-174-3 保良 bututuɿza upaːʨi numitʨidu bʲuːtaː (「おととい」は ututuɿza、
「たくさん」は jamakas̥a とも) 
S,M 
N-174-4 共通語 彼は 酔って、昨日の ことを 忘れている。   
N-174-4 池間 miːkanainna ippai numiː bʲuːitai M,Y,S,T 
N-174-4 狩俣 putuduɿza upoːsa numidu bʲuːtaɿ N,D,U 
N-174-4 与那覇 ututuzza masjeː numittidu bjuːtaː H 
N-174-4 来間 butu ̥tuːza maɕaːŋ numitti bʲuːtaɿ K,I,T 
N-174-4 宮国 butu ̥ ̝ no ̝mitʨido bʲoːtaː T,N 
N-174-4 砂川 {buʦutuzza / bututuzza} jaudaki numittidu bjuːtaᶻɨ N,U,D 
N-174-4 保良 bututuɿza upaːʨi numitʨidu bʲuːtaː S,M 
N-174-5 共通語 酒を 飲んで 酔って しまった。   
N-174-5 池間 sakʲaː numiː bʲuːi nʲaːɴ M,Y,S,T 
N-174-5 狩俣 bʲuːi nʲaːŋ̩ N,D,U 
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N-174-5 与那覇 sakjaː numittidu bjuːi utaː H 
N-174-5 来間 sa ̥kʲaː numitti bʲuinʲaːŋ K,I,T 
N-174-5 宮国 sa ̥kʰe ̥o nomitʨi (du) bʲoːjo ̝ːtaː T,N 
N-174-5 砂川 sa ̥kjuː numiːdu bjuːi njaːŋ N,U,D 
N-174-5 保良 sakʲaː numitʨidu bʲuːi nʲaɴ S,M 
N-175B-1 共通語 毎日 髪を 洗う。   
N-175B-1 池間 mainiʨi akau aɾau M,Y,S,T 
N-175B-1 狩俣 mainiʦtu kaɾaｔɕɿba aɾoː N,D,U 
N-175B-1 与那覇 mainitsɿ kaɾaddzu aɾoː H 
N-175B-1 来間 mainiʦɿ kaɾatʨu aɾoa （oa は曖昧な二重母音） K,I,T 
N-175B-1 宮国 ʦɨ kaɾadʣo ̝ aɾau T,N 
N-175B-1 砂川 mainiʦɨdu kaɾatʦu aɾau N,U,D 
N-175B-1 保良 iʦɿːmaidu kaɾazuu aɾɔʋ S,M 
N-175B-2 共通語 祖父は 毎日は 髪を 洗わない。   
N-175B-2 池間 ujaː mainiʨi akaubaː aɾaːɴ M,Y,S,T 
N-175B-2 狩俣 obaja ɡabam ̩maː kaɾaʦᶻɿba mainiʦɿ ̥aɾaːŋ̩ N,D,U 
N-175B-2 与那覇 sjuːja mainitsɿ kaɾaddzubaː aɾaːn H 
N-175B-2 来間 ɕuːja mainiʦɿ kaɾatʨuba aɾaːŋ K,I,T 
N-175B-2 宮国 ɕuːja ʦa kaɾaʣuba aɾaːŋ T,N 
N-175B-2 砂川 ʃuːja mainitʦa kaɾatʦuba aɾaːŋ N,U,D 
N-175B-2 保良 ɕuːja {mainʲitʦa / mainʲiʦaː} kaɾazuːba aɾaːɴ (mainʲiʦaː は最
近の言い方) 
S,M 
N-175B-3 共通語 手と 足を 洗った。   
N-175B-3 池間 tiːtu hadʥu aɾaitai M,Y,S,T 
N-175B-3 狩俣 tiːdu paɡᶻɿudu {aɾoːdan / aɾoːdaɿ} N,D,U 
N-175B-3 与那覇 tiːtu paɡzzubaː {aɾoː dusɿtaː/aɾoːtaː} H 
N-175B-3 来間 tiːtu pazutuː aɾoːtaɿ K,I,T 
N-175B-3 宮国 ʨiːtu paɡɨːtu aɾautaː T,N 
N-175B-3 砂川 tiːtu paɡᶻɨzu aɾautaᶻɨ N,U,D 
N-175B-3 保良 ʨiːtu pazɿudu aɾɔʋta(ː) S,M 
N-175B-4 共通語 手を 洗って、ご飯を 食べろ。    
N-175B-4 池間 tiːju aɾaiː munuː fai M,Y,S,T 
N-175B-4 狩俣 tiːja aɾaiɕit̥i munuː {ɸai / fai} N,D,U 
N-175B-4 与那覇 tiːbaː aɾeːttidu munuːbaː feː H 
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N-175B-4 来間 tiː aɾaitti munu feː K,I,T 
N-175B-4 宮国 ʨiːo̝ aɾaitʨi kaɾa monoba ɸai T,N 
N-175B-4 砂川 tiːju {aɾaitti / aɾaittikaɾa} {mazzu / maᶻɨzu} fai N,U,D 
N-175B-4 保良 ʨiːju aɾaitʨi munuːba fai S,M 
N-175B-5 共通語 顔も 洗って こい。   
N-175B-5 池間 mihanaumai {aɾai / sɿ̥miː / sɯ̥miː} kuː M,Y,S,T 
N-175B-5 狩俣 mipanoː aɾai kuː N,D,U 
N-175B-5 与那覇 mipanoːmeː aɾeː kuː H 
N-175B-5 来間 mipanoa aɾai ku ̞ː （oa は曖昧な二重母音） K,I,T 
N-175B-5 宮国 mipanao ̝ {aɾaitʨi / aɾai} ko̝ː T,N 
N-175B-5 砂川 mipanau aɾai kuː N,U,D 
N-176-1 共通語 暑い ときは 帽子を かぶる。   
N-176-1 池間 aʦukai tukʲanna {boːɕuː / buːɕuː} {kavvi / kaʋʋi} M,Y,S,T 
N-176-1 狩俣 aʦïkai tu ̥kinna boːɕiu kavvi N,M 
N-176-1 砂川 aʦɨkaᶻɨ tukjaːna boːʃuː kaʋ N,U,D 
N-176-1 保良 aʦɿːaʦɿnu tu ̥kʲaːn̩na boːɕuː {kaʋ̩ / kaf ̩} K,K,Y,M 
N-176-1 国仲 aʦɿː tu ̥kʲaːɴna boːɕoo kaʋ̩ （ʋ̩ は本人は仮名のウだと言ってい
る） 
N 
N-176-2 共通語 誰も くば笠を かぶらない。   
N-176-2 池間 taɾumai kubaɡasaubaː {kavvaɴ / kaʋʋaɴ} M,Y,S,T 
N-176-2 狩俣 taɾumai kasauba kavvaɴ N,M 
N-176-2 砂川 toːmai kubaɡasauba kaʋʋaŋ N,U,D 
N-176-2 保良 taːmai kubaɡasaubaː kavv̩aŋ K,K,Y,M 
N-176-2 国仲 taɾɯmai ko ̝baɡasao ̝ kav ̩vaɴ N 
N-176-3 共通語 若い ころは くば笠を かぶった。   
N-176-3 池間 bakakaikʲaː kubaɡasaubaː kavvitai M,Y,S,T 
N-176-3 狩俣 bakaːsïk̥jaːja kasauba kaudai (kavvi utai かぶっていた。) N,M 
N-176-3 砂川 baxakaᶻɨkjaːja kubaɡasauba {kaʋtaᶻɨ / kaʋdu} sɨ̥taᶻɨ N,U,D 
N-176-3 保良 bakaːbakanu tukʲaːnn̩a kubaɡasau kav ̩taː K,K,Y,M 
N-176-3 国仲 
bakʰa ̥mununu juːɾʲaɴna ko ̝baɡasao ̝ kaʋtal ̩ （kʰ は x に近い、
少し奥寄り。l ̩ は舌尖見えている。狭い o と u の区別は厳密で
はない（以下同）） 
N 
N-176-4 共通語 くば笠を かぶって、ぞうりを はいた。   
N-176-4 池間 kubaɡasaː kavviː sabau mmitai M,Y,S,T 
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N-176-4 狩俣 kasau kavvidu saboː {fundai / hundai} ( fummi は「はくか？」
の意) 
N,M 
N-176-4 砂川 kubaɡasau kaʋʋitti sabau fu̥ntaᶻɨ N,U,D 
N-176-4 保良 kubaɡasau kavv̩itʨi sabau fʋ̩m ̩taː K,K,Y,M 
N-176-4 国仲 kubaɡasao ̝ kavviːdu sabao ̝ ɸumt̩al ̩ N 
N-176-5 共通語 おまえも くば笠を かぶって みろ。   
N-176-5 池間 vvamai kubaɡasau kavvi miːɾu M,Y,S,T 
N-176-5 狩俣 vvamai kasau kavvi miːɾu N,M 
N-176-5 砂川 ʋʋamai kubaɡasau kaʋʋi miːɾu N,U,D 
N-176-5 保良 v ̩vamai kubaɡasau kav ̩viː miːɾu K,K,Y,M 
N-176-5 国仲 ɯvamai kubaɡasao ̝ kavviː miːɾu N 
N-176B-1 共通語 夜は 戸を 閉じる。   
N-176B-1 池間 junakaː jaduː ffi M,Y,S,T 
N-176B-1 狩俣 junainna jaduba ɕimiɾu N,M 
N-176B-1 保良 junainna jaduːdu fʋ̩ː (唇歯の接近音が母音のように機能してい
る) 
K,K,Y,M 
N-176B-1 国仲 {jul ̩ja / jul ̩lʲa} jaduo ̝ ɕimiʥi N 
N-176B-2 共通語 今日は 暑いから 戸を 閉じない。   
N-176B-2 池間 kʲuːja aʦukaiba jaduːbaː ffaʥaːɴ （志向形）<cf.> kanu çituː 
iʦmai jaduːbaː ffaɴ （あの人はいつも戸を閉じない） 
M,Y,S,T 
N-176B-2 狩俣 kjuːba aʦïkaɾiba {jaduːba / jaduba ɕimiɴ} N,M 
N-176B-2 保良 kʲuːja aʦkaɾiba jaduːbaː ff̩aŋ̩ K,K,Y,M 
N-176B-2 国仲 kʲuːja aʦɿkajba jado ̝o ɕimiɾu (「閉じろ」と回答した) N 
N-176B-3 共通語 ゆうべは 父が 戸を 閉じた。   
N-176B-3 池間 jubʲaː zzaɡa jaduː ffitai M,Y,S,T 
N-176B-3 狩俣 juːbjaː ujaːdu jaduba ɕimidai N,M 
N-176B-3 保良 jubʲaː ujaɡadu jaduː fʋ̩ːtaː K,K,Y,M 
N-176B-3 国仲 {juːbeʲaa / jubja:} o ̝jaɡadu jaduo ̝ ɕimet̝al ̩ N 
N-176B-4 共通語 先生が 戸を 閉じて、さきに 行った。   
N-176B-4 池間 ɕiĩɕiːɡa jaduː ffiː sadaɾiː hatai M,Y,S,T 
N-176B-4 狩俣 ɕiː ̃ɕiːɡadu jaduː ɕimi sakiŋ ŋɡi N,M 
N-176B-4 保良 ɕin ̩ɕiːɡadu jaduː f ̩fitʨi saʦɿn̩ piz ̩taː K,K,Y,M 
N-176B-4 国仲 ɕiɴɕiːɡa jado ̝o ɕimii sadaɾe ̝ː pʲalt̩al ̩ N 
N-176B-5 共通語 おまえが 閉じて こい。   
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N-176B-5 池間 vvaɡa ffiː kuː M,Y,S,T 
N-176B-5 保良 vvaɡa ffi kuː K,K,Y,M 
N-176B-5 国仲 ᵚvaɡa {ɕimii / ɕimi} ko ̝ː N 
N-177-1 共通語 弟は 一人で 寝る。   
N-177-1 池間 uttuː {taukaːçiː / taʋkaːçiː} nʲivvi M,Y,S,T 
N-177-1 保良 utu ̥taː taʋ̩kʲaːdu niv ̩ K,K,Y,M 
N-177-1 国仲 o̝ttoo taᵛkʲaːdo {nivviɯ / niv ̩vijɯ / nivv̩ʲɯl̩ }（確認したがこれ
のみ） 
N 
N-177-2 共通語 妹は 一人では 寝ない。   
N-177-2 池間 uttuː {taukaːçiːja / taʋkaːçiːja} nʲivvaɴ M,Y,S,T 
N-177-2 保良 utu ̥taː taʋ̩kʲaːja nivv̩aŋ̩ K,K,Y,M 
N-177-2 国仲 {ottoo / miduɴna} taᵛkʲaːdo nivvaɴ N 
N-177-3 共通語 ゆうべは 二人で 寝た。   
N-177-3 池間 juːbʲaː ftaːçiː nʲuːtai M,Y,S,T 
N-177-3 保良 jubʲaː {ftaːz ̩du / ftaɿdu} niʋtaː K,K,Y,M 
N-177-3 国仲 jubeʲaa ɸutaːl ̩do̝ nivtal ̩ N 
N-177-4 共通語 ９時に 寝て、８時に 起きた。    
N-177-3 池間 kuʥiɴ nivviː haʨiʥiɴ ukitai M,Y,S,T 
N-177-3 保良 kuʥin nivvitʨidu haʨiʥin ukitaː K,K,Y,M 
N-177-3 国仲 kuʥiɴ niv ̩vii haʨiʥiɴ okital ̩ N 
N-177-4 共通語 今日は 一人で 寝て みろ。   
N-177-4 池間 kʲuːja {taukʲaːçiː / taʋkʲaːçiː} nivvi miːɾu M,Y,S,T 
N-177-4 保良 kʲuːja taʋkʲaː nivvi miːɾu K,K,Y,M 
N-177-4 国仲 kʲuːja taᵛkʲaː nivv̩iː miːɾu N 
N-178-1 共通語 祖父は 毎日 ６時に 起きる   
N-178-1 池間 ujaː mainiʨi ɾukuʥiɴ ukiː M,Y,S,T 
N-178-1 保良 ɕuːja mainʲiʦɿ ɾokuʥindu uki K,K,Y,M 
N-178-1 国仲 ɕuːja mainiʦɿ ɾokuʥiɴ {okil ̩ / okil ̩li} N 
N-178-2 共通語 弟は まだ 起きない。   
N-178-2 池間 uttuː nnaːɡʲaː ukiɴ M,Y,S,T 
N-178-2 保良 utu ̥taː n ̩nʲada ukuŋ̩ K,K,Y,M 
N-178-2 国仲 o̝ttoo m ̩mada okiɴniː N 
N-178-3 共通語 父も 6 時に 起きた。   
N-178-3 池間 zzamai ɾukuʥiɴ ukitai M,Y,S,T 
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N-178-3 保良 ujamai ɾokuʥindu ukit̥aː K,K,Y,M 
N-178-3 国仲 ojamai ɾokuʥiɴ o ̝kital ̩ N 
N-178-4 共通語 早く 起きて、それから 畑に 行った。   
N-178-4 池間 çaːçiː ukiː uikaɾa haiŋkai iki ̥tai M,Y,S,T 
N-178-4 保良 pʲaːɕi uki ̥ᵗʨidu uikaɾa paɾiŋ̩kai iks ̩taː K,K,Y,M 
N-178-4 国仲 pʲaːɕiː ok̝ii uikaɾa paiɴkai pʲal̩tal ̩ N 
N-178-5 共通語 おまえも 早く 起きて こい。   
N-178-5 池間 vvamai çaːçiː ukiː kuː M,Y,S,T 
N-178-5 保良 v ̩vamai pʲaːpʲaː ukiː kuː K,K,Y,M 
N-178-5 国仲 ᵚvamai pʲaːɕiː okii koː N 
N-179-1 共通語 高校生は 制服を 着る。   
N-179-1 池間 koːkoːɕeija ɕeːfkuːdu {ʦɿː / ʦɿi} M,Y,S,T 
N-179-1 保良 koːkoːɕeija ɕeif ̩kuːdu kˢɿː K,K,Y,M 
N-179-1 国仲 koːkoːsʲej̝ja {sʲe ̝iɸukudu / sʲe ̝iɸukuu} {ʦɿː / ʦɿːi} N 
N-179-2 共通語 その服は 古いから 誰も 着ない。   
N-179-2 池間 unu fkuː jaɾimunujaiba taɾumai tʨaɴ M,Y,S,T 
N-179-2 保良 unu f ̩kaː ɡabakaɾiba taːmai ks ̩saŋ K,K,Y,M 
N-179-2 国仲 unu ɸu ̥kuu jaɾimunujaiba taɾumai ʔtaɴ N 
N-179-3 共通語 それは 昨日 着た。   
N-179-3 池間 uɾaː n ̩nu ʦɿitai M,Y,S,T 
N-179-3 保良 unu fkʷaː (その服は) ʦɿnuːdu ks ̩s̩taː K,K,Y,M 
N-179-3 国仲 uɾʲaː {ʦɿnuu / ʦɿnu / ʦɿnudu} ʦɿːtaː N 
N-179-4 共通語 私は 赤い 服を 着て、妹は 青い 服を 着た。    
N-179-4 池間 baː akafkuː ttiː uttuː aufkuː {ʦɿitai / ttitai} M,Y,S,T 
N-179-4 保良 bajaː aka f ̩kʷaː ki ̥ɕitʨidu utu ̥taː ao f ̩kuːdu ks ̩staː K,K,Y,M 
N-179-4 国仲 baː akajuː ɸukuu ʨiːdu ottoɴna aojuː ɸukuu ʦɿːtaː N 
N-179-5 共通語 おまえも ちょっと 着て みろ。   
N-179-5 池間 vvamai çiːʨaɡama ttiː miːɾu M,Y,S,T 
N-179-5 保良 v ̩vamai piːtta ki ̥ɕi miːɾu K,K,Y,M 
N-179-5 国仲 ᵚvamai ipiːʨaɡama ʨiː miːɾu N 
N-180-1 共通語 そこには 先生が 座る。   
N-180-1 池間 uman ̩na ɕiĩɕiːnudu biʑi M,Y,S,T 
N-180-1 保良 uman ̩na ɕin ̩ɕiːɡadu bᶻɿː K,K,Y,M 
N-180-1 国仲 omaɴna ɕiɴɕiːɡa {bɿː / biʑi / bɿzɿ} N 
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N-180-2 共通語 座敷には だれも 座らない。   
N-180-2 池間 uman ̩na ɕiĩɕiːnudu biʑi M,Y,S,T 
N-180-2 保良 ʣas ̩kˢɿn̩na taːmai {bizzaŋ / bzz̩aŋ} K,K,Y,M 
N-180-2 国仲 omaɴna ɕiɴɕiːɡa {bɿː / biʑi / bɿzɿ} N 
N-180-3 共通語 昨日は 校長先生が 座った。   
N-180-3 池間 n̩nuː koːʨoːɕiĩɕiːnudu biːtai M,Y,S,T 
N-180-3 保良 ʦɿnuːja koːʨoːɕin ̩ɕiːɡadu {bᶻɿːtaː / bzːtaː} K,K,Y,M 
N-180-3 国仲 ʦɿnuu koːʨoːɕiɴɕiːɡa bɿːtaː N 
N-180-4 共通語 先生は 座って、子どもたちは 立っている。   
N-180-4 池間 ɕiĩɕiːja biʑiː jaɾaimmʲaː taʨuːi M,Y,S,T 
N-180-4 保良 ɕin ̩ɕiːja biʑ̩ʑitʨidu ɕiːtaː tḁʨuːtaː K,K,Y,M 
N-180-4 国仲 ɕiɴɕiːja biʑiːdo {jaɾabiɴmʲaa / jaɾabitaa} {taʨii o ̝tal ̩ / taʨio ̝
tal ̩ } (ゆっくり言ったときのみ i が長かったようだ) 
N 
N-180-5 共通語 おまえも 座って みろ。   
N-180-5 池間 vvamai biʑiː miːɾu M,Y,S,T 
N-180-5 保良 v ̩vamai biʑiː miːɾu K,K,Y,M 
N-180-5 国仲 ᵚvamai biʑiː miːɾu N 
N-181-1 共通語 毎日 テレビを 見る。   
N-181-1 池間 mainiʨi teɾebʲuː miːjui M,Y,S,T 
N-181-1 保良 maiːnʲiʦɿ teɾebʲuːdu miː K,K,Y,M 
N-181-1 国仲 {mainitɕa / mainitɕi} teɾebio / mio ̝l̩  <cf.> kjuuja terebio miː
ʥi (今日はテレビを見る) 
N 
N-181-2 共通語 父は 野球は 見ない。   
N-181-2 池間 zzaː jakʲuːjubaː miːɴ M,Y,S,T 
N-181-2 保良 ujaː jakʲuːjubaː mʲuːŋ̩ K,K,Y,M 
N-181-2 国仲 ojaː {jakʲuːjubaa / jakʲuːjuba} miːɴ N 
N-181-3 共通語 昨日 虹を 見た。   
N-181-2 池間 n̩nuː imbauju miːtai M,Y,S,T 
N-181-2 保良 ʦɿnuː ʨimbavvu miːtaː K,K,Y,M 
N-181-2 国仲 ʦɿnoo {niʥio ̝ / niʥoo} miːtal ̩ N 
N-181-4 共通語 映画を 見て、家に 帰った。   
N-181-4 池間 eiɡau miː jaːŋkai ikitai M,Y,S,T 
N-181-4 保良 eiɡau miːtʨidu jaːŋ̩kai kˢɿːtaː K,K,Y,M 
N-181-4 国仲 eːɡaː miːdu jaːɴkai ɴɡital ̩ N 
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N-181-5 共通語 心配だから 船を 見て こい。   
N-181-4 池間 ɕibajaiba fnʲuː miː kuː M,Y,S,T 
N-181-4 保良 ɕaː jaɾiba f ̩nʲuː miː kuː K,K,Y,M 
N-181-4 国仲 {ʃuwaː / ɕiwa:} ɕiːduiba ɸunʲuu miː kuː ɕi N 
N-182-1 共通語 彼は 毎日 同じことを 言う。   
N-182-1 池間 kaɾaː mainiʨi junukutuː adʥi M,Y,S,T 
N-182-1 保良 kaɾʲaː mainʲiʦɿ junu munuz̩zu du az ̩ K,K,Y,M 
N-182-1 国仲 kaɾeaː mainiʦɿ jon̝o ̝ɡoː no kʰo ̥toodo al ̩ N 
N-182-2 共通語 祖母は 嘘は 言わない。   
N-182-2 池間 haːmmaː daɾakaubaː azzaɴ M,Y,S,T 
N-182-2 保良 m ̩maː daɾakuːbaː azz̩aŋ K,K,Y,M 
N-182-2 国仲 mm̩aa daɾaɸuba {azzaɴ / al ̩zaɴ} ( z は歯音でなく歯茎に接近、l 
の舌への接着が弱まったものかと思う) 
N 
N-182-3 共通語 友達は 嘘を 言った。   
N-182-3 池間 dus ̩taː daɾakau aitai M,Y,S,T 
N-182-3 保良 dus ̩sa daɾakuːdu az ̩taː K,K,Y,M 
N-182-3 国仲 dosɿ̥sa daɾaɸudu al ̩ ＊確認したがこれのみ N 
N-182-4 共通語 「ありがとう」と 言って、帰った。   
N-182-4 池間 sdiɡaɸuː tti adʥiː {ikit̥ai / hatai} M,Y,S,T 
N-182-4 保良 pu̥kaɾassa ʨidu azʑitʨi piztaː K,K,Y,M 
N-182-4 国仲 pukaɾassa ʨi al ̩ʑii ɴɡital ̩ (al ̩ʑii の l ̩ は弱い) N 
N-182-5 共通語 父に 「夕飯だよ」と 言って こい。   
N-182-5 池間 zzaŋkai juidoː ti adʥiː kuː M,Y,S,T 
N-182-5 保良 ujaŋkai juz ̩zu faiːʨi (夕食を食べろと) aʑʑiː kuː K,K,Y,M 
N-182-5 国仲 o̝jaɴkai juːɮ ʨi aʑ (上付）ʑiː kuː N 
N-183-1 共通語 蝉は すぐに 死ぬ。   
N-183-1 池間 ʦɿmʲaː suɡu ɕinʲi M,Y,S,T 
N-183-1 保良 ɡaːɾaː sɿɡu {sɿŋ̩ / s ̩n̩} K,K,Y,M 
N-183-1 国仲 {ɡaːl ̩za / ɡaːzza} suɡudu sɿɴ ({ɡaːl ̩za / ɡaːzza} の l ̩ は接着が
弱い。z は歯音でなく歯茎に接近) 
N 
N-183-2 共通語 ゴキブリは なかなか 死なない。   
N-183-2 池間 biːjaː nantuɡa ɕinaɴ M,Y,S,T 
N-183-2 保良 kuːmujaː namajaskaɾʲaː {sɿnaŋ / sn̩aŋ̩} K,K,Y,M 
N-183-2 国仲 koːmɿj̥aː joːiɴna sɿnaɴ N 
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N-183-3 共通語 ヘビが 車に ひかれて 死んだ。   
N-183-3 池間 haunu kuɾumaɴ hikaiː ɕinʲi nʲaːɴ <cf.>(ねこが死んだのでうめ
た) majunu sɿntaiba uʣɿmitai 
M,Y,S,T 
N-183-3 保良 paʋ̩nudu kuɾumaŋ faːsaɾiː {sɿn ̩taː / s ̩n̩taː} K,K,Y,M 
N-183-3 国仲 {pab / paʋ} nodo ̝ kuɾumaɴ pˢɿkaii sɿɴtal ̩ ( pˢɿ の s は余り強くな
い。帯気ぐらい) 
N 
N-183-4 共通語 ゴキブリは 死んで、ネズミも 死んでいる。   
N-183-4 池間 biːjaː ɕinʲiː jumunumai ɕinʲiːjui M,Y,S,T 
N-183-4 保良 kuːmujamai sɿnʲitʨidu jumuɾuma sɿnʲuː K,K,Y,M 
N-183-4 国仲 koːmɿj̥a mai sɿnii ju:munu mai sɿniol ̩ N 
N-183-5 共通語 カエルも 死んで しまった。   
N-183-5 池間 untamai ɕinʲiː nʲaːɴ M,Y,S,T 
N-183-5 保良 fnatamai sɿnʲi {piɡaiztaː / piz̩taː} K,K,Y,M 
N-183-5 国仲 uɴta mai sɿniː nʲaːɴ N 
N-184-1 共通語 米が たくさん ある。   
N-184-1 池間 mainu {ippai / haːsa} aɾiːjui M,Y,S,T 
N-184-1 保良 maɿnudu upaːɕi aɿ K,K,Y,M 
N-184-1 国仲 mal ̩ nodo opaːsa alʲul ̩  N 
N-184-3 共通語 昔 ここには 井戸が あった。   
N-184-3 池間 ŋkʲaːndu umanna kaːnu aɾuːtai M,Y,S,T 
N-184-3 保良 ŋ̩kʲaːn̩na kumann̩a ʦɿːɡʲaːnudu ataɿ K,K,Y,M 
N-184-3 国仲 ɴkʲaːɴna komaɴna kaːnodo atal ̩ N 
N-184-4 共通語 東に 学校が あって、西に 公民館が ある。   
N-184-4 池間 aɡaiɴ ɡakkoːnu aɾiː n ̩sɿn̩na koːmiŋkandu aɾiːjui M,Y,S,T 
N-184-4 保良 aɡaɿŋ ɡakkoːja 学校は aɾitʨidu iz ̩nna bummʲaːnudu ataɿ K,K,Y,M 
N-184-4 国仲 aɡal ̩ ɴna ɡakkoːɡa aɾii {ilʲiɴna / il ̩ɴna} koːmiɴkaɴ nodo al ̩ N 
N-184-5 共通語 薬が あって、助かった。   
N-184-5 池間 ffʋinu aɾiː taskaitai M,Y,S,T 
N-184-5 保良 fsuɿnu aɾiːdu task̩aɿtaː K,K,Y,M 
N-184-5 国仲 ku ̥sul ̩ {nu / ɡa} aɾiido taskaɾiol ̩（ɡa の方がいい） N 
N-185-1 共通語 塩が ない。   
N-185-1 池間 maːsunu nʲaːɴ M,Y,S,T 
N-185-1 保良 maːsunudu nʲaːŋ̩ K,K,Y,M 
N-185-1 国仲 maːso ɡa nʲaːɴ N 
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N-185-2 共通語 砂糖も なかった。   
N-185-2 池間 sa ̥tamai {nʲaːntaɴ / nʲaːttaɴ / nʲaːndaɴ / nʲaːddaɴ} M,Y,S,T 
N-185-2 保良 sa ̥tamai nʲaːttam ̩ K,K,Y,M 
N-185-2 国仲 sata mai nʲaːɴ N 
N-185-3 共通語 包丁が なくて、切れなかった。   
N-185-3 池間 ka ̥tananu naːda tʨaddaɴ M,Y,S,T 
N-185-3 保良 ka ̥tananu nʲaːdanaɕidu kidamaɾuttam ̩ K,K,Y,M 
N-185-3 国仲 kʰa ̥tana no nʲaːɴ niba kiɾattaːɴ（ kʰ は x に近い。奥寄り） N 
N-186-1 共通語 我が家には 犬が いる。   
N-186-1 池間 bantiɡa jaːnna innu {uɾijui / uɾiːui} M,Y,S,T 
N-186-1 保良 ban ̩taɡa jaːn ̩na in ̩nudu uz ̩ K,K,Y,M 
N-186-1 国仲 baɴʨiɡa jaːɴna iɴ nodo ̝ ol ̩ N 
N-186-2 共通語 隣の家には 犬は いない。   
N-186-2 池間 tunainu jaːnna inna miːɴ M,Y,S,T 
N-186-2 保良 tunaɿnu jaːn ̩na in ̩na uɾaŋ̩ K,K,Y,M 
N-186-2 国仲 satono jaːɴna iɴna miiɴ N 
N-186-3 共通語 昔は 猫も いた。   
N-186-3 池間 ŋkʲaːnna majumai uɾuːtai M,Y,S,T 
N-186-3 保良 ŋ̩kʲaːn̩na majumai utaː K,K,Y,M 
N-186-3 国仲 ɴkʲaːɴna maju mai do o ̝tal ̩ N 
N-186-4 共通語 彼は 弟が いて、私は 兄が いる。   
N-186-4 池間 kaɾaː uttunu uɾiː baː suʥanu {uɾuːi / uɾijui} M,Y,S,T 
N-186-4 保良 kain ̩na utu ̥taː uɾitʨidu ban ̩na suduanudu uz ̩ K,K,Y,M 
N-186-4 国仲 kaɾeaː ottono oɾe ̝ː do baː {ada / a:da} ɡa ol ̩ N 
N-186-5 共通語 ここに いて ください。   
N-186-5 池間 umaɴ uɾi {fiː / ffiː} samati M,Y,S,T 
N-186-5 保良 kumaŋ uɾi fiːɾu K,K,Y,M 
N-186-5 国仲 ko ̝maɴ oɾe ̝ː ɸiːɾu N 
N-187-1 共通語 彼は 酒を 飲むと 変なことを する。   
N-187-1 池間 kaɾaː sa ̥kʲuː numutuː çinn̩akutuː {assɿ̥ / aɕɕi} M,Y,S,T 
N-187-1 保良 kaɾʲaː sa ̥kʲuː num ̩ʨi ̥kaː pin̩na kut̥uːdu sɿː K,K,Y,M 
N-187-1 国仲 kʰaɾeaː sa ̥kʰeo ̝ nom ̩ ʨiɡaa piɴnakʰo ̥toodo asɿ (ea は境界が曖
昧) 
N 
N-187-2 共通語 彼は 今日は 何も しない。   
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N-187-2 池間 kaɾaː kʲuːja naumai ɸuɴ M,Y,S,T 
N-187-2 保良 kaɾʲaː kʲuːja naːmai suːŋ̩ K,K,Y,M 
N-187-2 国仲 kaɾeaː kʲo ̝ːja naɯjaː tom ̩ma {ahoɴ / asoɴ}（ ea は境界が曖昧） N 
N-187-3 共通語 昨日は たくさん 仕事を した。   
N-187-3 池間 unuː haːsa sk̩amau {asɿtai / aɕitai} M,Y,S,T 
N-187-3 保良 ʦɿnuːja upaːɕidu sɿɡutuː sɿːtaː K,K,Y,M 
N-187-3 国仲 ʦɿnoo {opaːsʲa / opaːsa} sɿɡo ̝too {asʲaːl ̩ / astaːl ̩} N 
N-187-4 共通語 たくさん 仕事を して、遊びに 行った。   
N-187-4 池間 haːsa sk̩amaː çiː aɕuːɡa ikitai M,Y,S,T 
N-187-4 保良 upaːɕi skutaː ɕi:tʨidu appsɡa piz ̩taː K,K,Y,M 
N-187-4 国仲 opaːsa sɿɡot̝oo ɕiːdo ̝ aso ̝ʋɡa pʲal ̩tal ̩ N 
N-187-5 共通語 休んでないで 仕事を しろ。   
N-187-5 池間 jukuːda sk̩amau assu M,Y,S,T 
N-187-5 保良 jukaːdanaɕiː skutuː ɕiːɾu K,K,Y,M 
N-187-5 国仲 jukuu da sɿɡo ̝too asso N 
N-187-6 共通語 学校で 勉強して こい。   
N-187-6 池間 jukuːda sk̩amau assu M,Y,S,T 
N-187-6 保良 ɡakkoː iki beŋkʲoːju ɕi: kuː K,K,Y,M 








 <共通語> <語彙番号> 
あ 青い a136 
 欠伸 a010 
 顎先（あご） a012 
 顎（の骨） a013 
 朝（あさ） a154 
 明後日 a161 
 あし（脛・足） b010 
 あし(脚) a033 
 あし(足) a034 
 あし(脛) a035 
 明日 a160 
 汗 b015 
 あそこ a187 
 暖かい a167 
 頭 a001 
 穴 b056 
 兄 b087 
 姉 b088 
 油 a095 
 網 b098 
 雨 a133 
 蟻（あり） a066 
 泡 b055 
 家 a179 
い 烏賊 b058 
 息 a009 
 行く・去る a175 
 いくつ b046 





 <共通語> <語彙番号> 
 石 b122 
 板 a117 
 いつ b040 
 五つ b023 
 糸 b095 
 いとこ b086 
 稲光 a137 
 犬 b063 
 命 b125 
 今 a158 
 刺青（いれずみ） b018 
 色 a135 
う 上 b135 
 植える a114 
 牛 b061 
 うそ b130 
 歌 b120 
 内 b134 
 美しい a050 
 腕 a017 
 ウニ（バフンウニ） a086 
 ウニなどの肉・身 a087 
 馬 a071 
 生まれる a054 
 膿（うみ） a026 
 海 a170 
 瓜 a106 
 鱗 a082 





 枝 a111 
 海老 b059 
 襟 a123 
お 尾 a074 
 緒 b096 
 大きい b142 
 桶 b099 
 叔父 a045 
 叔父たち a046 
 夫 a051 
 音 b119 
 男 a058 
 同じ b144 
 斧 b102 
 帯 a122 
 お前 a043 
 お前たち a044 
 表（おもて） b132 
 親 b085 
 女 a059 
か 蚊 a062 
 貝 a085 
 面（かお） b007 
 鏡 a124 
 蔭 a140 
 笠・傘 b094 
 貸す b150 
 風 a129 
 肩 b012 
 カタツムリ a068 
 蟹 a084 
 金 b117 
 金銭（かね） b118 
 鎌 a092 
  b103 
 釜 b107 
 紙 b111 
 髪の毛 a002 
 亀 a083 
 瓶・甕（かめ） b092 
 粥 a096 
 痒い a027 
 烏 b066 
 体 a037 
 皮 b009 
き 木 a110 
 傷 a024 
 煙管（きせる） b113 
 北 a144 
 汚い a181 
 昨日 a163 
 肝・心臓（きも） a030 
 着物 a121 
 今日 a159 
 兄弟 b089 
 去年 a164 
 霧 a152 
く 釘 a118 
 草 a113 
 櫛 a003 
 薬 b101 
 糞（くそ） b123 
 くださる b149 
 口 a006 
 唇 a007 
 九人 b037 
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 首 a015 
 蜘蛛 a063 
 雲 a132 
 蜘蛛の巣 a064 
 くるぶし a036 
 鍬 b104 
 クワズイモ a109 
こ 睾丸 a040 
 肛門 a038 
 声 a011 
 九つ b027 
 こずえ・砂糖黍の先端 b077 
 子供・子孫 a053 
 子供（未成年） a055 
 拳 a022 
 米 a099 
ご 五人 b033 
さ 魚 a081 
 酒 b079 
 砂糖 a090 
 砂糖黍 a091 
 寒い a168 
 珊瑚礁 a173 
 三人 b031 
ざ 笊 b105 
し 塩 a088 
 塩辛い a089 
 舌 a008 
 下 b136 
 七人 b035 
 島 b052 
 しゃもじ b108 
 尻 b011 
 親戚 b090 
じ 地震 a131 
 十人 b038 
す 鋤 b106 
 少し（+指小辞） b138 
 筋 b013 
 雀 b607 
 捨てる・こぼす a102 
 砂 a174 
そ そこ a188 
 ソテツ b076 
 外 b133 
 空 b057 
 それ b147 
た 田 b048 
 太陽 a141 
 たくさん b140 
 竹 b071 
 蛸 b064 
 竜巻 a130 
 種 b074 
 食べ物 a094 
 食べる a093 
 卵 a079 
だ 大工 a119 
 だれ b041 
ち 血 a025 
 小さい b141 
 力 a018 
 乳 a031 
 父 a047 
 茶碗 a101 
 蝶々 a065 
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つ 杖 b109 
 月(天体・暦) a142 
 土 a177 
 綱 b112 
 角（つの） a073 
 粒 b124 
 妻 a049 
 爪 b003 
 冷たい a169 
 露 a153 
て 手 a021 
と 戸 a182 
 十 b028 
 鳥 a077 
 鳥の巣 a078 
ど どこ b042 
 どれ b043 
な 菜（な） b078 
 名（な） b114 
 無い a189 
 なぜ b044 
 夏 a166 
 七つ b025 
 何 b045 
 涙 a005 
に 荷（に） b116 
 匂い b131 
 濁る a171 
 西 a145 
 虹 a134 
 韭（にら） a104 
 庭 a178 
 にんにく a103 
ぬ 濡れる a128 
ね 根（ね） b700 
 猫 a069 
 鼠 a070 
の 鋸 a116 
 野原・草原 a108 
 蚤 b065 
は 歯 b002 
 葉 b068 
 灰 a126 
 蝿 b062 
 墓 a186 
 歯茎 a014 
 橋 b121 
 柱 b128 
 畑 a107 
 鉢 b091 
 八人 b036 
 鳩 a080 
 鼻 b004 
 花 b054 
 鼻血 b016 
 羽 b060 
 母 a048 
 浜 b053 
 速い a176 
 腹 a029 
 針 a120 
ひ 火 a125 
 東 a143 
 光 a139 
 低い b143 
 髭・毛 a016 
264
消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究 南琉球宮古方言調査報告書 
 2012 年 8 月 1 日 国立国語研究所 
 膝 a032 
 額 a004 
 左 a148 
 肘 a023 
 人 a060 
 一つ b019 
 一人 b029 
 病気 b127 
 昼 b047 
 昼間 a155 
び びろう樹 b075 
ふ 夫婦 a052 
 福木 a115 
 二つ b020 
 二人 b030 
 船 a172 
ぶ 豚 a075 
 豚小屋、便所 b126 
 豚などの肉 a076 
へ 屁 a039 
 臍（へそ） b005 
 糸瓜（へちま） b084 
 箆（へら） b093 
ほ 埃 a180 
 星 b049 
 穂（ほ） b069 
 帆（ほ） b115 
 骨 a028 
ま 前 a149 
 前・正面 a184 
 枕 b100 
 松 b072 
 真似（まね） b129 
 眩しい a138 
 豆 b080 
 眉 b014 
 丸い b146 
み 実 a112 
 ミカン b083 
 短い b145 
 水 a127 
 味噌 a098 
 道 a150 
  b050 
 三つ b021 
 皆 a061 
 南 a146 
 嶺 a151 
 右 a147 
 耳 b008 
 ミミズ a067 
む 昔 a165 
 麦 b081 
 六つ b024 
 胸 b006 
 村 a185 
め 芽 a105 
 目 b001 
 姪 a057 
 飯 a097 
も も（助詞） b137 
 餅 b082 
 もっと b139 
 もの、物 b148 
 門 a183 
や 雄山羊（やぎ） a072 
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 八つ b026 
 山 b051 
ゆ 夕方 a156 
 指 a020 
よ 涎 b017 
 四つ b022 
 四人 b032 
 夜 a157 
ら 来年 a162 
ろ 老人 a056 
 六人 b034 
わ 脇の下 a019 
 私 a041 
 私たち a042 
 藁（わら） b073 
 椀 a100 
   
   
   








N-155B-1  鳩も 鷹も 飛ぶ。 
N-155B-2  今日は 天気が 悪いから 飛行機は 飛ばない。 
N-155B-3  風で 帽子が 飛んだ。 
N-155B-4  親鳥が 飛んで、小鳥が 飛んだ。 
N-155B-5  そこから 飛んで みろ。 
N-156B-1  みんなで 舟を 漕ぐ。 
N-156B-2  誰も 舟を 漕がない。 
N-156B-3  昔は よく 舟を 漕いだ。 
N-156B-4  舟を 漕いで、そのあと 休め。 
N-156B-5  一人で 舟を 漕いできた。 
N-157-1   毎日 海へ 行く。 
N-157-2   父は 天気が 悪いから 海へは 行かない。 
N-157-3   昨日も 海へ 行った。 
N-157-4  海へ 行って、泳いで きた。 
N-157-5   海へは 一人で 行って こい。 
N-158-1   今日は 父が 家に 来る。 
N-158-2   今日は 母は 来ない。 
N-158-3    昨日 父が 家に 来た。 
N-158-4    こっちへ 来て、家に 戻った。 
N-158-5    こっちへ 早く 来い。 
N-158-5    こっちへ 来て みろ。 
N-159-1    2 月は よく 雨が 降る。 
N-159-2    明日は 雨は 降らない。 
N-159-3    昨日は 雨が 降った。 
N-159-4    大雨が 降って、日照りが 続いている。 
N-159-5    いま 雨が 降っている。 
N-159-5    雨が 降って きた。 
N-160-1    みんな ここで 降りる。 
N-160-2    私は ここでは 降りない。 
N-160-3    ここで バスを 降りた。 
N-160-4    バスを 降りて、電話 かけろ。 
N-160-5    妹が バスから 降りて きた。 
N-161-1    猿も 木から 落ちる。 
N-161-2     木を 揺らしても 実（蜜柑）は 落ちない。 
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N-161-3     兄が 木から 落ちた。 
N-161-4     兄は 木から 落ちて、今は 病院に いる。 
N-161-5     雨は 天から 落ちて くる。 
N-162-1     猿が 木の実を 落とす。 
N-162-2     この 猿は 木の実を 落とさない。 
N-162-3     昨日 井戸に 石を 落とした。 
N-162-4     帽子を 落として、取りに 行った。 
N-162-5     木に 登って 実を 落として くれ。 
N-163-1     馬も 人を 蹴る。 
N-163-2     おとなしい 馬は 人を 蹴らない。 
N-163-3     昨日 あの 馬は 人を 蹴った。 
N-163-4     主（あるじ）を 蹴って、逃げ去った。 
N-163-5     その ボールを ここに 蹴って くれ。 
N-163B-1    父が 毎日 ゴミを 捨てる。 
N-163B-2  祖母は 古い 着物も 捨てない。 
N-163B-3  古い 道具は おととい 捨てた。 
N-163B-4  古い ものは 捨てて、新しい ものを 買え。 
N-163B-5  ゴミを そこに 捨てて くれ。 
N-164-1    長い 木の 枝を 切る。 
N-164-2    夜には 爪を 切らない。 
N-164-3   私が ガジマルは 切った。 
N-164-4   その 長い 髪は 切って、お祝いに 行けよ。 
N-164-5   この 紐を 三つに 切って くれないか。 
N-165-1   鶏が 逃げないよう （両）足を 縛る。 
N-165-2   足も 羽も 縛らない。 
N-165-3   父が 鶏を 縛った。 
N-165-4   鶏を 縛って、籠に 入れてね。 
N-165-5   おまえが 鶏を 縛って くれ。 
N-166-1   毎日 芋を 掘る。 
N-166-2   母親は 今日は 芋を 掘らない。 
N-166-3   昔 井戸を 掘った。 
N-166-4   穴を 掘って、休め。 
N-166-5   あそこの 地面を 掘って こい。 
N-167-1   庭に 荷物を 出す。 
N-167-2   雨の ときには 外には 荷物を 出さない。 
N-167-3   友達が 荷物を 外に 出した。 
N-167-4   荷物を 外に 出して、それから 帰れ。 
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N-167-5   早く 荷物を 出して こい。 
N-168-1   弟は いつも 荷物を 一人で 持つ。 
N-168-2   祖母は 荷物を 持たない。 
N-168-3   祖父が むしろを 持った。 
N-168-4   父が 酒 持って、母が 食べ物を 持つ。 
N-168-5   早く 酒を 持って こい。 
N-169-1   太郎は いつも 煙草を 買う。 
N-169-2   誰も 芋を 買わない。 
N-169-3   昨日 魚を 買った。 
N-169-4   私が 魚を 買って、友達は 肉を 買った。 
N-169-5   油を 買って こい。 
N-170-1   毎日 野菜を 売る。 
N-170-2   彼は 自分の 豚を 売らない。 
N-170-3   去年 山羊を 売った。 
N-170-4   山羊を 売って、豚を 買った。  
N-170-5   その 豚を 売って ください。 
N-170B-1  いつも 私は 弟に お菓子を やる。  
N-170B-2  弟は 兄に お菓子を やらない。 
N-170B-3  昨日 弟に 飴を やった。 
N-170B-4  馬に 草を やって、畑に 行った。 
N-170B-5  牛に 草を やって ごらん。 
N-171-1   漁師から 魚を もらう。 
N-171-2   小さい カニは 誰も もらわない。 
N-171-3    隣の 家から 大根を もらった。 
N-171-4    大きな 魚を もらって、みんなで 分けた。 
N-171-5    親戚から 味噌を もらって きた。 
N-172-1    喉が 乾いたら 水を 飲む。 
N-172-2    私の 夫は 酒を 飲まない。 
N-172-3    お茶は さっき 飲んだ。 
N-172-4    薬を 飲んで、早く 寝ろ。 
N-172-5    この 薬は 甘いから 飲んで みなさい。 
N-172B-1-1 ここでは ヘチマを 食べる。 
N-172B-1-2 本土の人は ヘチマを 食べない。 
N-172B-1-3 ニガウリは 昨日 食べた。 
N-172B-1-4 昼ご飯を 食べて、寝ろ。 
N-172B-1-5 夕ご飯は 食べて きた。 
N-172B-2-1 山羊は 草を 食う。 
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N-172B-2-2 山羊は 紙を 食わない。 
N-172B-2-3 猫が 魚を 食った。 
N-172B-2-4 魚を 食って、すぐに 逃げた。 
N-172B-2-5 全部 食って しまった。 
N-173-1    暗く なるまで 外で 遊ぶ。 
N-173-2    暗く なったら、誰も 遊ばない。 
N-173-3    昨日は いとこと 遊んだ。 
N-173-4    学校で 遊んで、家に 帰った。 
N-173-5    外で 遊んで こい。 
N-174-1    この 酒は すぐに 酔う。 
N-174-2    彼は どんなに 飲んでも 酔わない。 
N-174-3    おとといは たくさん 飲んで 酔った。 
N-174-4    彼は 酔って、昨日の ことを 忘れている。 
N-174-5    酒を 飲んで 酔って しまった。 
N-175B-1   日 髪を 洗う。 
N-175B-2  祖父は 毎日は 髪を 洗わない。 
N-175B-3  手と 足を 洗った。 
N-175B-4  手を 洗って、ご飯を 食べろ。  
N-175B-5  顔も 洗って こい。 
N-176-1    暑い ときは 帽子を かぶる。 
N-176-2    誰も くば笠を かぶらない。 
N-176-3    若い ころは くば笠を かぶった。 
N-176-4    くば笠を かぶって、ぞうりを はいた。 
N-176-5    おまえも くば笠を かぶって みろ。 
N-176B-1   夜は 戸を 閉じる。 
N-176B-2   今日は 暑いから 戸を 閉じない。 
N-176B-3   ゆうべは 父が 戸を 閉じた。 
N-176B-4   先生が 戸を 閉じて、さきに 行った。 
N-176B-5   おまえが 閉じて こい。 
N-177-1    弟は 一人で 寝る。 
N-177-2    妹は 一人では 寝ない。 
N-177-3    ゆうべは 二人で 寝た。 
N-177-4    ９時に 寝て、８時に 起きた。  
N-177-4    今日は 一人で 寝て みろ。 
N-178-1    祖父は 毎日 ６時に 起きる 
N-178-2    弟は まだ 起きない。 
N-178-3    父も 6 時に 起きた。 
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N-178-4    早く 起きて、それから 畑に 行った。 
N-178-5   おまえも 早く 起きて こい。 
N-179-1   高校生は 制服を 着る。 
N-179-2   その服は 古いから 誰も 着ない。 
N-179-3   それは 昨日 着た。 
N-179-4   私は 赤い 服を 着て、妹は 青い 服を 着た。  
N-179-5   おまえも ちょっと 着て みろ。 
N-180-1   そこには 先生が 座る。 
N-180-2   座敷には だれも 座らない。 
N-180-3   昨日は 校長先生が 座った。 
N-180-4   先生は 座って、子どもたちは 立っている。 
N-180-5   おまえも 座って みろ。 
N-181-1   毎日 テレビを 見る。 
N-181-2   父は 野球は 見ない。 
N-181-3   昨日 虹を 見た。 
N-181-4   映画を 見て、家に 帰った。 
N-181-5   心配だから 船を 見て こい。 
N-182-1   彼は 毎日 同じことを 言う。 
N-182-2   祖母は 嘘は 言わない。 
N-182-3   友達は 嘘を 言った。 
N-182-4   「ありがとう」と 言って、帰った。 
N-182-5   父に 「夕飯だよ」と 言って こい。 
N-183-1   蝉は すぐに 死ぬ。 
N-183-2   ゴキブリは なかなか 死なない。 
N-183-3   ヘビが 車に ひかれて 死んだ。 
N-183-4   ゴキブリは 死んで、ネズミも 死んでいる。 
N-183-5   カエルも 死んで しまった。 
N-184-1   米が たくさん ある。 
N-184-3   昔 ここには 井戸が あった。 
N-184-4   東に 学校が あって、西に 公民館が ある。 
N-184-5   薬が あって、助かった。 
N-185-1   塩が ない。 
N-185-2   砂糖も なかった。 
N-185-3   包丁が なくて、切れなかった。 
N-186-1   我が家には 犬が いる。 
N-186-2   隣の家には 犬は いない。 
N-186-3   昔は 猫も いた。 
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N-186-4   彼は 弟が いて、私は 兄が いる。 
N-186-5   ここに いて ください。 
N-187-1   彼は 酒を 飲むと 変なことを する。 
N-187-2   彼は 今日は 何も しない。 
N-187-3   昨日は たくさん 仕事を した。 
N-187-4   たくさん 仕事を して、遊びに 行った。 
N-187-5   休んでないで 仕事を しろ。 
N-187-6   学校で 勉強して こい。 
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